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～みんなでタイムラインプロジェクト～ 

マイ･タイムライン検討会自治区長説明会 

 

 

議 事 次 第 

 

日時：平成２８年１０月２３日（日） 

１０：００～１２：００ 

場所：常総市役所 石下庁舎 会議室 

 

１．開会 

 

２．挨拶 

  常総市市民生活部長 

  下館河川事務所長 

 

３．趣旨説明                     

 

４．マイ･タイムライン検討会の進め方         

 

５．意見交換                     

 

６．閉会 

 



みんなでタイムラインプロジェクト　自治区長説明会参加者

機関名 部名・課名 役職 氏名 備考

若宮戸南部 自治区長 青柳　清

若宮戸中部 自治区長 小林　健治

若宮戸東部 自治区長 門井　富男

若宮戸西部 自治区長 猪瀬　峰雄

若宮戸若松会 自治区長 芦ケ谷　城

若宮戸曲松会 自治区長 佐藤　一也

若宮戸中央 自治区長 菊池　進

根新田地区 根新田 自治区長 鈴木　孝八郎 代理：須加英雄

市民生活部 部長 須藤　一徳

市民生活部安全安心課 課長 斎藤　健司

市民生活部安全安心課 防災・危機管理監 溝上　博

市民生活部安全安心課 課長補佐 小林　弘

市民生活部安全安心課 係長 安田　洋行

生活環境部
防災・危機管理局
防災・危機管理課

副参事 飛田　聡志

土木部　河川課鬼怒川
流域緊急対策推進室

室長代理 栗林　俊一

所長 里村 真吾

副所長 須藤 純一

調査課 調査課長 伊藤　克雄

専門員 平出 亮輔

国土交通省
関東地方整備局
下館河川事務所

若宮戸地区

常総市

茨城県



　マイ･タイムライン検討会自治区長説明会　配席図
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３日前 ○台風予報
○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○台風に関する栃木県，茨城県
　気象情報(随時)

○施設(水門、樋管、排水機場等)の
点検・操作確認

○ハザードマップ等による避難所、
避難ルートの確認

○災害対策用資機材、復旧資機材
等の確認、確保

○防災グッズの準備
○災害、避難カードの確認

○上流ダムの事前放流通知受信、
確認

○自宅保全

２日前 ◇大雨注意報・洪水注意報
【第一次防災体制】　警戒体制
防災体制を構築する

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川状況を確認

○台風に関する今後の見通し
○防災気象情報等の監視，河川水位を
把握する連絡要員の配置

○防災体制の構築及び上位防災体制
の検討

○避難所の開設を検討する

１日前 ◇大雨警報・洪水警報 ○上流ダムの放流通知受信、確認
【第二次防災体制】　緊急体制１
防災体制を強化する

○首長もしくは代理者が登庁し，災害対策
本部の設置又は設置の検討を行う

○管理・操作委託されている樋管等の
担当者に、注意喚起を行う

水防団待機水位到達の恐れ 水防警報(待機)
○区間を担当する水防団に対し「待機」
を指示する

半日前
水防団待機水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位0.00ｍ)

水防警報(準備)
○区間を担当する水防団に対し「準備」
を指示する

水防団待機水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位2.50ｍ)

○水門、樋管、排水機場等の操作
○防災気象情報の確認と防災体制の
構築の検討

○応援体制の確認、要請(防災エキ
スパート等)

○上流ダムの放流確認を行う

はん濫注意水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位1.10ｍ)

洪水予報(はん濫注意情報)発表
○防災体制を強化し、避難準備情報の
発令を判断できる体制をとる

避難に対する準備行動

はん濫注意水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位3.80ｍ)

水防警報(出動)
○区間を担当する水防団に対し「出動」
を指示する

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○要支援者施設に洪水（はん濫注意情
報）を伝達する

○避難準備情報の対象区域を検討す
る

○職員の派遣等の避難所開設の準備
を指示する

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は，避難準備情報の発表判断

水防団待機水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位1.50ｍ)

○国交省に対するリエゾンの派遣要請
について検討する

○ホットライン
○必要に応じ河川事務所長へ助言、リ
エゾンを要請する

水防団待機水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位3.00ｍ)

【第三次防災体制】　緊急体制２
防災体制をさらに強化する

水防団待機水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位3.80ｍ)

○避難勧告等の発令できる体制を整え
る

○10分毎の河川水位、防災気象情報
等の監視を強化する

はん濫注意水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位3.50ｍ)

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断

はん濫注意水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位3.60ｍ)

○出水時点検(巡視)
○ＣＣＴＶによる監視強化

○避難準備情報を発令する
○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

はん濫注意水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位4.60ｍ)

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

避難準備、避難に支援が必要な人
等は早期に避難を開始

○ホットライン
○リエゾンの派遣

○ホットラインにより河川事務所長へ助
言、リエゾンを要請する

◇大雨特別警報(緊急速報メール)
◇暴風警報

○危険箇所の水位監視

-5h
避難判断水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位1.30ｍ)

洪水予報(はん濫警戒情報)発表
【第四次防災体制】　非常体制
防災体制をさらに強化する

避難行動

避難判断水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位5.10ｍ)

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○予め定められた防災対応の全職員
が体制に入る

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○要支援者施設に洪水予報(はん濫警
戒情報)を伝達する

避難判断水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位4.70ｍ)

○避難勧告又は避難指示の対象区域
を検討する

○職員の派遣等避難所の開設を指示
する

○避難勧告又は避難指示を発令す
る

○防災無線、携帯メール等による避
難勧告、避難指示の受信

避難判断水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位4.80ｍ)

○ホットライン
○ホットラインにより河川事務所長へ助
言、リエゾンを要請する 避難開始

避難判断水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位6.10ｍ)

○災害対策機械等の
派遣

○リエゾンを通じ、河川事務所に災害
対策機械等の支援を要請する

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

-3h
はん濫危険水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位2.30ｍ)

洪水予報(はん濫危険情報)発表
○要支援者施設に洪水予報(はん濫危
険情報)を伝達する

避難行動

はん濫危険水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位5.80ｍ)

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

はん濫危険水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位5.30ｍ)

○災害対策機械等の派遣
○リエゾンを通じ、河川事務所に災害
対策機械等の支援を要請する

はん濫危険水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位5.20ｍ)

はん濫危険水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位6.50ｍ)

堤防天端に水位が到達又は到達す
る恐れがある場合

洪水予報(はん濫危険情報)
○要支援者施設に洪水予報(はん濫危
険情報)を伝達する

避難完了

○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、避難指示
を発令する

堤防の決壊等による氾濫が発生した
場合

洪水予報(はん濫発生情報)
○住民に対し、堤防決壊等の状況を周
知する

0h ○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、必要に応
じ知事へ災害派遣要請を行う

○被害状況の把握
○今後の氾濫予測

○広域支援・連携の要請

○現地対策本部の設置
○復旧対策の検討

※今後の出水や訓練等を通じて見直しを行っていく

台風による洪水を対象とした避難勧告発令等に着目したタイムライン(防災行動計画)（H28年6月版）
常総市（鬼怒川・小貝川）

気象・水象情報 下館河川事務所 常総市 住民等



モデル地区位置図

若宮戸地区

根新田地区
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若宮戸地区班長説明会配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト を始動
～ 住民一人ひとりがそれぞれの環境に合ったタイムラインを検討 ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． モデル地区（ 自治区）   

常総市若宮戸地区、 根新田地区 

２ ． 検討会メンバー 

・ 対象自治区の住民 

・ 行政機関 

常総市、常総警察署、茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部下妻消防署石下分署、

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部水海道消防署、茨城県、気象庁水戸地方気象台、

国土交通省関東地方整備局下館河川事務所 

・ 学識者 

川島宏一 筑波大学システム情報系社会工学域 教授   

伊藤哲司 茨城大学人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科 教授 

     （ 地球変動適応科学研究機関 機関長）  

白川直樹 筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域 准教授 

３ ． 検討会開催予定 

１１月に第１回マイ･タイムライン検討会を開催予定 

平成２ ８ 年１ ０ 月２ ４ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、

逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のため、「 みんなでタイムラインプロジェク

ト 」 を始動します。  

今回は、 その先駆的な取り組みとして常総市にモデル地区を選定し、 住民一人ひとりが

自分自身に合った避難に必要な情報・ 判断・ 行動を把握し、 いわば「 自分の逃げ方」 を手に

入れることを目的として、市役所のサポート の下で住民一人ひとりがそれぞれの環境に合っ

たマイ･タイムライン（ 別紙１ 参照） を自ら検討する「 マイ･タイムライン検討会」（ 別紙２

参照） を設置します。



･

災
害

時
の

防
災

行
動

チ
ェ

ッ
ク

リ
ス

ト
で

対
応

の
漏

れ
を

防
止

災
害

時
の

判
断

を
サ

ポ
ー

ト

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
検
討
の
過
程
で
…

マ
イ
･
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
…

リ
ス

ク
を

認
識

で
き

る
・
自

分
の

家
が

浸
水

し
て

し
ま

う
・
避

難
所

ま
で

遠
い

な
ど

！ 逃
げ

る
タ

イ
ミ

ン
グ

が
わ

か
る

・
い

つ
逃

げ
る

？
・
誰

と
逃

げ
る

？
・
危

険
な

場
所

を
よ

け
て

逃
げ

る
に

は
？

！
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

の
輪

が
広

が
る

・
検

討
会

で
の

意
見

交
換

な
ど

で
、

知
り

合
い

に
な

れ
る

・
ご

近
所

と
の

つ
な

が
り

が
強

く
,太

く
な

る

！

！ ！

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
が
で
き
る
と
…

別
紙

１

準
備

は
大

切
だ

よ
ね

そ
う

だ
ね

私
の

家
で

は
非

常
食

を
買

っ
た

よ

う
ん

う
ん



モ
デ

ル
地

区
の

住
民

、
常

総
市

、
警

察
署

、
消

防
署

、
茨

城
県

、
気

象
庁

、
国

土
交

通
省

下
館

河
川

事
務

所
に

加
え

、
各

分
野

の
学

識
者

で
構

成
さ

れ
る

『
マ

イ
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

検
討

会
』

を
設

置
し

、
住

民
一

人
ひ

と
り

が
そ

れ
ぞ

れ
の

環
境

に
合

っ
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

を
自

ら
検

討
す

る
取

り
組

み
を

進
め

ま
す

。

モ
デ
ル
地
区

自
分

た
ち

の
住

ん
で

い
る

地
区

の
洪

水
リ

ス
ク

を
知

る
今

年
度

は
、

若
宮

戸
地

区
、

根
新

田
地

区
を

モ
デ

ル
地

区
と

し
て

、
検

討
会

を
進

め
ま

す
。

検
討
会
の
進
め
方

洪
水

時
に

得
ら

れ
る

情
報

を
知

り
、

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
考

え
方

を
知

る

マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

作
成

・
過

去
の

洪
水

を
知

る
・

地
形

の
特

徴
を

知
る

・
水

害
リ

ス
ク

を
知

る

・
洪

水
時

に
得

ら
れ

る
情

報
と

そ
の

読
み

解
き

方
を

知
る

・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

考
え

方
を

知
る

・
洪

水
時

の
自

ら
の

行
動

を
想

定

・
一

人
ひ

と
り

の
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
を

作
成

水
害

リ
ス

ク
を

知
る

若
宮

戸
地

区
マ

イ
･タ

イ
ム

ラ
イ

ン
検

討
会

根
新

田
地

区
マ

イ
･タ

イ
ム

ラ
イ

ン
検

討
会

学
識
者

・
筑

波
大

学
シ

ス
テ

ム
情

報
系

社
会

工
学

域
川

島
宏

一
教

授
・

茨
城

大
学

人
文

学
部

人
文

コ
ミ

ュ
ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
学

科
地

球
変

動
適

応
科

学
研

究
機

関
伊

藤
哲

司
教

授
・

機
関

長
・

筑
波

大
学

院
シ

ス
テ

ム
情

報
系

構
造

エ
ネ

ル
ギ

ー
工

学
域

白
川

直
樹

准
教

授

自
分

達
の

住
ん

で
い

る
地

区
が

浸
水

す
る

か
を

知
り

ま
し

ょ
う

。

い
つ

逃
げ

は
じ

め
た

ら
い

い
の

か
な

あ
？

こ
れ

で
、

逃
げ

る
タ

イ
ミ

ン
グ

が
わ

か
っ

た
わ

！
国

市
住

民
一

人
ひ

と
り

が
自

分
自

身
の

行
動

を
記

入
時 間

常
総
市
の
モ
デ
ル
地
区
に
お
け
る
マ
イ
･
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会

別
紙

２

ス
テ

ッ
プ

1

ス
テ

ッ
プ

２

ス
テ

ッ
プ

３



３日前 ○台風予報
○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○台風に関する栃木県，茨城県
　気象情報(随時)

○施設(水門、樋管、排水機場等)の
点検・操作確認

○ハザードマップ等による避難所、
避難ルートの確認

○災害対策用資機材、復旧資機材
等の確認、確保

○防災グッズの準備
○災害、避難カードの確認

○上流ダムの事前放流通知受信、
確認

○自宅保全

２日前 ◇大雨注意報・洪水注意報
【第一次防災体制】　警戒体制
防災体制を構築する

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川状況を確認

○台風に関する今後の見通し
○防災気象情報等の監視，河川水位を
把握する連絡要員の配置

○防災体制の構築及び上位防災体制
の検討

○避難所の開設を検討する

１日前 ◇大雨警報・洪水警報 ○上流ダムの放流通知受信、確認
【第二次防災体制】　緊急体制１
防災体制を強化する

○首長もしくは代理者が登庁し，災害対策
本部の設置又は設置の検討を行う

○管理・操作委託されている樋管等の
担当者に、注意喚起を行う

水防団待機水位到達の恐れ 水防警報(待機)
○区間を担当する水防団に対し「待機」
を指示する

半日前
水防団待機水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位0.00ｍ)

水防警報(準備)
○区間を担当する水防団に対し「準備」
を指示する

水防団待機水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位2.50ｍ)

○水門、樋管、排水機場等の操作
○防災気象情報の確認と防災体制の
構築の検討

○応援体制の確認、要請(防災エキ
スパート等)

○上流ダムの放流確認を行う

はん濫注意水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位1.10ｍ)

洪水予報(はん濫注意情報)発表
○防災体制を強化し、避難準備情報の
発令を判断できる体制をとる

避難に対する準備行動

はん濫注意水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位3.80ｍ)

水防警報(出動)
○区間を担当する水防団に対し「出動」
を指示する

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○要支援者施設に洪水（はん濫注意情
報）を伝達する

○避難準備情報の対象区域を検討す
る

○職員の派遣等の避難所開設の準備
を指示する

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は，避難準備情報の発表判断

水防団待機水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位1.50ｍ)

○国交省に対するリエゾンの派遣要請
について検討する

○ホットライン
○必要に応じ河川事務所長へ助言、リ
エゾンを要請する

水防団待機水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位3.00ｍ)

【第三次防災体制】　緊急体制２
防災体制をさらに強化する

水防団待機水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位3.80ｍ)

○避難勧告等の発令できる体制を整え
る

○10分毎の河川水位、防災気象情報
等の監視を強化する

はん濫注意水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位3.50ｍ)

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断

はん濫注意水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位3.60ｍ)

○出水時点検(巡視)
○ＣＣＴＶによる監視強化

○避難準備情報を発令する
○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

はん濫注意水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位4.60ｍ)

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

避難準備、避難に支援が必要な人
等は早期に避難を開始

○ホットライン
○リエゾンの派遣

○ホットラインにより河川事務所長へ助
言、リエゾンを要請する

◇大雨特別警報(緊急速報メール)
◇暴風警報

○危険箇所の水位監視

-5h 避難判断水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位1.30ｍ)

洪水予報(はん濫警戒情報)発表
【第四次防災体制】　非常体制
防災体制をさらに強化する

避難行動

避難判断水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位5.10ｍ)

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○予め定められた防災対応の全職員
が体制に入る

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○要支援者施設に洪水予報(はん濫警
戒情報)を伝達する

避難判断水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位4.70ｍ)

○避難勧告又は避難指示の対象区域
を検討する

○職員の派遣等避難所の開設を指示
する

○避難勧告又は避難指示を発令
する

○防災無線、携帯メール等による避
難勧告、避難指示の受信

避難判断水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位4.80ｍ)

○ホットライン
○ホットラインにより河川事務所長へ助
言、リエゾンを要請する 避難開始

避難判断水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位6.10ｍ)

○災害対策機械等の
派遣

○リエゾンを通じ、河川事務所に災害
対策機械等の支援を要請する

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

-3h
はん濫危険水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位2.30ｍ)

洪水予報(はん濫危険情報)発表
○要支援者施設に洪水予報(はん濫危
険情報)を伝達する

避難行動

はん濫危険水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位5.80ｍ)

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

はん濫危険水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位5.30ｍ)

○災害対策機械等の派遣
○リエゾンを通じ、河川事務所に災害
対策機械等の支援を要請する

はん濫危険水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位5.20ｍ)

はん濫危険水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位6.50ｍ)

堤防天端に水位が到達又は到達す
る恐れがある場合

洪水予報(はん濫危険情報)
○要支援者施設に洪水予報(はん濫危
険情報)を伝達する

避難完了

○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、避難指示
を発令する

堤防の決壊等による氾濫が発生した
場合

洪水予報(はん濫発生情報)
○住民に対し、堤防決壊等の状況を周
知する

0h ○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、必要に応
じ知事へ災害派遣要請を行う

○被害状況の把握
○今後の氾濫予測

○広域支援・連携の要請

○現地対策本部の設置
○復旧対策の検討

※今後の出水や訓練等を通じて見直しを行っていく

台風による洪水を対象とした避難勧告発令等に着目したタイムライン(防災行動計画)（H28年6月版）
常総市（鬼怒川・小貝川）

気象・水象情報 下館河川事務所 常総市 住民等
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記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト を始動
～ 住民一人ひとりがそれぞれの環境に合ったタイムラインを検討 ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． モデル地区（ 自治区）   

常総市若宮戸地区、 根新田地区 

２ ． 検討会メンバー 

・ 対象自治区の住民 

・ 行政機関 

常総市、常総警察署、茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部下妻消防署石下分署、

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部水海道消防署、茨城県、気象庁水戸地方気象台、

国土交通省関東地方整備局下館河川事務所 

・ 学識者 

川島宏一 筑波大学システム情報系社会工学域 教授   

伊藤哲司 茨城大学人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科 教授 

     （ 地球変動適応科学研究機関 機関長）  

白川直樹 筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域 准教授 

３ ． 検討会開催予定 

１１月に第１回マイ･タイムライン検討会を開催予定 

平成２ ８ 年１ ０ 月２ ４ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、

逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のため、「 みんなでタイムラインプロジェク

ト 」 を始動します。  

今回は、 その先駆的な取り組みとして常総市にモデル地区を選定し、 住民一人ひとりが

自分自身に合った避難に必要な情報・ 判断・ 行動を把握し、 いわば「 自分の逃げ方」 を手に

入れることを目的として、市役所のサポート の下で住民一人ひとりがそれぞれの環境に合っ

たマイ･タイムライン（ 別紙１ 参照） を自ら検討する「 マイ･タイムライン検討会」（ 別紙２

参照） を設置します。
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３日前 ○台風予報
○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○台風に関する栃木県，茨城県
　気象情報(随時)

○施設(水門、樋管、排水機場等)の
点検・操作確認

○ハザードマップ等による避難所、
避難ルートの確認

○災害対策用資機材、復旧資機材
等の確認、確保

○防災グッズの準備
○災害、避難カードの確認

○上流ダムの事前放流通知受信、
確認

○自宅保全

２日前 ◇大雨注意報・洪水注意報
【第一次防災体制】　警戒体制
防災体制を構築する

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川状況を確認

○台風に関する今後の見通し
○防災気象情報等の監視，河川水位を
把握する連絡要員の配置

○防災体制の構築及び上位防災体制
の検討

○避難所の開設を検討する

１日前 ◇大雨警報・洪水警報 ○上流ダムの放流通知受信、確認
【第二次防災体制】　緊急体制１
防災体制を強化する

○首長もしくは代理者が登庁し，災害対策
本部の設置又は設置の検討を行う

○管理・操作委託されている樋管等の
担当者に、注意喚起を行う

水防団待機水位到達の恐れ 水防警報(待機)
○区間を担当する水防団に対し「待機」
を指示する

半日前
水防団待機水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位0.00ｍ)

水防警報(準備)
○区間を担当する水防団に対し「準備」
を指示する

水防団待機水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位2.50ｍ)

○水門、樋管、排水機場等の操作
○防災気象情報の確認と防災体制の
構築の検討

○応援体制の確認、要請(防災エキ
スパート等)

○上流ダムの放流確認を行う

はん濫注意水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位1.10ｍ)

洪水予報(はん濫注意情報)発表
○防災体制を強化し、避難準備情報の
発令を判断できる体制をとる

避難に対する準備行動

はん濫注意水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位3.80ｍ)

水防警報(出動)
○区間を担当する水防団に対し「出動」
を指示する

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○要支援者施設に洪水（はん濫注意情
報）を伝達する

○避難準備情報の対象区域を検討す
る

○職員の派遣等の避難所開設の準備
を指示する

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は，避難準備情報の発表判断

水防団待機水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位1.50ｍ)

○国交省に対するリエゾンの派遣要請
について検討する

○ホットライン
○必要に応じ河川事務所長へ助言、リ
エゾンを要請する

水防団待機水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位3.00ｍ)

【第三次防災体制】　緊急体制２
防災体制をさらに強化する

水防団待機水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位3.80ｍ)

○避難勧告等の発令できる体制を整え
る

○10分毎の河川水位、防災気象情報
等の監視を強化する

はん濫注意水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位3.50ｍ)

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断

はん濫注意水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位3.60ｍ)

○出水時点検(巡視)
○ＣＣＴＶによる監視強化

○避難準備情報を発令する
○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

はん濫注意水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位4.60ｍ)

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

避難準備、避難に支援が必要な人
等は早期に避難を開始

○ホットライン
○リエゾンの派遣

○ホットラインにより河川事務所長へ助
言、リエゾンを要請する

◇大雨特別警報(緊急速報メール)
◇暴風警報

○危険箇所の水位監視

-5h 避難判断水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位1.30ｍ)

洪水予報(はん濫警戒情報)発表
【第四次防災体制】　非常体制
防災体制をさらに強化する

避難行動

避難判断水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位5.10ｍ)

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○予め定められた防災対応の全職員
が体制に入る

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○要支援者施設に洪水予報(はん濫警
戒情報)を伝達する

避難判断水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位4.70ｍ)

○避難勧告又は避難指示の対象区域
を検討する

○職員の派遣等避難所の開設を指示
する

○避難勧告又は避難指示を発令
する

○防災無線、携帯メール等による避
難勧告、避難指示の受信

避難判断水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位4.80ｍ)

○ホットライン
○ホットラインにより河川事務所長へ助
言、リエゾンを要請する 避難開始

避難判断水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位6.10ｍ)

○災害対策機械等の
派遣

○リエゾンを通じ、河川事務所に災害
対策機械等の支援を要請する

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

-3h
はん濫危険水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位2.30ｍ)

洪水予報(はん濫危険情報)発表
○要支援者施設に洪水予報(はん濫危
険情報)を伝達する

避難行動

はん濫危険水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位5.80ｍ)

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

はん濫危険水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位5.30ｍ)

○災害対策機械等の派遣
○リエゾンを通じ、河川事務所に災害
対策機械等の支援を要請する

はん濫危険水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位5.20ｍ)

はん濫危険水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位6.50ｍ)

堤防天端に水位が到達又は到達す
る恐れがある場合

洪水予報(はん濫危険情報)
○要支援者施設に洪水予報(はん濫危
険情報)を伝達する

避難完了

○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、避難指示
を発令する

堤防の決壊等による氾濫が発生した
場合

洪水予報(はん濫発生情報)
○住民に対し、堤防決壊等の状況を周
知する

0h ○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、必要に応
じ知事へ災害派遣要請を行う

○被害状況の把握
○今後の氾濫予測

○広域支援・連携の要請

○現地対策本部の設置
○復旧対策の検討

※今後の出水や訓練等を通じて見直しを行っていく

台風による洪水を対象とした避難勧告発令等に着目したタイムライン(防災行動計画)（H28年6月版）
常総市（鬼怒川・小貝川）

気象・水象情報 下館河川事務所 常総市 住民等
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～みんなでタイムラインプロジェクト ～ 

第１回マイ･タイムライン検討会 

運営会議 

議 事 次 第 

日時： 平成２ ８年１ １月１３ 日（ 日）  

１ ０ ： ０ ０ ～１ ２： ０ ０  

場所： 常総市役所 石下庁舎 会議室 

１ ． 常総市マイ・ タイムライン検討会について 

 （ １） 検討会の趣旨 

 （ ２） 検討会規約（ 案） 及び傍聴時の注意事項 

 （ ３） 今後の予定 

２ ． マイ・ タイムラインノート について 

３ ． 第１回検討会について 

 （ １） 第１ 回検討会議事次第 

 （ ２） アンケート へのご協力のお願い 

 （ ３） 関係機関への調整事項 

４ ． その他 

（ １ ） 記者発表に関して 



みんなでタイムラインプロジェクト
第１回マイ・タイムライン検討会　運営会議 　参加者

機関名 部名・課名 役職 氏名 備考

若宮戸南部 自治区長 青柳　清

若宮戸中部 自治区長 小林　健治

若宮戸東部 自治区長 門井　富男

若宮戸西部 自治区長 猪瀬　峰雄

若宮戸若松会 自治区長 芦ケ谷　城

若宮戸曲松会 自治区長 佐藤　一也 欠席

若宮戸中央 自治区長 菊池　進 欠席

根新田地区 根新田 自治区長 鈴木　孝八郎 事務局：須賀英雄

筑波大学システム情報
系社会工学域

教授 川島宏一 学生２名

茨城大学人文学部人文
コミュニケーション学科

教授 伊藤哲司 欠席

筑波大学システム情報
系構造エネルギー工学
域

准教授 白川直樹
欠席
学生１名

副市長 塩畑　実

市民生活部安全安心課 防災・危機管理室長 溝上　博

市民生活部安全安心課 課長補佐 小林　弘

都市建設部建設課 課長 石塚　茂彦

保健福祉部長 部長 石塚　晴代

常総警察署 警備課長 警部 清水　健吾

茨城西南地方広域市
町村圏事務組合消防
本部

下妻消防署 石下分署 分署長 栗原　稔

生活環境部
防災・危機管理局
防災・危機管理課

副参事 飛田　聡志

土木部　河川課鬼怒川
流域緊急対策推進室

係長 皆藤　開平

水戸気象台 水害対策気象官 金内 正文

所長 里村 真吾

副所長 須藤 純一

調査課 専門員 平出 亮輔

国土交通省
関東地方整備局
下館河川事務所

茨城県

学識者

常総市

若宮戸地区



　マイ･タイムライン【第1回運営会議】　配席図

平成28年11月13日（日）10:00～12:00
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長

出入口 出入口
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長
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松
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長

茨城西南地方広域市町村
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所
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長
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長

安全安心課課長補佐

学生

根
新
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地
区
事
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局



記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト を始動
～ 住民一人ひとりがそれぞれの環境に合ったタイムラインを検討 ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． モデル地区（ 自治区）   

常総市若宮戸地区、 根新田地区 

２ ． 検討会メンバー 

・ 対象自治区の住民 

・ 行政機関 

常総市、常総警察署、茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部下妻消防署石下分署、

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部水海道消防署、茨城県、気象庁水戸地方気象台、

国土交通省関東地方整備局下館河川事務所 

・ 学識者 

川島宏一 筑波大学システム情報系社会工学域 教授   

伊藤哲司 茨城大学人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科 教授 

     （ 地球変動適応科学研究機関 機関長）  

白川直樹 筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域 准教授 

３ ． 検討会開催予定 

１１月に第１回マイ･タイムライン検討会を開催予定 

平成２ ８ 年１ ０ 月２ ４ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、

逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動のため、「 みんなでタイムラインプロジェク

ト 」 を始動します。  

今回は、 その先駆的な取り組みとして常総市にモデル地区を選定し、 住民一人ひとりが

自分自身に合った避難に必要な情報・ 判断・ 行動を把握し、 いわば「 自分の逃げ方」 を手に

入れることを目的として、市役所のサポート の下で住民一人ひとりがそれぞれの環境に合っ

たマイ･タイムライン（ 別紙１ 参照） を自ら検討する「 マイ･タイムライン検討会」（ 別紙２

参照） を設置します。
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３日前 ○台風予報
○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○台風に関する栃木県，茨城県
　気象情報(随時)

○施設(水門、樋管、排水機場等)の
点検・操作確認

○ハザードマップ等による避難所、
避難ルートの確認

○災害対策用資機材、復旧資機材
等の確認、確保

○防災グッズの準備
○災害、避難カードの確認

○上流ダムの事前放流通知受信、
確認

○自宅保全

２日前 ◇大雨注意報・洪水注意報
【第一次防災体制】　警戒体制
防災体制を構築する

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川状況を確認

○台風に関する今後の見通し
○防災気象情報等の監視，河川水位を
把握する連絡要員の配置

○防災体制の構築及び上位防災体制
の検討

○避難所の開設を検討する

１日前 ◇大雨警報・洪水警報 ○上流ダムの放流通知受信、確認
【第二次防災体制】　緊急体制１
防災体制を強化する

○首長もしくは代理者が登庁し，災害対策
本部の設置又は設置の検討を行う

○管理・操作委託されている樋管等の
担当者に、注意喚起を行う

水防団待機水位到達の恐れ 水防警報(待機)
○区間を担当する水防団に対し「待機」
を指示する

半日前
水防団待機水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位0.00ｍ)

水防警報(準備)
○区間を担当する水防団に対し「準備」
を指示する

水防団待機水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位2.50ｍ)

○水門、樋管、排水機場等の操作
○防災気象情報の確認と防災体制の
構築の検討

○応援体制の確認、要請(防災エキ
スパート等)

○上流ダムの放流確認を行う

はん濫注意水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位1.10ｍ)

洪水予報(はん濫注意情報)発表
○防災体制を強化し、避難準備情報の
発令を判断できる体制をとる

避難に対する準備行動

はん濫注意水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位3.80ｍ)

水防警報(出動)
○区間を担当する水防団に対し「出動」
を指示する

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○要支援者施設に洪水（はん濫注意情
報）を伝達する

○避難準備情報の対象区域を検討す
る

○職員の派遣等の避難所開設の準備
を指示する

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は，避難準備情報の発表判断

水防団待機水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位1.50ｍ)

○国交省に対するリエゾンの派遣要請
について検討する

○ホットライン
○必要に応じ河川事務所長へ助言、リ
エゾンを要請する

水防団待機水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位3.00ｍ)

【第三次防災体制】　緊急体制２
防災体制をさらに強化する

水防団待機水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位3.80ｍ)

○避難勧告等の発令できる体制を整え
る

○10分毎の河川水位、防災気象情報
等の監視を強化する

はん濫注意水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位3.50ｍ)

○避難が必要な状況が夜間・早朝の場
合は、避難準備情報の発令判断

はん濫注意水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位3.60ｍ)

○出水時点検(巡視)
○ＣＣＴＶによる監視強化

○避難準備情報を発令する
○防災無線、携帯メール等による避
難準備情報の受信

はん濫注意水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位4.60ｍ)

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

避難準備、避難に支援が必要な人
等は早期に避難を開始

○ホットライン
○リエゾンの派遣

○ホットラインにより河川事務所長へ助
言、リエゾンを要請する

◇大雨特別警報(緊急速報メール)
◇暴風警報

○危険箇所の水位監視

-5h 避難判断水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位1.30ｍ)

洪水予報(はん濫警戒情報)発表
【第四次防災体制】　非常体制
防災体制をさらに強化する

避難行動

避難判断水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位5.10ｍ)

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○予め定められた防災対応の全職員
が体制に入る

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○要支援者施設に洪水予報(はん濫警
戒情報)を伝達する

避難判断水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位4.70ｍ)

○避難勧告又は避難指示の対象区域
を検討する

○職員の派遣等避難所の開設を指示
する

○避難勧告又は避難指示を発令
する

○防災無線、携帯メール等による避
難勧告、避難指示の受信

避難判断水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位4.80ｍ)

○ホットライン
○ホットラインにより河川事務所長へ助
言、リエゾンを要請する 避難開始

避難判断水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位6.10ｍ)

○災害対策機械等の
派遣

○リエゾンを通じ、河川事務所に災害
対策機械等の支援を要請する

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

-3h
はん濫危険水位到達
【鬼怒川】川島水位観測所(水位2.30ｍ)

洪水予報(はん濫危険情報)発表
○要支援者施設に洪水予報(はん濫危
険情報)を伝達する

避難行動

はん濫危険水位到達
【小貝川】黒子水位観測所(水位5.80ｍ)

○危険箇所の水位監視
○ＣＣＴＶによる監視強化

○テレビ、インターネット等による洪
水予報の確認

○漏水・浸食情報提供
○水防警報(情報・指
示)

○水防団活動状況を把握し必要に応じ
河川事務所へ必要な措置を求める

はん濫危険水位到達
【鬼怒川】水海道水位観測所(水位5.30ｍ)

○災害対策機械等の派遣
○リエゾンを通じ、河川事務所に災害
対策機械等の支援を要請する

はん濫危険水位到達
【小貝川】上郷水位観測所(水位5.20ｍ)

はん濫危険水位到達
【小貝川】水海道水位観測所(水位6.50ｍ)

堤防天端に水位が到達又は到達す
る恐れがある場合

洪水予報(はん濫危険情報)
○要支援者施設に洪水予報(はん濫危
険情報)を伝達する

避難完了

○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、避難指示
を発令する

堤防の決壊等による氾濫が発生した
場合

洪水予報(はん濫発生情報)
○住民に対し、堤防決壊等の状況を周
知する

0h ○ホットライン
○氾濫想定結果等を確認し、必要に応
じ知事へ災害派遣要請を行う

○被害状況の把握
○今後の氾濫予測

○広域支援・連携の要請

○現地対策本部の設置
○復旧対策の検討

※今後の出水や訓練等を通じて見直しを行っていく

台風による洪水を対象とした避難勧告発令等に着目したタイムライン(防災行動計画)（H28年6月版）
常総市（鬼怒川・小貝川）

気象・水象情報 下館河川事務所 常総市 住民等

参考資料



モデル地区位置図

若宮戸地区

根新田地区



学識者のプロフィ ール

川島宏一

 筑波大学システム情報系社会工学域教授 

     ●専門分野 

自治体経営、 データによる地域課題の解決 

     ●経歴 

1984. 4 国土交通省（ 建築基準、 宅地開発、 公共施設整備）（ -2003. 6）  

1991. 8 インドネシア共和国住宅担当国務大臣府（ アドバイザー）（ -1992. 8）  

1994. 9 北九州市（ 都市計画局開発部長）（ -1997. 7）  

1998. 6 世界銀行（ 上席都市専門官など）（ -2006. 3）   

2006. 3 佐賀県（ 最高情報統括監（ CI O））（ -2011. 3）  

2012. 8 （ 株） 公共イノベーショ ン（ 代表取締役）（ -2015. 3）  

2015. 4 筑波大学大学院システム情報工学系教授 

●委員会等経歴（ 現在就任中のものから抜粋）  

2016. 2 水戸市都市計画審議会会長 

2016. 4 国土交通省 G空間基本計画に関する官民勉強会委員

2016. 10 内閣官房 データ流通環境整備検討会オープンデータ WG構成員 

●常総市との関わり 

2015 常総市復興ビジョ ン懇話会委員 

2015 常総市水害対策検証委員会委員長 

2016 常総市復興計画策定委員会委員 

●検討会に向けてひとこと 

  2015. 9関東・ 東北豪雨で甚大な被害を受けた鬼怒川・ 小貝川地域から「 みんなでタイムラ

インプロジェクト 」 という日本のこれからの防災活動をリードする取り組みがスタート す

ることを大変嬉しく 思います。 関係する地域にお住いの皆様との議論が実り多いものとな

るよう貢献したいと考えております。  

資料５



伊藤哲司

茨城大学 人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科 教授 

地球変動適応科学研究機関 機関長 

●専門分野

社会心理学、 サステイナビリティ 学 

●経歴

1993. 4 茨城大学人文学部講師 

1995 博士（ 心理学） 取得（ 名古屋大学）  

1996. 4 茨城大学人文学部助教授 

1998. 5～1999. 2 文部省在外研究員としてベト ナム・ ハノイ滞在 

2006. 4 茨城大学人文学部教授 現在に至る 

2014. 9 茨城大学地球変動適応科学研究機関機関長 現在に至る 

●委員会等経歴

2016. 3 守谷市まちづく り検討委員会委員 

●常総市との関わり

2015 常総市復興ビジョ ン懇話会アドバイザー 

2015 常総市水害対策検証委員会委員

2016 常総市復興計画策定委員会アドバイザー

2015年9月に発生した水害以前は、 常総市とはほとんど関わりがありませんでした。 こ

の水害の直後に茨城大学で調査団を立ち上げ、 自ら団長になり、 また学生にも働きかけて

ボランティ ア活動を促してきました。 2016年9月1日には、 常総市の小中学校12校に20

名の学生を派遣し、 防災ゲーム「 クロスロード」 を実施し好評を得ました。 この災害がき

っかけとなった常総市の方たちとの縁を、これからも大事にしていきたいと思っています。 

●検討会に向けてひとこと

 もともと災害研究の専門家ではないのですが、 インド洋大津波、 東日本大震災、 熊本地

震などの被災地を歩いてきました。 被災の経験はみな個別的です。 ということは、 これか

ら予想される災害で、 個々 人の状況に合わせた備えをしておく ことはとても重要でありま

す。 今回のプロジェクト が画期的なものになるよう、 微力ではありますが前向きに取り組

ませていただきます。 どうぞよろしく お願いいたします。  



白川直樹

筑波大学システム情報系（ 構造エネルギー工学域） 准教授 

●専門分野

河川工学 

●経歴

1998. 4 東京大学工学部助手 

2003. 9 筑波大学機能工学系講師 

2010. 4 筑波大学システム情報系准教授 

●委員会等経歴

2004 国土交通省 河川水辺の国勢調査アドバイザーグループ委員 

2005 環境省 公共事業と環境政策のあり方に関する懇談会委員 

2009 アジア河川・ 流域再生ネット ワーク技術委員 

2013 つく ば市上下水道審議会委員 

2015 国土交通省 関東地方河川技術懇談会委員 

●常総市との関わり

2015 常総市復興ビジョ ン懇話会委員

2015　 常総市水害対策検証委員会委員

2016　 常総市復興計画策定委員会委員

●検討会に向けてひとこと

災害発生時に自分の身を守り周りの人を助けるには， ふだんから相手を知ることが重要です．

相手とは災害（ 洪水なら川） であり，助ける人（ 家族や隣人） であり，自分自身でもあります．

たいへんな水害を経験された皆様だからこそ， その貴重な体験に基づいた日本最先端の災害対

策を考えることができます． 少しでも地域の安全を高めるお手伝いができれば幸いです．  



１

常総市マイ・ タイムライン検討会規約（ 案）  

（ 名称）  

第１ 条 この会議は、「 常総市 マイ・ タイムライン検討会」（ 以下「 検討会」 という。） と

称する。  

（ 目的）  

第２ 条 検討会は、 常総市において、 住民一人ひとりが 自分自身に合った避難に必要な

情報・ 判断・ 行動を把握し、 いわば「 自分の逃げ方」 を手に入れることを目的として、

市役所のサポート の下でそれぞれの環境に合ったマイ･タイムラインを自ら検討する場

として設置する。  

（ 検討会の構成）  

第３ 条 検討会は、 別表１をもって構成する。  

２  検討会の運営、 進行及び招集は事務局が行う。  

３  検討会は、 住民一人ひとりが参画し、 それぞれの環境に合ったマイ・ タイムラインを

自ら検討する。  

（ 運営会議の構成）  

第４ 条 検討会に運営会議を置く 。  

２  運営会議は、 別表２をもって構成する。  

３  運営会議の運営、 進行及び招集は事務局が行う。  

４  運営会議は、 検討会の円滑な運営のために必要な諸事項等を調整・ 決定することを目

的とする。  

（ 公開・ 傍聴）  

第５ 条 検討会は、 原則として報道機関を通じて公開とする。 ただし、 内容によっては、

運営会議に諮り、 非公開とすることができる。  

２  運営会議は、 原則非公開とする。 なお、 運営会議の調整の結果を検討会の資料として

使用することで公開と見なす。  

３  傍聴に関しては、 必要な事項を別途定めるものとする。  

（ 検討会資料等の公表）  

第６ 条 検討会で使用した資料等については速やかに公表するものとする。 ただし、 個人

情報等で公表することが適切でない資料等については公表しないものとする。  

（ 事務局）  

第７ 条 検討会及び運営会議の庶務を行うため、 事務局を置く 。  



２

２  事務局は、 常総市、 関東地方整備局下館河川事務所で行う。  

（ モデル地区）  

第８条 平成２８年度は、 モデル地区を若宮戸地区、 根新田地区の２箇所とする。  

（ 雑則）  

第９ 条 この規約に定めるもののほか、 検討会の議事の手続きその他運営に関し必要な事

項については、 運営会議で定めるものとする。  

（ 附則）  

第１０ 条 本規約は、 平成２８年１ １月１３日から施行する。  



３

別表１ 

 住民 

若宮戸地区、 根新田地区の住民 

 関係機関 

常総市 

常総警察署 

茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部 下妻消防署 石下分署 

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部 水海道消防署 

茨城県 生活環境部 

茨城県 土木部 

気象庁 水戸地方気象台 

関東地方整備局 下館河川事務所 

学識者 

 筑波大学システム情報系社会工学域  川島宏一 教授 

 茨城大学人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科  伊藤哲司 教授 

 筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域  白川直樹 准教授 



４

別表２  

住民 

若宮戸地区 自治区長 

根新田地区 自治区長 

関係機関 

常総市 市民生活部 

常総市 都市建設部 

常総市 保健福祉部 

常総警察署 

茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部 下妻消防署 石下分署 

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部 水海道消防署 

茨城県 生活環境部 防災・ 危機管理課 

茨城県 土木部 河川課 

気象庁 水戸地方気象台 

関東地方整備局 下館河川事務所 

学識者 

 筑波大学システム情報系社会工学域  川島宏一 教授 

 茨城大学人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科  伊藤哲司 教授 

 筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域  白川直樹 准教授 



傍聴に当たっての注意事項

 傍聴に当たっては、以下の注意事項をご確認いただき、遵守してく ださい。 

●当日、建物は他の団体も使用していますので、他団体の迷惑にならない 

ようご協力をお願いします。 

●事務局の指定した場所以外での撮影、取材は、ご遠慮く ださい。 

●傍聴席でのＰＣ等の使用は、議事や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能

です。 

●取材に必要となる電源は、各社（ 各自） にてご用意下さい。 

●携帯電話は、マナーモードにするか、電源をお切り下さい。 

●会場では、発言、私語、談論、拍手等を行わないで下さい。 

●プラカードを掲げたり、はちまき、腕章の類を付けたり、ビラ等の配布を

行わないで下さい。 

●会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。 

●事故防止の観点から、取材に当たっては節度ある行動をお願いします。 

●手荷物・ 貴重品等の管理は各自にてお願いします。 

●会議の円滑な進行のため、係員の誘導、指示に従って下さい。 

●上記の他、会議の進行を妨げたり、会場の秩序を乱す行為をしないで下さ

い。 

 これらを遵守していただけない場合には、退席を求めることがあります。 





本･のスケジュール

1. 開会

2. 趣旨説明

3. 各機関の取り組み紹介

4. 鬼怒川緊急対策プロジェクトについて

5. 検討会の進め方について

6. 自分たちの住んでいる地区について

7. 意見交換

8. 洪水のリスクについて

9. 意見交換

10. とりまとめ

11. 閉会

第１回検討会

１１月２０日

１０：００～１２：００

根新田会館



第1回マイ・タイムライン検討会に関するアンケートへのご協･のお願い

今後の取組みの参考とさせていただくため、皆様のご意･をお聞かせください。 

１．今回の検討会の内容は理解できましたか。

【地区の特性】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【過去の洪･から学ぶ】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【地形の特徴から学ぶ】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【最近の･の降り･と傾向】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【「想定最･規模の･」で･怒川が氾濫したら】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

２．１．の質問で「分かりにくかった」、「全然分からなかった」と回答した･にお聞きします。

特に分からなかった部分に対して、･由なご意･をお聞かせください。 

→ 

３．本･の検討会に参加して分かったことや気づいたこと、今後どのように役･ちそうか、

･由にご意･をお聞かせください。

→ 

＊ご･･のことをお尋ねします。差･えのない範囲で、以下についてご回答ください

■お名前 （            ） ■お住まい（    地区     ･治会） 

■ご 年 齢 （１０代未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上） 

■ご 職 業 （                  ）   

■家族構成 （     ）･ ※ペットを含まない･数を記･願います。 

□曽祖･・曽祖･  □祖･・祖･･  □･・･  □･供（中学･以上）  

□･供（中学･未満） □乳幼児 □ペット（     ） 

■･の有無  □有（     ）台    □無
アンケートへのご協･、ありがとうございました。



2016.11.13 

関係機関への調整事項について

 第 1 回検討会時には、 住民の方に向けて関係機関の挨拶の時間を設ける予定

です。 １ ～２ 分程度の短い時間ではありますが、 挨拶に合わせて各機関の取組

状況の紹介等も実施していただければと考えております。 配布資料、 スライド

等のご利用を希望される機関については、 事前にご登録をお願いします。

 なお、 根新田地区の第１回検討会が１１月２０日を予定しておりますので、

締切り： １１月１６日まで

に、 資料をメール等で送付いただければありがたいです。

よろしく お願いします。

○送付・ 問合せ先

下館河川事務所 調査課 平出

 Ｔ ＥＬ ： ０２９６－２５－２１７１

 Ｅ－ｍａ ｉ ｌ ： hiraide-r92em@mlit .go.jp 



記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト が本格始動
～ モデル地区の常総市根新田地区において第１回目の検討会を開催します ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． 対象地区  

常総市根新田地区 

２ ． 開催日時 

平成２８年１１月２０日（ 日）  １０： ００～１２： ００ 

３ ． 開催場所 

茨城県常総市中妻町 根新田会館 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線中妻駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

４ ． 議事（ 予定）  

自分たちの住んでいる地区の洪水リスクを知る 

５ ． 公開等 

・ 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

・ カメラ撮り等は可能です。  

・ その他、 取材に関する詳細は、 別添資料をご覧下さい。  

※ もう一つのモデル地区（ 若宮戸地区） では27日に開催予定です。 後日、 あらためてお知らせします。

平成２ ８ 年１ １ 月１ ４ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会が、

逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動に向けて準備を進めてきた「 みんなでタイム

ラインプロジェクト 」 が本格始動します。  

今年度モデル地区として選定した常総市根新田地区において、地区の住民が参画して一人

ひとりの環境にあったマイ・ タイムラインを自ら検討・ 作成する「 第 1 回 常総市マイ･タ

イムライン検討会（ 根新田地区）」 を開催します。



（ 別添資料）  

第１回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 根新田地区） の

開催について（ 報道の方へ）

標記検討会について下記のとおり開催しますので、 お知らせいたします。  

記 

１． 開催日時  

平成２８年１１月２０日（ 日）  １０： ００～１２： ００（ 予定）  

２． 開催場所  

茨城県常総市中妻町 根新田会館 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線中妻駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

３． 会議の公開 

 会議は、 報道機関を通じて公開いたします。  

 カメラ撮り等は可能です。  

４． 報道関係者の受付 

 受付日時 平成２８年１１月２０日（ 日）  ９： ３０～１０： ００まで 

 受付場所 茨城県常総市中妻町 根新田会館前 

 事前の登録が必要です。 別添登録様式にご記入の上、  

平成２８年１１月１７日（ 木） １２： ００までに、 様式の送付先に送ってく ださい。  

 当日、 受付にて必要事項を記入の後、 係員の指示により会場へ入場をお願いします。  

 スペースが限られているため、 机や椅子が不足する事態もあり得ますが、 ご理解く ださい。  

 当日は、 受付にて「 受付証」 をお渡ししますので着用をお願いします。 なお、 お帰りの際に係

員へ返却下さい。  

５． 取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、 以下の注意事項をご確認いただき、 その遵守へのご協力をお願いします。  

 事務局の指定した場所以外での撮影、 取材は、 ご遠慮く ださい。  

 傍聴席でのＰＣ等の使用は、 議事や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能です。  

 取材に必要となる電源は、 各社（ 各自） にてご用意下さい。  

 携帯電話は、 マナーモードにするか、 電源をお切り下さい。  

 会場では、 発言、 私語、 談論、 拍手等を行わないで下さい。  

 プラカードを掲げたり、 はちまき、 腕章の類を付けたり、 ビラ等の配布を行わないで下さい。  

 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。  

 事故防止の観点から、 取材に当たっては節度ある行動をお願いします。  

 手荷物・ 貴重品等の管理は各自にてお願いします。  

 会議の円滑な進行のため、 係員の誘導、 指示に従って下さい。  

 上記の他、 会議の進行を妨げたり、 会場の秩序を乱す行為をしないで下さい。



■茨城県常総市中妻町 根新田会館 

最寄り駅： 関東鉄道常総線中妻駅 徒歩１０分です。  

※駐車場の台数には限りがありますので、 来場の際はできるだけ公共交通機関を 

ご利用下さい。  

案内図 

別添地図 

拡大図

根新田会館関東鉄道常総線

中妻駅

YAHOO! JAPAN地図 http: //map. yahoo. co. j p/ より 



事 前 登 録 書 

 平成２８年１１月２０日（ 日） の「 第１回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 根新田地区）」 につ

きまして、 取材を希望される報道機関におかれましては、 事前に登録をお願いします。  

 開催場所は、一般的な自治区の会館となります。駐車台数が非常に少なく 限りがあるため、見学を

ご遠慮いただく 場合があります。 来場の際はできるだけ公共交通機関をご利用下さい。  

Ｆ ＡＸ 送信期限： 平成２ ８年１１月１７日（ 木） １２： ００まで

１． 報道機関名                                    

２． 氏名等 

ご氏名 

（ 代表者のみ）  

連絡先 

（ 電話番号）

メールアドレス 人数 

（ 代表者含む）

車台数

３． 送付先  Ｆ ＡＸ ： ０２９６－２５－３０１９  

４． 事前登録に関する問合せ先 

 国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 調査課長 伊藤 克雄 

Ｔ ＥＬ ： ０２９６－２５－２１７１ 

別添登録様式 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 2-1-2  

第１回運営会議配席図及び使用した機材・備品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■配席図： 

 

 

■使用した機材および備品： 

映像・音響機材 

音響機器一式 スクリーン プロジェクター ノートパソコン 

マイク 延長コード   

備品 

三角プレート レーザーポインター ホワイトボード 机・椅子 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 2-2-1  

第 2 回運営会議配布資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



～みんなでタイムラインプロジェクト ～ 

第２回マイ･タイムライン検討会 

運営会議 

議 事 次 第 

日時： 平成２ ９年１ 月２ ２日（ 日）  

１ ０ ： ０ ０ ～１ ２： ０ ０  

場所： 常総市役所 石下庁舎 会議室 

１ ． 第１回検討会の振り返りについて 

２ ． 第２ 、 ３ 回検討会について 

 （ １） 第２ 、 ３回検討会議事次第 

 （ ２） 検討会の進め方 

（ ３ ） アンケート へのご協力のお願い 

３ ． 今後について 

（ １ ） グループ討論の進め方の打合せについて 

（ ２ ） マニュアルの作成のご協力のお願い 

４ ． その他 

（ １ ） 記者発表に関して 



みんなでタイムラインプロジェクト
第２回マイ・タイムライン検討会　運営会議 　参加者

機関名 部名・課名 役職 氏名 備考

若宮戸南部 自治区長 青柳　清

若宮戸中部 自治区長 小林　健治

若宮戸東部 自治区長 門井　富男

若宮戸西部 自治区長 猪瀬　峰雄

若宮戸若松会 自治区長 芦ケ谷　城

若宮戸曲松会 自治区長 佐藤　一也

若宮戸中央 自治区長 菊池　進

根新田地区 根新田 自治区長 鈴木　孝八郎 事務局：須賀英雄

筑波大学システム情報
系社会工学域

教授 川島宏一 学生（１人）

茨城大学人文学部人文
コミュニケーション学科

教授 伊藤哲司 学生（1人）

筑波大学システム情報
系構造エネルギー工学
域

准教授 白川直樹 学生（１人）

市民生活部長 部長 須藤 一徳

市民生活部安全安心課 課長 斎藤　健司

市民生活部安全安心課 防災・危機管理室長 溝上　博

市民生活部安全安心課 課長補佐 小林　弘

市民生活部安全安心課 主査兼係長 安田　洋行

常総警察署 警備課長 警部 清水　健吾

水海道消防署 副署長 山田　修

水海道消防署北出張所 所長 渡辺　和彦

生活環境部
防災・危機管理局
防災・危機管理課

係長 小林　毅史

土木部　河川課鬼怒川
流域緊急対策推進室

係長 皆藤　開平

水戸気象台 水害対策気象官 金内 正文

所長 里村 真吾

副所長 須藤 純一

調査課 調査課長 伊藤　克雄

専門員 平出 亮輔

国土交通省
関東地方整備局
下館河川事務所

茨城県

学識者

常総市

若宮戸地区

常総地方広域市町村
圏事務組合消防本部



　マイ･タイムライン【第2回運営会議】　配席図

平成29年1月22日（日）10:00～12:00
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第1回根新田地区検討会アンケート集計結果（総数70名）

1. 今回の検討会の内容は理解できましたか。

図1 地区の特性

理解度では、理解できたと回答した方が、55％と最も多い。概ね理解できたと回答した方を合わせる

と9割以上を超えた。検討会の内容5項目の中では、最も理解度が高かった項目の１つである。 

図2 過去の洪水から学ぶ

 理解できたの割合が、54％と最も高く、続いて概ね理解できたが39％となった。理解できた、概ね理

解できたを合計すると、9割以上となり、検討会の内容5項目の中では、「地区の特徴」と並んで、理解

度の高い項目であった。 

55% 38% 6% 1%

理解できた 概ね理解できた 分かりにくかった 全然分からなかった

平成２９年１月１３日
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図4 最近の雨の降り方と傾向

 理解できたの割合は47％、概ね理解できたの割合が45％となった。理解できた、概ね理解できたを合

計すると、92％となった。 

2. １の質問で「分かりにくかった」、「全然分からなかった」と回答した方の意見。

 早口でわかりにくい（20代・男性） 

3. 本日の検討会に参加して分かったことや気づいたこと、今後どのように役立ちそうか。

 地域の特性が良く理解出来、今後の生活の上で役立つと思う。（60代・女性） 

 決壊してから浸水時間がどの位かかるかで避難の準備の仕方が変わってくる事がわかった。（50代・

女性） 

 地形の特徴（60代・女性） 

 地域の洪水に対するリスクの程度を理解できました。あらためて、リスクの高い地域に住んでいる

と感じました。（40代・男性） 

 もうすこし専門的ではない説明もしてほしかったです。自宅避難で過ごしてましたので、避難あり

きでの話にはちょっと！（50代・女性） 

 地区の特性、洪水になった時の地区の想定される状況が確認できた（浸水時間、到達時間）高齢者
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世帯、日中高齢者のみの場合の避難方法 身障者等の避難について病院の受入れ先とか、身障者用

トイレのある避難場所などについては早く対応してほしい。（50代・女性） 

 地区の地形（50代・男性） 

 土地の高低がわかった（70代以上・女性） 

 低い土地なんだと思いました。（30代・男性） 

 "浸水継続時間と下流で堤防決壊したときの到達時間を知ることができたことが有意義だった。市役

所の方から世帯数等の報告がありましたが、独居老人宅の件数も押えておければと思います。（50

代・男性） 

 密に連絡する事（60代・男性） 
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第1回若宮戸地区検討会アンケート集計結果（総数61名）

1. 今回の検討会の内容は理解できましたか。

図1 地区の特性

 概ね理解できたの割合が、51％と最も高く、続いて理解できたが42％となった。理解できた、概ね理

解できたを合計すると、93％となった。分かりにくかったの割合も低く、検討会の内容5項目の中では、

理解度の高い項目であった。 

平成２９年１月１３日
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図4 最近の雨の降り方と傾向

 概ね理解できたの割合は50％、理解できたの割合が40％となった。理解できた、概ね理解できたを合

計すると、90％となるが、分かりにくかったの割合も9％と比較的高くなった。 

2. １の質問で「分かりにくかった」、「全然分からなかった」と回答した方の意見。

 気象警報や避難情報をこまめに収集、確認する。（60代・男性） 

 説明が要領を得ない→勉強不足（国交省） （60代・男性） 

 洪水の時の対策 （40代・女性） 

 地元の人々と他地域から引越して来られた人々とは理解度が違うと思いますので、その差を埋める

説明も必要かと思います。（70代以上・男性） 

 地図で場所が判りにくい（23k付近では？）高低差も？ （60代・男性） 

 時間が短く内容理解できなかった点がある （60代・男性） 

 資料の説明が短時間で理解できないまま進行していた。高齢者は頭の回転がおそいので！（70代以

上・男性） 

 時間がたりなく、理解不足と感じた （50代・男性） 

 概ね理解は出来ましたが、地形図他参考資料が小さすぎてもう少しこまかくしてほしいです。地形

Y.Pなど専門用語ではなくだれでもわかりやすく説明してほしいです。（匿名） 
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3. 本日の検討会に参加して分かったことや気づいたこと、今後どのように役立ちそうか。

 若宮･の地形の高低差による水流が分かれば避難経路も判断しやすいかなと思う（60代・男性） 

 常総市でも私達の住んでいる土地は高い。でも上流で破堤した場合の避難方法の考え方。 

（60代・男性） 

 常総市防災無線が聞きとりにくい。もっとハッキリ判る無線に取り替えてほしい。（70代以上・男性） 

 水の流れを知る事で避難場所の選びが出来ることでした（60代・女性） 

 嫁いでこちらに越してきて10年以上になりますが、やはり、今回の水害で、地形について、知って

おかないといけないなぁとつくづく感じております。このように、意見交換する場を与えて頂けると

ありがたいと思います。次回も是非参加して地域のことをもっとよく勉強させていただきたいと思

います。司会者さんのお話しもよくわかり、進め方も上手なので、あっという間の2時間でした。ご

苦労様でした。次回もよろしくお願いします。あと次は暖房対策もお願いします（40代・女性） 

 大変わかりやすかった。司会進行の方が丁寧でよかったです。自治会規模で避難を考えねばいけない

と痛感しています。動けない人をどうするか、もっと具体的に話せればと思います。（50代・女性） 

 もっと質問の時間を取るべき!! （60代・男性） 

 河川事務所のHPでのシミュレーションはぜひ参考にしたいと思います（40代・女性） 

 今回の様子をホームページ等にアップしてほしい（動画で!）（40代・男性） 

 避難する場所の地形など理解して行動しないと時間のロスになって避難がむずかしくなる 

（50代・女性） 

 今後逃げる場所等検討したい（40代・匿名） 

 マイタイムラインの必要性は理解しましたが、常総市からの被害情報や避難情報のソフト面をさら

に強化してほしい。(簡便的かつ詳細に）水害にあった際、被害情報等の情報収集に友人等の情報交

換を行って大分役に立ちました。これを常総市から行うことでもっと沢山の人達に情報共有が出来

たと思いました。（例：LINEアプリのタイムラインに情報を出す等）（匿名） 

 地形の特徴も分かり高い所、低い所がわかりました。（知らずに逃げた千代川で本当に良かった。）

（60代・匿名） 

 地形的にわからず千代川の方に子供の○○で（70代以上・男性） 

 過去の状況は概ね説明より理解できたが、今後考えられる災害地の想定を知りたい。（60代・男性） 

 水の逆流もある事（60代・男性） 

 若宮･地区の水害状況等が多少理解できた！（60代・男性） 

 地域の地形。大雨の時の対策について勉強になった。今後の避難時の参考にして準備していきたいと

思います。（50代・男性） 

 本日の検討会の事を家族の人に話し、自分がわかっているのではなく、家族全員で話をする事が大事

だと思います。（40代・男性） 

 地形の高低差などがわかりました。（70代以上・男性） 

 災害に対しては、自助・共助・公助が必要である。本日参加した人たちは、災害に対し意識を持って

いる人たちでしょうから、今後は地元に帰ってその人たちで共助を進めていくべきと考える。 

（50代・男性） 
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 自分たちだけでなく、この様な型での検討会は良いと思った。講師の先生方のお話しがなかった。

（70代以上・男性） 

 上流の洪水では、にげる事がわかりました（匿名） 

 昨年の自分家の被災との経験を、今後に生かせていければと思います。（40代・女性） 

 非常に良かった（70代以上・男性） 

 住･の人の意見等の市の対応の悪さが目立った。自分たちの理解、行動が一番大事だが、市の指示等

も必要（しっかりとした）だと思う。（40代・男性） 

 早めにハザードマップをつくって欲しい（50代・匿名） 

 大変良い勉強になった。（70代以上・女性） 







記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト が前進
～ 常総市根新田地区において、住民が自分自身の避難行動を自ら検討 ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． 対象地区  

常総市根新田地区 

２ ． 開催日時 

平成２９年１月２９日（ 日）  １０： ００～１２： ００ 

３ ． 開催場所 

茨城県常総市水海道諏訪町３２ ２２－３ 常総市役所 議会棟２ 階 大会議室 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線水海道駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

４ ． 議事（ 予定）  

・「 洪水時の自らの行動を想定」 など 

５ ． 公開等 

・ 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

・ カメラ撮り等は可能です。  

・ その他、 取材に関する詳細は、 別添資料をご覧下さい。  

※ もう一つのモデル地区（ 若宮戸地区） では2月5日に開催予定です。後日、あらためてお知らせします。

平成２ ９ 年１ 月２ ３ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、

「 みんなでタイムラインプロジェクト 」 を進めています。  

このたび、 モデル地区の一つである常総市根新田地区において、 第２回マイ・ タイムライ

ン検討会を開催します。 この検討会では、 いよいよ、 地区の住民一人ひとりが、 自分自身の

避難行動を自ら検討します。  



（ 別添資料）  

第２回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 根新田地区） の

開催について（ 報道の方へ）

標記検討会について下記のとおり開催しますので、 お知らせいたします。  

記 

１． 開催日時  

平成２９年１月２９日（ 日）  １０： ００～１２： ００（ 予定）  

２． 開催場所  

茨城県常総市水海道諏訪町３２ ２２－３ 常総市役所 議会棟２ 階 大会議室 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線水海道駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

３． 検討会の公開 

 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

 カメラ撮り等は可能です。  

４． 報道関係者の受付 

 受付日時 平成２９年１月２９日（ 日）  ９： ３０～１０： ００まで 

 受付場所 茨城県常総市水海道諏訪町３２２２－３ 常総市役所 議会棟２階 大会議室 

 事前の登録が必要です。 別添登録様式にご記入の上、  

平成２９年１月２６日（ 木） １２： ００までに、 様式の送付先に送ってく ださい。  

 当日、 受付にて必要事項を記入の後、 係員の指示により会場へ入場をお願いします。  

 スペースが限られているため、 机や椅子が不足する事態もあり得ますが、 ご理解く ださい。  

 当日は、 受付にて「 受付証」 をお渡ししますので着用をお願いします。 なお、 お帰りの際に係

員へ返却下さい。  

５． 取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、 以下の注意事項をご確認いただき、 その遵守へのご協力をお願いします。  

 事務局の指定した場所以外での撮影、 取材は、 ご遠慮く ださい。  

 傍聴席でのＰＣ等の使用は、 議事や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能です。  

 取材に必要となる電源は、 各社（ 各自） にてご用意下さい。  

 携帯電話は、 マナーモードにするか、 電源をお切り下さい。  

 会場では、 発言、 私語、 談論、 拍手等を行わないで下さい。  

 プラカードを掲げたり、 はちまき、 腕章の類を付けたり、 ビラ等の配布を行わないで下さい。  

 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。  

 事故防止の観点から、 取材に当たっては節度ある行動をお願いします。  

 手荷物・ 貴重品等の管理は各自にてお願いします。  

 会議の円滑な進行のため、 係員の誘導、 指示に従って下さい。  

 上記の他、 会議の進行を妨げたり、 会場の秩序を乱す行為をしないで下さい。



■茨城県常総市水海道諏訪町３２２ ２－３ 常総市役所 議会棟２階 大会議室 

最寄り駅： 関東鉄道常総線水海道駅 徒歩１０分です。  

案内図 

別添地図 



事 前 登 録 書 

 平成２９年１月２９日（ 日） の「 第２回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 根新田地区）」 につき

まして、 取材を希望される報道機関におかれましては、 事前に登録をお願いします。  

Ｆ ＡＸ 送信期限： 平成２ ９年１月２６日（ 木） １２： ００まで

１． 報道機関名                                    

２． 氏名等 

ご氏名 

（ 代表者のみ）  

連絡先 

（ 電話番号）

メールアドレス 人数 

（ 代表者含む）

車台数

３． 送付先  Ｆ ＡＸ ： ０２９６－２５－３０１９  

４． 事前登録に関する問合せ先 

 国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 調査課長 伊藤 克雄 

Ｔ ＥＬ ： ０２９６－２５－２１７１ 

別添登録様式 



記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト

住民一人ひとりのマイ・ タイムラインが完成
～ 常総市若宮戸地区において第２回検討会を開催します ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． 対象地区  

常総市若宮戸地区 

２ ． 開催日時 

平成２９年２ 月５ 日（ 日）  ９ ： ０ ０ ～１ ２ ： ３０  

３ ． 開催場所 

茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線玉村駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

４ ． 議事（ 予定）  

・「 マイ・ タイムラインの作成」 など 

５ ． 公開等 

・ 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

・ カメラ撮り等は可能です。  

・ その他、 取材に関する詳細は、 別添資料をご覧下さい。  

※ もう一つのモデル地区（ 根新田地区） の第３回検討会は2月19日に開催予定です。 後日、 お知らせします。  

平成２ ９ 年１ 月３ ０ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、

「 みんなでタイムラインプロジェクト 」 を進めています。  

このたび、 モデル地区の一つである常総市若宮戸地区において、 第２回マイ・ タイムライ

ン検討会を開催します。 この検討会では、 いよいよ、 マイ・ タイムラインが完成します。  

全国ではじめて、住民一人ひとりがそれぞれの環境に合ったタイムラインを持つ自治会が

誕生します。



（ 別添資料）  

第２回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 若宮戸地区） の

開催について（ 報道の方へ）

標記検討会について下記のとおり開催しますので、 お知らせいたします。  

記 

１． 開催日時  

平成２９年２ 月５ 日（ 日）  ９ ： ０ ０ ～１ ２ ： ３０（ 予定）  

２． 開催場所  

茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線玉村駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

３． 検討会の公開 

 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

 カメラ撮り等は可能です。  

４． 報道関係者の受付 

 受付日時 平成２９年２月５日（ 日）  ８： ３０～９： ００まで 

 受付場所 茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

 事前の登録が必要です。 別添登録様式にご記入の上、  

平成２９年２月２日（ 木） １２ ： ００までに、 様式の送付先に送ってく ださい。  

 当日、 受付にて必要事項を記入の後、 係員の指示により会場へ入場をお願いします。  

 スペースが限られているため、 机や椅子が不足する事態もあり得ますが、 ご理解く ださい。  

 当日は、 受付にて「 受付証」 をお渡ししますので着用をお願いします。 なお、 お帰りの際に係

員へ返却下さい。  

５． 取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、 以下の注意事項をご確認いただき、 その遵守へのご協力をお願いします。  

 事務局の指定した場所以外での撮影、 取材は、 ご遠慮く ださい。  

 傍聴席でのＰＣ等の使用は、 議事や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能です。  

 取材に必要となる電源は、 各社（ 各自） にてご用意下さい。  

 携帯電話は、 マナーモードにするか、 電源をお切り下さい。  

 会場では、 発言、 私語、 談論、 拍手等を行わないで下さい。  

 プラカードを掲げたり、 はちまき、 腕章の類を付けたり、 ビラ等の配布を行わないで下さい。  

 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。  

 事故防止の観点から、 取材に当たっては節度ある行動をお願いします。  

 手荷物・ 貴重品等の管理は各自にてお願いします。  

 会議の円滑な進行のため、 係員の誘導、 指示に従って下さい。  

 上記の他、 会議の進行を妨げたり、 会場の秩序を乱す行為をしないで下さい。



■茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

最寄り駅： 関東鉄道常総線玉村駅 徒歩１０分です。  

案内図 

別添地図 

常総市立玉小学校

関東鉄道常総線

玉村駅

YAHOO! JAPAN地図 http: //map. yahoo. co. j p/ より 



事 前 登 録 書 

 平成２９年２月５日（ 日） の「 第２回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 若宮戸地区）」 につきま

して、 取材を希望される報道機関におかれましては、 事前に登録をお願いします。  

Ｆ ＡＸ 送信期限： 平成２ ９年２月２日（ 木） １２： ００まで

１． 報道機関名                                    

２． 氏名等 

ご氏名 

（ 代表者のみ）  

連絡先 

（ 電話番号）

メールアドレス 人数 

（ 代表者含む）

車台数

３． 送付先  Ｆ ＡＸ ： ０２９６－２５－３０１９  

４． 事前登録に関する問合せ先 

 国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 調査課長 伊藤 克雄 

Ｔ ＥＬ ： ０２９６－２５－２１７１ 

別添登録様式



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 2-2-2  

第２回運営会議配席図及び使用した機材・備品 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■配席図： 

 

 

■使用した機材および備品： 

映像・音響機材 

音響機器一式 スクリーン プロジェクター ノートパソコン 

マイク 延長コード   

備品 

三角プレート レーザーポインター ホワイトボード 机・椅子 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 3-1-1  

第１回若宮戸地区マイ・タイムライン検討会 

記者発表資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト が加速
～ モデル地区の常総市若宮戸地区でも検討会を開催します ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． 対象地区  

常総市若宮戸地区 

２ ． 開催日時 

平成２８年１１月２７日（ 日）  １０： ００～１２： ００ 

３ ． 開催場所 

茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線玉村駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

４ ． 議事（ 予定）  

自分たちの住んでいる地区の洪水リスクを知る 

５ ． 公開等 

・ 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

・ カメラ撮り等は可能です。  

・ その他、 取材に関する詳細は、 別添資料をご覧下さい。  

平成２ ８ 年１ １ 月２ １ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、

「 みんなでタイムラインプロジェクト 」 を進めているところですが、 このたび、 ２地区目の

検討が始まり、 プロジェクト が加速します。  

今年度モデル地区として選定した常総市若宮戸地区において、地区の住民が参画して一人

ひとりの環境にあったマイ・ タイムラインを自ら検討・ 作成する「 第 1 回 常総市マイ･タ

イムライン検討会（ 若宮戸地区）」 を開催します。



（ 別添資料）  

第１回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 若宮戸地区） の

開催について（ 報道の方へ）

標記検討会について下記のとおり開催しますので、 お知らせいたします。  

記 

１． 開催日時  

平成２８年１１月２７日（ 日）  １０： ００～１２： ００（ 予定）  

２． 開催場所  

茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線玉村駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

３． 会議の公開 

 会議は、 報道機関を通じて公開いたします。  

 カメラ撮り等は可能です。  

４． 報道関係者の受付 

 受付日時 平成２８年１１月２７日（ 日）  ９： ３０～１０： ００まで 

 受付場所 茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

 事前の登録が必要です。 別添登録様式にご記入の上、  

平成２８年１１月２４日（ 木） １２： ００までに、 様式の送付先に送ってく ださい。  

 当日、 受付にて必要事項を記入の後、 係員の指示により会場へ入場をお願いします。  

 スペースが限られているため、 机や椅子が不足する事態もあり得ますが、 ご理解く ださい。  

 当日は、 受付にて「 受付証」 をお渡ししますので着用をお願いします。 なお、 お帰りの際に係

員へ返却下さい。  

５． 取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、 以下の注意事項をご確認いただき、 その遵守へのご協力をお願いします。  

 事務局の指定した場所以外での撮影、 取材は、 ご遠慮く ださい。  

 傍聴席でのＰＣ等の使用は、 議事や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能です。  

 取材に必要となる電源は、 各社（ 各自） にてご用意下さい。  

 携帯電話は、 マナーモードにするか、 電源をお切り下さい。  

 会場では、 発言、 私語、 談論、 拍手等を行わないで下さい。  

 プラカードを掲げたり、 はちまき、 腕章の類を付けたり、 ビラ等の配布を行わないで下さい。  

 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。  

 事故防止の観点から、 取材に当たっては節度ある行動をお願いします。  

 手荷物・ 貴重品等の管理は各自にてお願いします。  

 会議の円滑な進行のため、 係員の誘導、 指示に従って下さい。  

 上記の他、 会議の進行を妨げたり、 会場の秩序を乱す行為をしないで下さい。



■茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

最寄り駅： 関東鉄道常総線玉村駅 徒歩１０分です。  

※駐車場の台数には限りがありますので、 来場の際はできるだけ公共交通機関を 

ご利用下さい。  

案内図 

別添地図 

常総市立玉小学校

関東鉄道常総線

玉村駅

YAHOO! JAPAN地図 http: //map. yahoo. co. j p/ より 



事 前 登 録 書 

 平成２８年１１月２７日（ 日） の「 第１回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 若宮戸地区）」 につ

きまして、 取材を希望される報道機関におかれましては、 事前に登録をお願いします。  

 開催場所は、常総市立玉小学校となります。駐車台数に限りがあるため、見学をご遠慮いただく 場

合があります。 来場の際はできるだけ公共交通機関をご利用下さい。  

Ｆ ＡＸ 送信期限： 平成２ ８年１１月２４日（ 木） １２： ００まで

１． 報道機関名                                    

２． 氏名等 

ご氏名 

（ 代表者のみ）  

連絡先 

（ 電話番号）

メールアドレス 人数 

（ 代表者含む）

車台数

３． 送付先  Ｆ ＡＸ ： ０２９６－２５－３０１９  

４． 事前登録に関する問合せ先 

 国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 調査課長 伊藤 克雄 

Ｔ ＥＬ ： ０２９６－２５－２１７１ 

別添登録様式
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第１回若宮戸地区マイ・タイムライン検討会 
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本･のスケジュール

1. 開会

2. 各機関紹介

3. 趣旨説明

4. 鬼怒川緊急対策プロジェクトについて

5. 検討会の進め方について

休 憩

6. 自分たちの住んでいる地区について

意見交換

7. 洪水のリスクについて

意見交換

8. とりまとめ

9. 閉会

第１回検討会

１１月２７日

１０：００～１２：００

常総市立玉小学校

資料１



みんなでタイムラインプロジェクト
第１回マイ・タイムライン検討会　若宮戸地区検討会　参加者

機関名 部名・課名 役職 氏名 備考

若宮戸南部 自治区 住民 自治区長  青柳　清

若宮戸中部 自治区 住民 自治区長  小林　健治

若宮戸東部 自治区 住民 自治区長  門井　富男

若宮戸西部 自治区 住民 自治区長  猪瀬　峰雄

若宮戸若松会 自治区 住民 自治区長  芦ケ谷　城

若宮戸曲松会 自治区 住民 自治区長  佐藤　一也

若宮戸中央 自治区 住民 自治区長  菊池　進

筑波大学システム情報
系社会工学域

教授 川島宏一

茨城大学人文学部人文
コミュニケーション学科

教授 伊藤哲司 欠席 （学生３名）

筑波大学システム情報
系構造エネルギー工学
域

准教授 白川直樹 （学生３名）

市長 神達　岳志

市民生活部 部長 須藤　一徳

市民生活部安全安心課 課長 斎藤　健司

市民生活部安全安心課 防災・危機管理室長 溝上　博

市民生活部安全安心課 課長補佐 小林　弘

市民生活部安全安心課 係長 安田　洋行

都市建設部 課長 石塚　茂彦

常総警察署 警備課 課長 清水　健吾

茨城西南地方広域市
町村圏事務組合消防
本部

下妻消防署 石下分署 分署長 栗原　稔

生活環境部
防災・危機管理局
防災・危機管理課

副参事 飛田　聡志

土木部　河川課鬼怒川
流域緊急対策推進室

室長代理 栗林　俊一

水戸気象台 水害対策気象官 金内 正文

所長 里村 真吾

副所長 須藤 純一

調査課 調査課長 伊藤　克雄

専門員 平出 亮輔

国土交通省
関東地方整備局
下館河川事務所

茨城県

学識者

若宮戸地区

常総市

資料２



１

常総市マイ・ タイムライン検討会規約（ 案）  

（ 名称）  

第１ 条 この会議は、「 常総市 マイ・ タイムライン検討会」（ 以下「 検討会」 という。） と

称する。  

（ 目的）  

第２ 条 検討会は、 常総市において、 住民一人ひとりが 自分自身に合った避難に必要な

情報・ 判断・ 行動を把握し、 いわば「 自分の逃げ方」 を手に入れることを目的として、

市役所のサポート の下でそれぞれの環境に合ったマイ･タイムラインを自ら検討する場

として設置する。  

（ 検討会の構成）  

第３ 条 検討会は、 別表１をもって構成する。  

２  検討会の運営、 進行及び招集は事務局が行う。  

３  検討会は、 住民一人ひとりが参画し、 それぞれの環境に合ったマイ・ タイムラインを

自ら検討する。  

（ 運営会議の構成）  

第４ 条 検討会に運営会議を置く 。  

２  運営会議は、 別表２をもって構成する。  

３  運営会議の運営、 進行及び招集は事務局が行う。  

４  運営会議は、 検討会の円滑な運営のために必要な諸事項等を調整・ 決定することを目

的とする。  

（ 公開・ 傍聴）  

第５ 条 検討会は、 原則として報道機関を通じて公開とする。 ただし、 内容によっては、

運営会議に諮り、 非公開とすることができる。  

２  運営会議は、 原則非公開とする。 なお、 運営会議の調整の結果を検討会の資料として

使用することで公開と見なす。  

３  傍聴に関しては、 必要な事項を別途定めるものとする。  

（ 検討会資料等の公表）  

第６ 条 検討会で使用した資料等については速やかに公表するものとする。 ただし、 個人

情報等で公表することが適切でない資料等については公表しないものとする。  

（ 事務局）  

第７ 条 検討会及び運営会議の庶務を行うため、 事務局を置く 。  

資料３ 



２

２  事務局は、 常総市、 関東地方整備局下館河川事務所で行う。  

（ モデル地区）  

第８条 平成２８年度は、 モデル地区を若宮戸地区、 根新田地区の２箇所とする。  

（ 雑則）  

第９ 条 この規約に定めるもののほか、 検討会の議事の手続きその他運営に関し必要な事

項については、 運営会議で定めるものとする。  

（ 附則）  

第１０ 条 本規約は、 平成２８年１ １月１３日から施行する。  



３

別表１ 

 住民 

若宮戸地区、 根新田地区の住民 

 関係機関 

常総市 

常総警察署 

茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部 下妻消防署 石下分署 

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部 水海道消防署 

茨城県 生活環境部 

茨城県 土木部 

気象庁 水戸地方気象台 

関東地方整備局 下館河川事務所 

学識者 

 筑波大学システム情報系社会工学域  川島宏一 教授 

 茨城大学人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科  伊藤哲司 教授 

 筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域  白川直樹 准教授 



４

別表２  

住民 

若宮戸地区 自治区長 

根新田地区 自治区長 

関係機関 

常総市 市民生活部 

常総市 都市建設部 

常総市 保健福祉部 

常総警察署 

茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部 下妻消防署 石下分署 

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部 水海道消防署 

茨城県 生活環境部 防災・ 危機管理課 

茨城県 土木部 河川課 

気象庁 水戸地方気象台 

関東地方整備局 下館河川事務所 

学識者 

 筑波大学システム情報系社会工学域  川島宏一 教授 

 茨城大学人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科  伊藤哲司 教授 

 筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域  白川直樹 准教授 



学識者のプロフィ ール

川島宏一

筑波大学システム情報系社会工学域教授 

●専門分野

自治体経営、 データによる地域課題の解決 

●経歴

1984. 4 国土交通省（ 建築基準、 宅地開発、 公共施設整備）（ -2003. 6）  

1991. 8 インドネシア共和国住宅担当国務大臣府（ アドバイザー）（ -1992. 8）  

1994. 9 北九州市（ 都市計画局開発部長）（ -1997. 7）  

1998. 6 世界銀行（ 上席都市専門官など）（ -2006. 3）   

2006. 3 佐賀県（ 最高情報統括監（ CI O））（ -2011. 3）  

2012. 8 （ 株） 公共イノベーショ ン（ 代表取締役）（ -2015. 3）  

2015. 4 筑波大学大学院システム情報工学系教授 

●委員会等経歴（ 現在就任中のものから抜粋）

2016. 2 水戸市都市計画審議会会長 

2016. 4 国土交通省 G空間基本計画に関する官民勉強会委員

2016. 10 内閣官房 データ流通環境整備検討会オープンデータ WG構成員 

●常総市との関わり

2015 常総市復興ビジョ ン懇話会委員 

2015 常総市水害対策検証委員会委員長 

2016 常総市復興計画策定委員会委員 

●検討会に向けてひとこと

2015. 9関東・ 東北豪雨で甚大な被害を受けた鬼怒川・ 小貝川地域から「 みんなでタイムラ

インプロジェクト 」 という日本のこれからの防災活動をリードする取り組みがスタート す

ることを大変嬉しく 思います。 関係する地域にお住いの皆様との議論が実り多いものとな

るよう貢献したいと考えております。  

資料４



伊藤哲司

茨城大学 人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科 教授 

地球変動適応科学研究機関 機関長 

●専門分野

社会心理学、 サステイナビリティ 学 

●経歴

1993. 4 茨城大学人文学部講師 

1995 博士（ 心理学） 取得（ 名古屋大学）  

1996. 4 茨城大学人文学部助教授 

1998. 5～1999. 2 文部省在外研究員としてベト ナム・ ハノイ滞在 

2006. 4 茨城大学人文学部教授 現在に至る 

2014. 9 茨城大学地球変動適応科学研究機関機関長 現在に至る 

●委員会等経歴

2016. 3 守谷市まちづく り検討委員会委員 

●常総市との関わり

2015 常総市復興ビジョ ン懇話会アドバイザー 

2015 常総市水害対策検証委員会委員

2016 常総市復興計画策定委員会アドバイザー

2015年9月に発生した水害以前は、 常総市とはほとんど関わりがありませんでした。 こ

の水害の直後に茨城大学で調査団を立ち上げ、 自ら団長になり、 また学生にも働きかけて

ボランティ ア活動を促してきました。 2016年9月1日には、 常総市の小中学校12校に20

名の学生を派遣し、 防災ゲーム「 クロスロード」 を実施し好評を得ました。 この災害がき

っかけとなった常総市の方たちとの縁を、これからも大事にしていきたいと思っています。 

●検討会に向けてひとこと

 もともと災害研究の専門家ではないのですが、 インド洋大津波、 東日本大震災、 熊本地

震などの被災地を歩いてきました。 被災の経験はみな個別的です。 ということは、 これか

ら予想される災害で、 個々 人の状況に合わせた備えをしておく ことはとても重要でありま

す。 今回のプロジェクト が画期的なものになるよう、 微力ではありますが前向きに取り組

ませていただきます。 どうぞよろしく お願いいたします。  



白川直樹

筑波大学システム情報系（ 構造エネルギー工学域） 准教授 

●専門分野

河川工学 

●経歴

1998. 4 東京大学工学部助手 

2003. 9 筑波大学機能工学系講師 

2010. 4 筑波大学システム情報系准教授 

●委員会等経歴

2004 国土交通省 河川水辺の国勢調査アドバイザーグループ委員 

2005 環境省 公共事業と環境政策のあり方に関する懇談会委員 

2009 アジア河川・ 流域再生ネット ワーク技術委員 

2013 つく ば市上下水道審議会委員 

2015 国土交通省 関東地方河川技術懇談会委員 

●常総市との関わり

2015 常総市復興ビジョ ン懇話会委員

2015　 常総市水害対策検証委員会委員

2016　 常総市復興計画策定委員会委員

●検討会に向けてひとこと

災害発生時に自分の身を守り周りの人を助けるには， ふだんから相手を知ることが重要です．

相手とは災害（ 洪水なら川） であり，助ける人（ 家族や隣人） であり，自分自身でもあります．

たいへんな水害を経験された皆様だからこそ， その貴重な体験に基づいた日本最先端の災害対

策を考えることができます． 少しでも地域の安全を高めるお手伝いができれば幸いです．  



各機関挨拶 参考資料 
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水戸地方気象台について

かねうちまさふみ

水害対策気象官金内正文

水戸地方気象台

みんなでタイムラインプロジェクト

水戸市金町1-4-6
029-224-1106
kaneuchi@met.kishou.go.jp

気象庁「防災情報」のページ

http://www.jma.go.jp/jma/index.html 2

1



住民  防災気象情報 伝達手段 例 14

水戸地方気象台

2



（平成28年6月24日日立市坂下地区コミュニティ推進会）

出前講座（防災講演会）

3



平成27年9月3日城里町立七会小学校

出前講座（避難訓練）

（平成28年8月2日 3日ひたちなか市立中央図書館）

出前講座（夏休み気象講座）

4



第1回マイ・タイムライン検討会に関するアンケートへのご協･のお願い

今後の取組みの参考とさせていただくため、皆様のご意･をお聞かせください。 

１．今回の検討会の内容は理解できましたか。

【地区の特性】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【過去の洪･から学ぶ】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【地形の特徴から学ぶ】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【最近の･の降り･と傾向】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【「想定最･規模の･」で･怒川が氾濫したら】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

２．１．の質問で「分かりにくかった」、「全然分からなかった」と回答した･にお聞きします。

特に分からなかった部分に対して、･由なご意･をお聞かせください。 

→ 

３．本･の検討会に参加して分かったことや気づいたこと、今後どのように役･ちそうか、

･由にご意･をお聞かせください。

→ 

＊ご･･のことをお尋ねします。差･えのない範囲で、以下についてご回答ください

■お名前 （            ） ■お住まい（    地区     ･治会） 

■ご 年 齢 （１０代未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上） 

■ご 職 業 （                  ）   

■家族構成 （     ）･ ※ペットを含まない･数を記･願います。 

□曽祖･・曽祖･  □祖･・祖･･  □･・･  □･供（中学･以上）  

□･供（中学･未満） □乳幼児 □ペット（     ） 

■･の有無  □有（     ）台    □無
アンケートへのご協･、ありがとうございました。

資料６
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参考資料 3-1-3  

第１回若宮戸地区マイ・タイムライン検討会 

使用した機材・備品及び配席図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

■配席図： 

 

 

 



 

■使用した機材および備品： 

映像・音響機材 

音響機器一式 スクリーン プロジェクター ノートパソコン 

マイク 延長コード   

備品 

ボールペン サインペン 名札（4 種類） ポップスタンド 

三角プレート 指し棒 レーザーポインター 三角コーン 

ホワイトボード 机・椅子 スリッパ ジェットヒーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 3-1-4  

第１回若宮戸地区マイ・タイムライン検討会 進行表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



■
進

行
表

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

<第
１

回
若

宮
戸

地
区

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

検
討

会
> 

時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
：

00
 

１
．
開
会

 
里
村
事
務
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
２

 
会
議
名
表
示

 

・
そ
れ
で
は
、
定
刻
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
た
だ
い
ま
よ
り
、
常
総
市
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
（
若
宮
戸
地
区

）
第
一
回
検
討
会
を
始
め
ま
す
。

 
・
進
行
を
務
め
ま
す
、
国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
長
の
里
村
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
開
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、
神
達
岳
志
・
常
総
市
長
よ
り
、
ご
挨
拶
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

10
：

02
 

市
長
挨
拶

 
神
達
常
総
市
長

 
ス
ラ
イ
ド
３

 
常
総
市
長
名

 
・
ご
挨
拶

 

10
：

05
 

２
．
各
機
関
紹
介

 
里
村
事
務
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
４
～
１
６

 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
続
き
ま
し
て
、
今
回
の
検
討
会
に
参
加
し
て
い
ま
す
関
係
機
関
を
順
に
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

ま
ず

、
常

総
市

で
す

。
洪
水

時
に

は
、

水
防

活
動

を
行

う
消
防

団
へ

の
指

示
を

行
い

ま
す

。
ま
た

、
住

民
へ

の
避
難

勧
告
等
、
住
民
の
皆
様
へ
避
難
の
情
報
を
伝
え
ま
す
。

 

 
 

須
藤

 

市
民
生
活
部
長

 
 

・
常
総
市
市
民
生
活
部
長
の
須
藤
で
す
。
常
総
市
か
ら
は

、
安
全
安
心
課
長
の
斉
藤
、
防
災
・
危
機
管
理
室
長
の
溝
上

、
都
市
建
設
部
か
ら
は
建
設
課
長
の
石
塚
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
続
き

ま
し

て
茨

城
県

で
す
。

県
内

全
体

の
防

災
情

報
を

と
り
ま

と
め

る
と

と
も

に
、

鬼
怒

川
に
流

れ
込

む
八

間
堀
川

の
管
理
や
水
位
情
報
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

 
 

飛
田
副
参
事

 
 

・
茨
城
県
生
活
環
境
部
防
災
・
危
機
管
理
局
 
防
災
・
危
機
管
理
課
の
飛
田
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

 

 
 

栗
林
室
長
代
理

 
 

・
鬼
怒
川
流
域
緊
急
対
策
推
進
室
の
栗
林
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
続
き
ま
し
て
警
察
署
で
す
。
洪
水
時
に
は
通
行
規
制
や
空
き
巣
対
策
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

 
 

清
水
警
備
課
長

 
 

・
常
総
警
察
署
警
備
課
の
清
水
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
続
き
ま
し
て
消
防
署
で
す
。
洪
水
時
に
は
レ
ス
キ
ュ
ー
な
ど
を
行
い
ま
す
。

 

 
 

栗
原
分
署
長

 
 

・
下
妻
消
防
署
石
下
分
署
長
の
栗
原
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

 
・

続
き

ま
し

て
水

戸
地

方
気
象

台
で

す
。

皆
さ

ん
は

テ
レ

ビ
で
天

気
予

報
を

ご
覧

に
な

っ
て

い
る
か

と
思

い
ま

す
が
、

そ
の
元
の
情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
洪
水
時
に
は
台
風
情
報
な
ど
を
提
供
し
ま
す
。

 

 
 

金
内

 

水
害
気
象
対
策
官

 
 

 
・

水
戸

地
方

気
象

台
の

金
内
で

す
。

資
料

５
に

ご
用

意
し

た
紹
介

の
資

料
に

も
載

っ
て

い
ま

す
が
、

出
前

講
座

な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
ね
が
い
し
ま
す
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

 
・

最
後

に
、

下
館

河
川

事
務
所

で
す

。
鬼

怒
川

と
小

貝
川

の
管
理

を
行

っ
て

い
ま

す
。

本
日

は
私
の

他
に

、
副

所
長
の

須
藤
と
調
査
課
長
の
伊
藤
が
参
加
し
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 

 
 



時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

 
２

．
各
機
関
紹
介

 
里
村
事
務
所
長

 
 

 
・
こ
こ
ま
で

、
関
係
機
関
の
紹
介
で
し
た

。・
続
き
ま
し
て
、
学
識
者
の
先
生
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
手
元
の
資
料
４

に
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
ま
と
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
ず
は
、
筑
波
大
学
の
川
島
先
生
で
す
。
一
言

、
ご
専
門
と
研
究
内
容
な
ど
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 

 
 

川
島
先
生

 
 

 
・
ご
挨
拶
＋
自
己
紹
介

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

 
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
続
き
ま
し
て
、
筑
波
大
学
の
白
川
先
生
で
す
。
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

 

 
 

白
川
先
生

 
 

 
・
ご
挨
拶
＋
自
己
紹
介

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

そ
し

て
、

も
う

一
方

、
茨
城

大
学

の
伊

藤
先

生
に

も
ご

参
加
い

た
だ

き
ま

す
。

ご
専

門
は

心
理
学

で
す

が
、

本
日
は

ご
都
合
が
つ
か
ず
、
ご
欠
席
さ
れ
て
い
ま
す
。

 
・
こ
の
３
名
の
先
生
方
か
ら
、
専
門
的
な
視
点
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

 
・
ま
た
、
あ
ち
ら
に
座
っ
て
い
ま
す
が
、
先
生
方
の
研
究
室
か
ら
学
生
の
方
も
来
て
く
れ
て
い
ま
す
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
こ
の
検
討
会
で
は
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
皆
さ
ん
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
り
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
検
討
会
の
過
程
で
質
問
な
ど
が
出
て
き
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
お
声
掛
け
く
だ
さ
い
。

 
・

そ
れ

で
は

、
早

速
、

検
討
会

を
進

め
て

ま
い

り
た

い
と

思
い
ま

す
。

初
め

に
、

趣
旨

説
明

を
、
常

総
市

の
須

藤
・
市

民
生
活
部
長
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

 

10
:2

0 
～

10
:3

0 
３
．
趣
旨
説
明

 
須
藤

 

市
民
生
活
部
長

 

ス
ラ
イ
ド

 

１
６
～
２
１

 

 

常
総
市

 

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

 

 

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

 

検
討
会

 

・
み
ん
な
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

 
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

と
は

、
台
風

が
来

る
３

日
前

か
ら

カ
ウ

ン
ト
ダ

ウ
ン

を
し

、
洪

水
に

先
手

を
打
っ

て
対

応
す

る
た
め

の
ツ
ー
ル
。
常
総
市
で
は
今
年
の
梅
雨
前
に
作
成

。（
常
総
市
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
ス
ラ
イ
ド
に
投
影
）

 
・
こ
れ
ま
で
、
国
土
交
通
省
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
訓
練
を
行
う
な
ど
し
て
情
報
共
有
や
連
携
を
確
認
し
て
き
た
が

、
行
政
間
の
連
携
と
、
避
難
の
た
め
の
情
報
伝
達
が
主
な
部
分
で
あ
っ
た
。

 
・
こ
の
た
び

、「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
い
う
こ
と
で

、
住
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
部
分
を
具
体
的
に
検
討
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
た

。（
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
」
ス
ラ
イ
ド
投
影
）

 
（
先
ほ
ど
、
市
長
の
挨
拶
に
も
あ
っ
た
と
お
り
、
全
国
初
の
取
り
組
み
。
市
内
ま
た
全
国
へ
と
広
げ
て
モ
デ
ル
に
し

て
い
き
た
い

。）
 

・
こ
の

マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ
ン

の
検

討
の

過
程

で
は

、
住

民
の
方

々
の

洪
水

時
の

リ
ス

ク
の

認
識
や

、
逃

げ
る

タ
イ
ミ

ン
グ
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
み
な
さ
ん
で
の
意
見
交
換
に
よ
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が
る
と
期

待
し
て
い
る
。

 
・

今
回

の
、

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

の
検

討
で

は
、

若
宮

戸
地
区

と
根

新
田

地
区

の
２

地
区

を
モ
デ

ル
地

区
と

し
て
、

学
識
者
や
関
係
す
る
機
関
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
①
洪
水
の
リ
ス
ク
を
知
る
②
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方

を
知
る
③
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
 
と
い
う
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
も
の

。
（
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
」
ス
ラ
イ
ド
投
影
）

 
・
こ
の
若
宮
戸
地
区
で
は
、
今
日
を
含
め
今
年
度
中
に
２
回
の
検
討
会
を
開
催
す
る
予
定
。

 
・
今
回
の
第
１
回
目
が
ス
テ
ッ
プ
１
、
次
の
第
２
回
目
で
ス
テ
ッ
プ
２
，
ス
テ
ッ
プ
３
の
内
容
を
行
い
ま
す
。

 
・

次
に

洪
水

が
起

こ
っ

た
時
に

は
逃

げ
遅

れ
ゼ

ロ
に

で
き

る
よ
う

、
こ

の
検

討
会

を
通

じ
て

「
自
分

の
逃

げ
方

」
を
得

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
・

今
回

の
検

討
会

で
行

っ
た
こ

と
は

、
他

の
モ

デ
ル

に
な

る
。
そ

の
た

め
、

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に
も

ご
協

力
を

い
た
だ

く
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

 

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:2

0 
～

10
:3

0 
３
．
趣
旨
説
明

 
里
村
事
務
所
長

 
 

 

・
た
だ
い
ま
の
趣
旨
に
沿
っ
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
 

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
、
検
討
会
を
進
め
る
過
程
で
具
体
的
な
話
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

 
・
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
・
「
三
十
六
計
逃
げ
る
に
如
か
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
。

 
・

今
、

須
藤

部
長

か
ら

あ
り
ま

し
た

と
お

り
、

こ
の

２
回

の
検
討

会
を

通
じ

て
「

自
分

の
逃

げ
方
」

を
会

得
す

る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

 
・「

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
い
う
こ
と
で
、
台
風
が
来
る

３
日
前
か
ら
、
自
分
の
家
で
は

、
う
ち
の
家
族
は
、
ど
ん

な
準
備
を
し
て
待
ち
構
え
る
の
か
、
ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
逃
げ
る
の
か
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
の
家
族

構
成
や
避
難
所
ま
で
の
距
離
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
整
理
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
続
き

ま
し

て
下

館
河

川
事
務

所
か

ら
、

昨
年

の
関

東
・

東
北
豪

雨
の

振
り

返
り

と
現

在
実

施
し
て

い
る

鬼
怒

川
緊
急

対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。

 

10
:3

0 
～

10
:4

0 

４
．
鬼
怒
川
緊
急

対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

 
須
藤
副
所
長

 

ス
ラ
イ
ド
２
１

 

お
手
元
の
パ
ン
フ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

 

・
大
き
な
雨
。
鬼
怒
川
は
高
い
水
位
が
続
き
、
満
身
創
痍
。

4,
30

0
名
の
方
が
救
助
さ
れ
た
。

 
・
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
一
体
的
に
進
め
る
鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
。

 
・
こ
れ
ま
で
に
決
壊
し
た
上
三
坂
の
堤
防
は
完
成
。
大
規
模
溢
水
の
若
宮
戸
で
は
昨
年
の
洪
水
の
水
位
＋

50
㎝
の
盛
土

が
完
了
。
そ
の
他
も
順
次
、
用
地
買
収
を
し
な
が
ら
実
施
中
。

 
・
堤
防
整
備
と
河
道
掘
削
で
平
成

32
年
度
ま
で
に
再
度
災
害
防
止
を
図
る
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
か
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
づ
く
り
に
入
り
ま
す
。

 

10
:4

0
～

 
10

:5
0 

５
．
検
討
会
の
進

め
方
に
つ
い
て

 
里
村
事
務
所
長

 

ス
ラ
イ
ド

 

２
２
～
２
５

 

お
手
元
の
ノ
ー
ト

 

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
つ
い
て

 

・
は
じ
め
に
、
検
討
会
の
進
め
方
を
説
明
し
ま
す
。

 
・

マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の
検

討
は

、
お

手
元

の
ク

リ
ア

フ
ァ
イ

ル
「

マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
 
ノ

ー
ト

」
に

沿
っ
て

行
い
ま
す
。

 
・
ノ
ー
ト
を
め
く
っ
て
頂
き
、
目
次
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
検
討
は
３
つ
の

S
T

E
P
で
行
い
ま

す
。

 
・
こ
こ

若
宮
戸
で
は
、
本

日
１
回
目
の
検

討
会
で

S
T

E
P
１
，
第

２
回
目
の

検
討
会
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
２
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ

Ｐ
３
を

進
む
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

 
・

S
T

E
P
１
は
「
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
区
の
洪
水
リ
ス
ク
を
知
る
」
で
す
。

 
・
そ
の
後
、
年
明
け
に
な
り
ま
す
が
、

S
T

E
P
２
「
洪
水
時
に
得
ら
れ
る
情
報
を
知
り
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方
を
知

る
」、

S
T

E
P
３
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
」
へ
と
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 
・
ノ
ー
ト
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
４
１
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い

。「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」
と
い
う
ペ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
取
扱
説
明
書
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
②
の
「
ノ

ー
ト
と
は
」
の
と

こ
ろ
に
、
３
つ
の
考
え
方
を
書
い
て
お
り
ま
す

。
ノ
ー
ト
と
い
う
名
の
と
お
り

、
皆
さ
ん
ご
自
身

で
書
き
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
が
、
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ
て
書
き
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

Ⅰ
「

知
る

」
・

・
・

・
マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

検
討

に
当
た

っ
て

抑
え

て
お

く
べ

き
情

報
を
記

載
し

て
お

り
、
検

討
会
で
解
説
し
ま
す
。
メ
モ
欄
に
は
、
初
め
て
知
っ
た
こ
と
や
驚
い
た
こ
と
、
大
切
だ
と
思
っ
た
こ
と
を
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

 
・

Ⅱ
「

気
づ

く
」

・
・

・
・
「

知
る

」
を

通
じ

て
得

ら
れ

た
知
識

や
メ

モ
し

た
事

柄
を

踏
ま

え
、
感

じ
た

こ
と

を
記
入

し
て
く
だ
さ
い
。
検
討
会
で
の
意
見
交
換
に
よ
り
、
理
解
を
深
め
ま
す
。

 
・

Ⅲ
「

考
え

る
」

・
・

・
・
「

知
る

」
や

「
気

づ
く

」
を

踏
ま
え

、
自

分
自

身
の

自
宅

の
状

況
や
家

族
の

構
成

に
置
き

換
え
て
、
安
全
に
避
難
す
る
た
め
に
必
要
と
考
え
る
こ
と
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:4

0
～

 
10

:5
0 

５
．
検
討
会
の
進

め
方
に
つ
い
て

 
里
村
事
務
所
長

 
 

 

・
第
２

回
目

の
検

討
会

で
マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

作
成

を
し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
ら

、
今

後
の
マ

ニ
ュ

ア
ル

作
り
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
い
っ
た
ん
回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後

、
事
務
局
か
ら
郵
送
に
て
お
返
し

す
る
形
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
け
く
予
定
で
す
。
 

・
な
お

、
こ

の
ノ

ー
ト

に
は
、

ご
家

族
の

構
成

な
ど

を
書

き
込
ん

で
い

た
だ

き
ま

す
の

で
、

個
人
情

報
に

当
た

る
事
項

も
含
ま
れ
ま
す
。
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
、
こ
の
「
み
ん
な
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

」
関
連
の
目
的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

・
こ
こ
ま
で
、
検
討
の
進
め
方
（
３

ST
EP
）
と
、
ノ
ー
ト
の
構
成
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。
 

・
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？
 
＞

＞
＞
質
疑

；
確
認

＜
＜
＜

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
２
７

 
・
い
よ
い
よ
具
体
的
な
検
討
に
入
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
前
に
休
憩
を
入
れ
ま
し
ょ
う
。
 

・
こ
の
時
計
で

11
時
（
当
日
の
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
）
ま
で
の
休
憩
と
し
ま
す
。
1
1
時
に
は
再
開
し
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
 

10
:5

0
～

 
11

:0
0 

（
休
憩
）
 

１
０
分
間

 
 

ス
ラ
イ
ド
２
６
 

休
憩
 

・
再
開

2
分
前
に
外
の
人
を
中
に
誘
導
す
る
。
 

・
1
分
前
に
外
に
人
が
い
な
い
、
い
る
を
須
藤
技
副
へ
連
絡
。
再
開
時
に
外
に
人
い
る
場
合
は
、
少
し
待
つ
た
め
。
 

11
:0

0
～

 
11

:1
0 

 
里
村
事
務
所
長

 
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ノ
ー
ト
 

拡
大
し
て
投
影
 

・
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に

S
TE
P１

へ
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
 

・
先
ほ

ど
も

申
し

上
げ

た
と

お
り
、

ST
E
P１

は
「
自
分

た
ち

の
住

ん
で

い
る

地
区

の
洪

水
リ

ス
ク

を
知
る

」
で

す
。
今

日
の
残
り
の
時
間
で
、
若
宮
戸
地
区
の
洪
水
リ
ス
ク
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

・
孫
子

曰
く

「
彼

を
知

り
己
を

知
れ

ば
、

百
戦

し
て

殆
う

か
ら
ず

」
敵

を
知

り
自

分
を

知
る

な
ら
ば

、
絶

対
に

負
け
る

心
配
は
な
い
～
と
。
ま
ず
は
、
己
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

11
:1

0
～

 
11

:2
5  

６
．
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地

区
に
つ
い
て
 

里
村
事
務
所
長

 
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ノ
ー
ト
 

拡
大
し
て
投
影
 

・
で
は

ま
ず

、
ノ

ー
ト

の
目
次

で
言

い
ま

す
と

「
は

じ
め

に
」
と

「
地

区
の

特
性

」
。

ノ
ー

ト
の
３

ペ
ー

ジ
ま

で
に
な

り
ま
す
。
 

・
常
総
市
の
溝
上
防
災
・
危
機
管
理
室
長
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
 

溝
上
室
長

 
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ノ
ー
ト
 

拡
大
し
て
投
影
 

・
ま
ず

は
、

１
ペ

ー
ジ

か
ら
進

め
ま

す
。

昨
年

の
洪

水
の

と
き
の

『
ご

自
身

』
の

行
動

を
ふ

り
か
え

り
ま

し
ょ

う
。
な

お
、
も
し
時
間
が
あ
れ
ば
、
余
白
に
ご
家
族
の
行
動
を
記
載
し
ま
し
ょ
う
。
 

・
①
～
⑥
ま
で
思
い
出
し
な
が
ら
記
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
 

 
①
避

難
し

ま
し

た
か

？
 
昨

年
、

避
難

し
た

か
、

し
よ

う
と
し

た
け

ど
で

き
な

か
っ

た
か

、
し
な

か
っ

た
か

、
選
ん

で
く
だ
さ
い
。
 

 
②
ど
こ
に
避
難
し
ま
し
た
か
？
 
避
難
さ
れ
た
場
所
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。
 

 
③
避

難
場

所
へ

到
着

し
た
の

は
い

つ
で

す
か

？
ま

た
、

家
か
ら

避
難

場
所

ま
で

ど
の

く
ら

い
の
時

間
が

か
か

り
ま
し

た
か
？
そ
れ
ぞ
れ
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
 

 
④
避
難
の
準
備
を
開
始
し
て
か
ら
家
を
出
る
ま
で
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
か
？
 

 
⑤
避
難
の
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
？
 

 
⑥
避

難
に

関
し

て
、

覚
え
て

お
き

た
い

こ
と

、
学

ん
だ

こ
と
、

工
夫

し
た

こ
と

な
ど

が
あ

れ
ば
メ

モ
し

て
お

い
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
は
「
命
を
守
る
」
を
念
頭
に
「
身
体
の
避
難
」
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
家
財
に
つ

い
て
、
何
か
覚
え
て
お
き
た
い
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
、
メ
モ
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
 

・
続
い

て
、

２
ペ

ー
ジ

の
「
地

区
の

特
性

」
へ

移
り

ま
す

。
常
総

市
全

体
や

若
宮

戸
地

区
の

人
口
な

ど
に

つ
い

て
お
話

し
し
ま
す
。
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
 

・
常
総

市
の

人
口

は
○

○
人
。

世
帯

数
は

○
○

世
帯

、
若

宮
戸
地

区
の

人
口

は
○

○
人

、
世

帯
数
は

○
○

世
帯

。
常
総

市
の
外
国
人
人
口
の
割
合
は
○
○
％
で
す
。
ち
な
み
に
人
数
は
○
○
人
で
す
。
 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

11
:1

0
～

 
11

:2
5 

６
．
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地

区
に
つ
い
て

 
里
村
事
務
所
長

 
 

 

・
こ
こ
ま
で
、
地
区
の
特
性
、
ご
自
宅
の
場
所
な
ど
を
見
て
ま
い
り
ま
し
た
。
 

・
２
ペ

ー
ジ

に
「

気
づ

く
」
と

い
う

オ
レ

ン
ジ

の
色

の
枠

が
あ
り

ま
す

。
感

想
や

気
づ

い
た

こ
と
な

ど
、

書
き

込
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

・
地
区
の
こ
と
は
ご
存
知
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？
 

・
で
は

、
こ

こ
ま

で
「

は
じ
め

に
」

、
「

地
区

の
特

性
」

と
進
め

て
ま

い
り

ま
し

た
が

、
お

気
づ
き

の
点

な
ど

、
ご
発

言
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
。
 

・
む
し

ろ
、

「
昔

か
ら

住
ん
で

い
て

こ
ん

な
こ

と
知

っ
て

い
る
」

と
い

う
こ

と
が

あ
れ

ば
ご

紹
介
い

た
だ

け
れ

ば
と
思

い
ま
す
。
 

・
で
は

、
こ

こ
ま

で
「

は
じ
め

に
」

、
「

地
区

の
特

性
」

と
進
め

て
ま

い
り

ま
し

た
が

、
お

気
づ
き

の
点

な
ど

、
ご
発

言
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
。
 

・
む
し

ろ
、

「
昔

か
ら

住
ん
で

い
て

こ
ん

な
こ

と
知

っ
て

い
る
」

と
い

う
こ

と
が

あ
れ

ば
ご

紹
介
い

た
だ

け
れ

ば
と
思

い
ま
す
。
 

・
で
は
続
き
ま
し
て
、
洪
水
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
 

・
ノ
ー

ト
の

目
次

で
言

い
ま
す

と
「

過
去

の
洪

水
か

ら
学

ぶ
」
か

ら
「

『
想

定
最

大
規

模
の

雨
』
で

鬼
怒

川
が

氾
濫
し

た
ら
」
ま
で
で
す
。
 

・
伊
藤
調
査
課
長
お
願
い
し
ま
す
。

 
11

:2
5

～
 

11
:3

0 

７
．
洪
水
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て
 

伊
藤
課
長

 
 

・
ノ
ー
ト
に
沿
っ
て
説
明
 

11
:3

0
～

 
11

:3
5 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

・
過
去
の
洪
水
、
地
形
、
最
近
の
雨
の
降
り
方
そ
し
て
想
定
さ
れ
る
最
大
規
模
と
い
う
お
話
で
し
た
。
 

・
少
し
難
し
い
部
分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？
 

・
白
川
先
生
、
ご
専
門
の
立
場
か
ら
、
な
に
か
補
足
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
願
い
し
ま
す
。
 

 
 

白
川
先
生

 
 

・
ノ
ー
ト
の
見
方
、
ポ
イ
ン
ト
等
の
補
足
 

11
:3

5
～

 
11

:5
5 

意
見
交
換
 

里
村
事
務
所
長
 

 

・
こ
れ
は
、
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

・
ど
な

た
か

感
想

を
お

願
い
し

た
い

の
で

す
が

。
び

っ
く

り
し
た

こ
と

な
ど

で
も

結
構

で
す

。
メ
モ

さ
れ

た
こ

と
を
少

し
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
。
 

＞
＞
＞
質
疑

；
確
認

＜
＜
＜
 

・
休
憩

前
に

鬼
怒

川
緊

急
対
策

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
話

が
あ

り
ま
し

た
が

、
あ

れ
で

堤
防

が
で

き
れ
ば

も
う

安
心

と
思
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
今
年
、
熊
本
で
は

1
50

ミ
リ
降
っ
て
い
ま
す
。
去
年
よ
り
大
き
な
雨
が
降
ら
な

い
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。
 

＞
＞
＞
質
疑

；
確
認

＜
＜
＜
 

・
先
生
方
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
 

・
関
係
機
関
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
 

＞
＞
＞
質
疑

；
確
認

＜
＜
＜
 

  
 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

11
:5

5
～

 
12

:0
0 

８
．
と
り
ま
と
め

 
里
村
事
務
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
２
８
 

と
り
ま
と
め
 

 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

・
そ
れ
で
は
、
時
間
も
近
づ
い
て
き
ま
し
た
の
で
、
と
り
ま
と
め
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
 

・
今
日
は
、
 

 
①
須
藤
部
長
か
ら
趣
旨
説
明
 

 
③
関
東
・
東
北
豪
雨
の
振
り
返
り
と
鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
 

・
そ
し

て
、

私
か

ら
ノ

ー
ト
の

取
り

扱
い

説
明

を
さ

せ
て

い
た
だ

い
た

後
に

、
休

憩
を

は
さ

ん
で
、

具
体

的
な

マ
イ
・

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
 

 
①
溝
上
危
機
管
理
室
長
か
ら
地
区
の
特
徴
な
ど
（
こ
ん
な
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
）
 

 
②
事
務
所
か
ら
洪
水
の
リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
（
こ
ん
な
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
）
 

・
全
体
を
通
じ
て
、
何
か
ご
ざ
い
ま
す
か
？
 

・
先
生
方
か
ら
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
？
 

 ・
こ
れ
で
「
己
を
知
る
こ
と
」
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
 

・
次
回
は
、
「
彼
を
知
る
こ
と
」
す
な
わ
ち
、
迫
っ
て
く
る
台
風
や
雨
、
水
位
を
知
る
予
定
で
す
。
 

・
そ
れ
ま
で
の
間
に
ご
疑
問
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
市
役
所
や
下
館
河
川
事
務
所
に
ご
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い

。 

 
閉
会
 

 

ス
ラ
イ
ド
２
９
 

今
後
の
予
定
 

 

ス
ラ
イ
ド
３
０
 

ｱ
ﾝ
ｹｰ
ﾄの

協
力
 

・
そ
れ
で
は
、
こ
れ
で
第
一
回
の
検
討
会
を
終
わ
り
ま
す
。
 

・
み
な
さ
ま
、
長
い
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
 

・
次
回

は
、

２
月

５
日

に
本
日

と
同

じ
こ

の
玉

小
学

校
の

体
育
館

で
行

う
予

定
で

お
り

ま
す

。
詳
し

く
は

、
年

明
け
に

ご
案
内
差
し
上
げ
ま
す
。
 

・
今
後

の
検

討
に

役
立

て
た
い

の
で

、
ア

ン
ケ

ー
ト

へ
の

ご
協
力

を
よ

ろ
し

く
お

願
い

し
ま

す
。
お

手
数

で
す

が
、
受

付
を
し
た
と
こ
ろ
に
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
合
わ
せ
て

、
お
貸
し
し
て
い
る
筆
記
用
具
、
名
札
、
ス
リ
ッ
パ
等
の
返
却
も
お
願
い
し
ま
す
。
 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 3-1-5  

第１回若宮戸地区マイ・タイムライン検討会スライド 

 

  



携帯電話やスマートフォンをお持ちの方は、

会場内ではマナーモードに切り替え、

通話はお控えください。

お手元の名札に名前を書いてください。

～みんなでタイムラインプロジェクト～

第１回 マイ・タイムライン検討会

若宮戸地区

平成２８年１１月２７日

常総市立玉小学校



神達 岳志 常総市長

開 会

常総市

各機関紹介



茨城県

各機関紹介

常総警察署

各機関紹介



下妻消防署 石下分署

各機関紹介

水戸地方気象台

各機関紹介



下館河川事務所

各機関紹介

筑波大学
システム情報系社会工学域

川島 宏一 教授

各機関紹介



筑波大学
ｼｽﾃﾑ情報系構造ｴﾈﾙｷﾞｰ工学域

白川 直樹 准教授

各機関紹介

常総市 タイムライン



常総市 タイムライン

･
災害時の防災行動チェックリストで対応の漏れを防止

災害時の判断をサポート

マイ・タイムラインの検討の過程で…

マイ･タイムラインとは…

リスクを認識できる

・自分の家が浸水してしまう
・避難所まで遠い など

！

逃げるタイミングがわかる

・いつ逃げる？
・誰と逃げる？
・危険な場所をよけて逃げるには？

！ コミュニケーションの輪が
広がる

・検討会での意見交換などで、
知り合いになれる

・ご近所とのつながりが強く,太くなる

！

！

！

マイ・タイムラインができると…

準備は
大切だよね

そうだね

私の家では
非常食を
買ったよ

うんうん



モデル地区の住民、常総市、警察署、消防署、茨城県、気象庁、国土交通省下館河川事務所に加え、
各分野の学識者で構成される『マイ・タイムライン検討会』を設置し、住民一人ひとりがそれぞれの
環境に合ったタイムラインを自ら検討する取り組みを進めます。

モデル地区
自分たちの住んでいる地区の洪水リスクを知る 今年度は、若宮戸地区、

根新田地区をモデル地区として、
検討会を進めます。

検討会の進め⽅

洪水時に得られる情報を知り、タイムラインの
考え方を知る

マイ・タイムラインの作成

・過去の洪水を知る
・地形の特徴を知る
・水害リスクを知る

・洪水時に得られる情報とその
読み解き方を知る

・タイムラインの考え方を知る
・洪水時の自らの行動を想定

・一人ひとりのタイムラインを作成

水害リスクを知る

若宮戸地区
マイ･タイムライン

検討会

根新田地区
マイ･タイムライン

検討会

学識者
・筑波大学システム情報系社会工学域

川島宏一 教授
・茨城大学人文学部人文コミュニケーション学科

地球変動適応科学研究機関
伊藤哲司 教授・機関長

・筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域
白川直樹 准教授

自分達の住んでいる地
区が浸水するかを知り
ましょう。

いつ逃げ
はじめた
らいいの
かなあ？

これで、逃げる
タイミングが
わかったわ！国市

住民一人ひとりが
自分自身の行動を記入

時
間

常総市のモデル地区におけるマイ･タイムライン検討会

ステップ1

ステップ２

ステップ３

⻤怒川緊急対策プロジェクトの報告

お手元の

「鬼怒川緊急対策プロジェクト」の

パンフレットとチラシをご覧ください



検討会の進め⽅について

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください

マイ・タイムラインノートについて
マイ・タイムラインノートについて

マイ・タイムラインの検討は、住民一人ひとりに配付する「マイ・タイムライン ノート」に沿って行います。ノート

は、地形の特徴や過去の洪水といった自宅周辺のリスク、洪水発生時に得られる情報などのマイ・タイムライ

ンの検討に当たって抑えておくべき情報を「知る」ことから始め、そこから「気づく」ことや自分自身に置き換えて

「考える」ことを記入していくことで、洪水発生時に自分自身がとるべき防災行動を整理する形で編集していま

す。そして、整理した防災行動を時系列的にとりまとめることによって、最終的に一人ひとりのマイ・タイムライン

が作成できることになります。

ノートは以下の3つの考え方で構成しています。

マイ・タイムラインの検討に当たって抑えておくべき情報を記載しており、検討会で解
説します。メモ欄には、初めて知ったことや驚いたこと、大切だと思ったことを記入し
てください。

知 る

「知る」を通じて得られた知識やメモした事柄を踏まえ、感じたことを記入してくださ
い。検討会での意見交換により、理解を深めます。

気づく

「知る」や「気づく」を踏まえ、自分自身の自宅の状況や家族の構成に置き換えて、安
全に避難するために必要と考えることを記入してください。

考える



休 憩

検討会の進め⽅について

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください



とりまとめ

今後の予定

第２回検討会

日 時：２月５日（日）ＡＭ９：００～１２：３０

場 所：常総市立玉小学校体育館



アンケートへのご協力をお願いします。

回収ボックスを受付に準備しておりますので、記
入後のアンケート用紙を入れてください。

貸出ししているスリッパ、筆記用具、名札も合わ
せて返却お願いします。

『マイ・タイムラインノート』は、
次回検討会にお持ち下さい。



 
 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 3-2-1  
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記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト

住民一人ひとりのマイ・ タイムラインが完成
～ 常総市若宮戸地区において第２回検討会を開催します ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． 対象地区  

常総市若宮戸地区 

２ ． 開催日時 

平成２９年２ 月５ 日（ 日）  ９ ： ０ ０ ～１ ２ ： ３０  

３ ． 開催場所 

茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線玉村駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

４ ． 議事（ 予定）  

・「 マイ・ タイムラインの作成」 など 

５ ． 公開等 

・ 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

・ カメラ撮り等は可能です。  

・ その他、 取材に関する詳細は、 別添資料をご覧下さい。  

※ もう一つのモデル地区（ 根新田地区） の第３回検討会は2月19日に開催予定です。 後日、 お知らせします。  

平成２ ９ 年１ 月３ ０ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、

「 みんなでタイムラインプロジェクト 」 を進めています。  

このたび、 モデル地区の一つである常総市若宮戸地区において、 第２回マイ・ タイムライ

ン検討会を開催します。 この検討会では、 いよいよ、 マイ・ タイムラインが完成します。  

全国ではじめて、住民一人ひとりがそれぞれの環境に合ったタイムラインを持つ自治会が

誕生します。



（ 別添資料）  

第２回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 若宮戸地区） の

開催について（ 報道の方へ）

標記検討会について下記のとおり開催しますので、 お知らせいたします。  

記 

１． 開催日時  

平成２９年２ 月５ 日（ 日）  ９ ： ０ ０ ～１ ２ ： ３０（ 予定）  

２． 開催場所  

茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線玉村駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

３． 検討会の公開 

 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

 カメラ撮り等は可能です。  

４． 報道関係者の受付 

 受付日時 平成２９年２月５日（ 日）  ８： ３０～９： ００まで 

 受付場所 茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

 事前の登録が必要です。 別添登録様式にご記入の上、  

平成２９年２月２日（ 木） １２ ： ００までに、 様式の送付先に送ってく ださい。  

 当日、 受付にて必要事項を記入の後、 係員の指示により会場へ入場をお願いします。  

 スペースが限られているため、 机や椅子が不足する事態もあり得ますが、 ご理解く ださい。  

 当日は、 受付にて「 受付証」 をお渡ししますので着用をお願いします。 なお、 お帰りの際に係

員へ返却下さい。  

５． 取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、 以下の注意事項をご確認いただき、 その遵守へのご協力をお願いします。  

 事務局の指定した場所以外での撮影、 取材は、 ご遠慮く ださい。  

 傍聴席でのＰＣ等の使用は、 議事や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能です。  

 取材に必要となる電源は、 各社（ 各自） にてご用意下さい。  

 携帯電話は、 マナーモードにするか、 電源をお切り下さい。  

 会場では、 発言、 私語、 談論、 拍手等を行わないで下さい。  

 プラカードを掲げたり、 はちまき、 腕章の類を付けたり、 ビラ等の配布を行わないで下さい。  

 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。  

 事故防止の観点から、 取材に当たっては節度ある行動をお願いします。  

 手荷物・ 貴重品等の管理は各自にてお願いします。  

 会議の円滑な進行のため、 係員の誘導、 指示に従って下さい。  

 上記の他、 会議の進行を妨げたり、 会場の秩序を乱す行為をしないで下さい。



■茨城県常総市若宮戸７９４番地 常総市立玉小学校 

最寄り駅： 関東鉄道常総線玉村駅 徒歩１０分です。  

案内図 

別添地図 

常総市立玉小学校

関東鉄道常総線

玉村駅

YAHOO! JAPAN地図 http: //map. yahoo. co. j p/ より 



事 前 登 録 書 

 平成２９年２月５日（ 日） の「 第２回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 若宮戸地区）」 につきま

して、 取材を希望される報道機関におかれましては、 事前に登録をお願いします。  

Ｆ ＡＸ 送信期限： 平成２ ９年２月２日（ 木） １２： ００まで

１． 報道機関名                                    

２． 氏名等 

ご氏名 

（ 代表者のみ）  

連絡先 

（ 電話番号）

メールアドレス 人数 

（ 代表者含む）

車台数

３． 送付先  Ｆ ＡＸ ： ０２９６－２５－３０１９  

４． 事前登録に関する問合せ先 

 国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 調査課長 伊藤 克雄 

Ｔ ＥＬ ： ０２９６－２５－２１７１ 

別添登録様式
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第２回若宮戸地区マイ・タイムライン検討会 

会議配布資料 

  



本･のスケジュール

1. 開会

2. 本日の進め方

3. 前回のおさらい

4. 洪水時に得られる情報と読み解き方について

5. タイムラインの考え方について

休 憩

6. 洪水時の自らの行動を想定について

意見交換

全体発表

休 憩

7. マイ・タイムラインの作成

意見交換

全体発表

8. とりまとめ

9. 閉会

第２回検討会

２月５日

９：００～１２：３０

常総市立玉小学校

資料１



みんなでタイムラインプロジェクト
第２回マイ・タイムライン検討会　若宮戸地区検討会　参加者

機関名 部名・課名 役職 氏名 備考

若宮戸地区 若宮戸南部 自治区長 青柳　清

若宮戸中部 自治区長 小林　健治

若宮戸東部 自治区長 門井　富男

若宮戸西部 自治区長 猪瀬　峰雄

若宮戸若松会 自治区長 芦ケ谷　城

若宮戸曲松会 自治区長 佐藤　一也

若宮戸中央 自治区長 菊池　進

筑波大学システム情報
系社会工学域

教授 川島宏一

茨城大学人文学部人文
コミュニケーション学科

教授 伊藤哲司 学生（1人）

筑波大学システム情報
系構造エネルギー工学
域

准教授 白川直樹 学生（２人）

市長 神達　岳志

市民生活部 部長 須藤　一徳

市民生活部安全安心課 課長 斎藤　健司

市民生活部安全安心課 課長補佐 小林　弘

市民生活部安全安心課 主査兼係長 安田　洋行

市民生活部安全安心課 主事 草間裕介

常総警察署 警備課 課長 清水　健吾

茨城西南地方広域市
町村圏事務組合消防
本部

下妻消防署 石下分署 分署長 栗原　稔

生活環境部
防災・危機管理局
防災・危機管理課

係長 小林　毅史

土木部　河川課鬼怒川
流域緊急対策推進室

室長代理 栗林　俊一

水戸気象台 防災管理官 渡辺　徹

所長 里村 真吾

副所長 須藤 純一

調査課 調査課長 伊藤　克雄

専門員 平出 亮輔

国土交通省
関東地方整備局
下館河川事務所

茨城県

学識者

常総市
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第2回マイ・タイムライン検討会に関するアンケートへのご協･のお願い

今後の取組みの参考とさせていただくため、皆様のご意･をお聞かせください。 

１．今回の検討会の内容は理解できましたか。
【洪･時に得られる情報と読み解き･】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【タイムラインの考え･】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【洪･時の･らの･動を想定】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【マイ・タイムラインの作成】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

２．１．の質問で「分かりにくかった」、「全然分からなかった」と回答した･にお聞きします。

特に分からなかった部分に対して、･由なご意･をお聞かせください。 

→ 

３．本･の検討会に参加して分かったことや気づいたこと、今後どのように役･ちそうか、

･由にご意･をお聞かせください。

→ 

４．第１回検討会に参加された･にお聞きします。

  前回の検討会後におこなったことをお聞かせください。（複数回答有り） 
□･宅でノートを･返した □家族で話し合った □近所の･と話し合った 

□ノートに記載されている参考資料等をパソコン等で･ら確認した 

□市役所または河川事務所に問い合わせた □その他 

→ 

５．第１回検討会に参加された･にお聞きします。

  配布されたノート以外で、欲しい資料や情報等がありましたら、お聞かせください

→ 

資料３



６．２回の検討会を通してのご感想をお聞かせ下さい。

□今後の役に･つ内容だった    □少し難しかったが、参考になった 

□役に･つ内容ではなかった 

その他、感想を･由にご記載ください。 

→ 

7．この検討会を通じて感じた気持ちに近いものを選んでください（ちょうどよいと思われ

た場合はチェック不要）（複数回答有り）

□検討会の回数が多すぎる          □検討会の回数が少なすぎる      

□検討会の時間が･すぎる          □検討会の時間が短すぎる 

□検討会の説明が難しすぎる        □検討会の説明が易しすぎる 

□グループ討議の･数が多すぎる   □グループ討議の･数が少なすぎる 

□ノートの内容が多すぎる      □ノートの内容が少なすぎる 

□ノートの内容が難しすぎる     □ノートの内容が易しすぎる 

□･分で記載する項･が多すぎる   □･分で記載する項･が少なすぎる 

□もう洪･について考えたくない   □これからも洪･について考えていきたい。 

その他、感想を･由にご記載ください。 

→ 

＊ご･･のことをお尋ねします。差･えのない範囲で、以下についてご回答ください

■お名前 （            ） ■お住まい（    地区     ･治会） 

■ご 年 齢 （１０代未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上） 

■ご 職 業 （                  ）   

■家族構成 （     ）･ ※ペットを含まない･数を記･願います。 

□曽祖･・曽祖･  □祖･・祖･･  □･・･  □･供（中学･以上）  

□･供（中学･未満） □乳幼児 □ペット（     ） 

■･の有無  □有（     ）台    □無
アンケートへのご協･、ありがとうございました。



平成２９年２月５日 

避難準備情報等の名称変更に伴うノート の修正のお願い 

平成２８年１２月２６日に内閣府より、 避難準備情報等の名称変更が以下のように公表

されました。  

本検討会で使用されていますマイ・ タイムラインノート につきましても、 修正が必要な

箇所がありますので、 お手数ですが、 修正をお願いいたします。  

＜修正が必要な箇所＞ 

 ①２２ページ 

 ②２９ページ 

 ③３９ページ 

 ④最後のページ（ Ａ３折り込み） のマイ・ タイムライン 

※次頁以降に修正が必要な箇所を赤枠で示していますので、 参考にしてく ださい。  

変更前 変更後

資料４



①２２ページ 



②２９ページ 



③３９ページ 



④最後のページ（ Ａ３折り込み） のマイ・ タイムライン 



■避難の方法

ＳＴＥＰ２
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避難の方法と必要となる準備を記入してみましょう。 早
めの避難の完了を目指しましょう。

気づく

避難の方法
場 所
又は

住 所
手段

①
避難を完了
したい時刻

②
移動に

要する時間
要する準備

（ 例１）
指定の避難所

○○小学校 徒歩 ３時間前 30分

持ち出し品
戸締り

・
・

（ 例２）
遠く の親戚

△△市 自家用車 ４時間前 60分

祖父の薬
戸締り

・
・

自宅

指定
避難所

市内の高台

遠く の
親戚

その他
（ 職場など）
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もっと詳しく 知りたい
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35

■避難所への移動手段
洪水時の移動手段の原則は、 徒歩

移動手段
参考速度

長 所 短 所

徒歩

成人:4km/h     
高齢者3km/h

・ 車が入れない場所でも移
動できる

・ 緊急時の対処が他の手段
に比べ対応しやすい

・ 避難所まで遠
い場合や雨の
中を歩く のは、
高齢者や子供
が大変

自家用車

40km/h  

・ 高齢者や子供を連れて避
難する場合に有効

・ 徒歩に比べて、 移動速度
が速い

・ 雨に濡れずに避難ができ
る

・ 水に浸かると動かなる恐れがある
・ 渋滞にはまる恐れがある
・ 避難所に駐車場がない場合がある
・ 緊急車両の通行

の妨げになる恐
れがある

公共交通機関
電車： 80km/h
バス： 40km/h

・ 一度に多く の人を輸送で
きる

・ 決まった運行場所・ 運行時間のた
め、 各自の避難したいタイミ ング
などと折り合わない恐れがある

・ 避難所に直接たどり着けない

■洪水時の避難の危険性

【 実験データ】
浸水深が0.5m （ 大人の

膝） 程度で、 氾濫流速が
0.7m/s程度でも避難は困難
となります。

【 洪水氾濫時の移動困難事例】
平成24年7月九州北部豪雨での

沖端川の堤防決壊で氾濫流により
移動が困難となっている。

水深は、 ガードレールとほぼ同
じ高さに氾濫水の水面があること
から0.5m～0.6ｍと推算される。

出典： 水害ハザードマップ作成の手引き

出典： 水害ハザードマップ作成の手引き

イラスト 出典： 常総市ハザードマップ避難時の心得
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３ ４ページで書いた時間を参考に整理していきましょう。
一番下の①から時間をさかのぼってかいてみましょう。

■避難のタイミ ングの整理

①
避難を完了
したい時刻

3 時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

4 時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

30 分

要する準備

・持ち出し品

・･締まり

・

・
分

○○･学校（例１）避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

4 時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

5 時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

60 分

分

△△市（遠くの親戚）（例２）避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

分

避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

分

避難の場所

要する準備

・祖･の薬

・･締まり

・

・

要する準備

・

・

・

・

要する準備

・

・

・

・



３ ４ページで書いた時間を参考に整理していきましょう。
一番下の①から時間をさかのぼってかいてみましょう。

■避難のタイミ ングの整理

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

避難の場所

要する準備

・

・

・

・

要する準備

・

・

・

・

要する準備

・

・

・

・

要する準備

・

・

・

・



マイ・ タイムラインについて

① マイ・ タイムラインとは

「 マイ・ タイムライン」 は住民一人ひとりのタイムラインであり、 台風の接近によって河
川の水位が上昇する時に、 自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理し、 とりまと
めるものです。

時間的な制約が厳しい洪水発生時に、 行動のチェックリスト として、 また判断のサポート
ツールとして、 効果を発揮するものと考えています。

しかしながら洪水は自然現象であるため、 マイ・ タイムラインがあれば常に安全というこ
とではなく 、 その都度、 台風・ 降雨・ 河川の状況等を考慮して判断しなければならないこと
にも留意しておく 必要があります。 マイ・ タイムラインに盛り込まれたどの防災行動で台
風・ 降雨・ 河川の状況等が把握できるのかを知っておく ことも重要です。

このたび、 まずは常総市の若宮戸地区と根新田地区をモデル地区として、 一人ひとりの住
民に参加いただく 「 常総市マイ・ タイムライン検討会」 を設置し、 鬼怒川の水位上昇を対象
にマイ・ タイムラインの検討を進めます。 検討の過程で、 住民一人ひとりが、 自分自身に
合った避難に必要な情報・ 判断・ 行動を把握し、 マイ・ タイムライン作成時には、 いわば
「 自分の逃げ方」 を手に入れられるように取り組んでいく こととしています。

② マイ・ タイムラインノート とは

マイ・ タイムラインの検討は、 住民一人ひとりに配付する「 マイ・ タイムライン ノー
ト 」 に沿って行います。 ノート は、 地形の特徴や過去の洪水といった自宅周辺のリスク、 洪
水発生時に得られる情報などのマイ・ タイムラインの検討に当たって抑えておく べき情報を
「 知る」 ことから始め、 そこから「 気づく 」 ことや自分自身に置き換えて「 考える」 ことを
記入していく ことで、 洪水発生時に自分自身がとるべき防災行動を整理する形で編集してい
ます。 そして、 整理した防災行動を時系列的にとりまとめることによって、 最終的に一人ひ
とりのマイ・ タイムラインが作成できることになります。

ノート は以下の3つの考え方で構成しています。

Ⅰ． 「 知 る」 ： マイ・ タイムラインの検討に当たって抑えておく べき情報を記載してお
り、 検討会で解説します。 メモ欄には、 初めて知ったことや驚いたこと、
大切だと思ったことを記入してく ださい。

Ⅱ． 「 気づく 」 ： 「 知る」 を通じて得られた知識やメモした事柄を踏まえ、 感じたことを
記入してく ださい。 検討会での意見交換により、 理解を深めます。

Ⅲ． 「 考える」 ： 「 知る」 や「 気づく 」 を踏まえ、 自分自身の自宅の状況や家族の構成に
置き換えて、 安全に避難するために必要と考えることを記入してく ださ
い。

③ マイ・ タイムラインノート の作成後

今回検討するマイ・ タイムラインは基礎的なものであり、 例えば、 洪水が発生する時間帯
によってはさらに早めの避難が必要になるなど、 実際の洪水時を想定した応用動作が想定さ
れます。 今後、 家族や地域で話し合うなどし、 防災行動を追加していく ことも考えられます。

またマイ・ タイムラインは、 一度作ったらおしまいというものではなく 、 自分自身の置か
れている環境の変化に応じて変更していく ことが望ましいと考えられます。 例えば、 家族が
増えたとき、 勤務先や学校が変わったときなど、 あらためてノート を見直して、 必要な防災
行動を整理していく ことが望ましいと考えられます。

来たるべき洪水に備えて、 マイ・ タイムラインを活用し、 逃げ遅れゼロに向けてさらなる
地域の取り組みが積み重ねられることを期待しています。

平成28年11月13日
常総市マイ・ タイムライン検討会 運営会議

みんなでタイムラインプロジェクト



３日前 ○テレビの天気予報を注意

２日前

１日前

○携帯電話の充電

水防団待機水位到達

はん濫注意水位到達

○携帯電話の充電

○川の水位をインターネットで確認

○移動に時間のかかる人は、市内の
　 指定避難所への避難の開始を判断

○市内の高台への避難の開始を判断

-5h 避難判断水位到達 ○川の水位をインターネットで確認

○市内の指定避難所への避難を判断

-3h はん濫危険水位到達 ○川の水位をインターネットで確認

○市内の高台への避難を完了

○市内の指定避難所への避難を完了

○テレビで洪水予報の確認

○携帯メールで緊急速報メールを受信

○自宅内の浸水が想定されない場所
　 で身の安全を確保

0h 氾濫が発生

○携帯メールで緊急速報メールを
　 受信

半日前

○家族全員の今後の予定を確認

○隣町の親戚の家に家族みんなで
　 避難することを電話

○通行止め情報がないかインターネット
　 で確認

○家族全員の今後の予定を再確認

○家の周りに風で飛ばされない
　 ようなものはないか確認

○テレビ、インターネット、携帯メール
　 等で雨や川の様子に注意

○１週間分の薬を病院に受け取りに
　 行く

○ハザードマップで避難場所、避難手段を
  確認

○台風予報

○台風に関する栃木県、
　 茨城県気象情報(随時)

◇大雨注意報・洪水注意報

○台風に関する今後の見通し

◇大雨警報・洪水警報

上流域（日光等）での大雨特別警報

○携帯メールで避難勧告、避難指示
　 （緊急）を受信

○要支援者施設に洪水予報
　（はん濫注意情報）を伝達

○避難所の開設

◇大雨特別警報　(緊急速報メール)

◇暴風警報

○避難勧告又は
避難指示(緊急)を発令

○避難準備・高齢者等避難開始
を発令

○テレビで洪水予報の確認

○マイ・タイムラインを確認
○防災グッズの準備（不足があれば買い
　 出しへ）

○テレビで洪水予報の確認

○携帯メール等で避難準備・高齢者等
　 避難開始の受信

○隣町への避難完了

○隣町への避難の開始を判断

住民等（例）

作成年月日 年 月 日常総市 地区 家 鬼怒川マイ・タイムライン
行政情報

（黒：気象・水象情報青：下館河川事

務所 緑：常総市）

遠出をする予定がある場

合は、 今後の気象情報に

注意しましょう。場合に

よっては、 予定のキャン

セルも視野にいれて行動

しましょう。

事前に準備しておきましょ

う。

風でとばされそうな植木

鉢、自転車、 農機具の片

づけ、 ビニールハウスの

点検などはすませておき

ましょう。

避難する場所が遠い場合

は、早めに避難行動を開

始することも考えましょ

う。

避難を開始する前に、交

通情報や渋滞情報、地域

の浸水情報などを収集し

ましょう。

移動中も市からの情報を

常に収集しましょう。

防災行政無線や広報車な

どでも情報は提供されて

います。

避難が完了しても、 情報

は収集するようにしま

しょう。

移動中に情報を収集でき

るように、携帯電話等の

充電をしておきましょう。

洪水予報(はん濫危険情報)発表

緊急速報メール

（河川氾濫のおそれがある情報）

洪水予報(はん濫発生情報)

緊急速報メール

（氾濫が発生した情報）

作成のポイント

雨
風
が
強
く
な
る
前
に
行
う
べ
き
事
項
を
す
ま
せ
て
お
く
時
期

水
位
等
の
状
況
を
把
握
し
つ
つ
避
難
に
要
す
る
時
間
に
応
じ
て
避
難
行
動
を
開
始
す
る
時
期

身
の
安
全
を
確
保
す
べ
き
時
期

必要なものを確認しま

しょう。

また、 最初に戻って作成

したマイ・ タイムライン

を確認しましょう。

洪水予報(はん濫警戒情報)発表

洪水予報(はん濫注意情報)発表



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 3-2-3  

第２回若宮戸地区マイ・タイムライン検討会 

使用した機材・備品及び配席図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■：配席図 

 

 

 



 

 

■使用した機材および備品： 

映像・音響機材 

音響機器一式 スクリーン プロジェクター ノートパソコン 

マイク 延長コード   

備品 

ボールペン サインペン 名札（4 種類） ポップスタンド 

三角プレート 指し棒 レーザーポインター 三角コーン 

ホワイトボード 机・椅子 スリッパ ジェットヒーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 3-2-4  

第 2 回若宮戸地区マイ・タイムライン検討会 進行表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■
進

行
表

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

<第
２

回
若

宮
戸

地
区

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

検
討

会
> 

時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

9:
00

 
１
．
開
会

 
里
村
事
務
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
２

 
会
議
名
表
示

 

・
そ
れ
で
は
、
定
刻
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
た
だ
い
ま
よ
り
、
常
総
市
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
（
若
宮
戸
地
区

）
第
２
回
検
討
会
を
始
め
ま
す
。

 
・
進
行
を
務
め
ま
す
、
国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
長
の
里
村
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
お
配
り
し
て
い
る
「
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
沿
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 
・
ま
ず
、
１
．
開
会
と
い
う
こ
と
で
、
須
藤
部
長
に
ご
挨
拶
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

9:
02

 
挨
拶

 
須
藤
部
長

 
ス
ラ
イ
ド
３

 
常
総
市
長
名

 
・
ご
挨
拶

 

9:
05

 
議
事
進
行

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
そ
れ
で
は
、
本
日
の
進
め
方
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

 

～
 

9:
10

 
２
．
本
日
の

 
 
 
進
め
方

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
も
う
一
度

、「
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
現
在

、「
２
．
本
日
の
進
め
方
」
で
す
。

 
・
こ
の
あ
と

、「
３

．
前
回
の
お
さ
ら
い
」
へ
進
ん
で
ま
い
り
ま
す

。
前
回
１
１
月
２
７
日
か
ら
少
し
間
が
空
い
て
い
ま

す
（
し
、
本
日
は
じ
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
）
の
で
、
ざ
っ
と
お
さ
ら
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
そ
の
後

、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
ノ
ー
ト
に
沿
っ
て

、「
洪
水
時
に
得
ら
れ
る
情
報
と
読
み
解
き
方

」、
「
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
考
え
方
」
と
前
回
同
様
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

 
・

そ
し

て
、

休
憩

を
挟

ん
で
、

皆
さ

ん
に

「
洪

水
時

の
自

ら
の
行

動
を

想
定

」
し

て
い

た
だ

き
、
再

度
休

憩
を

は
さ
ん

で
、
い
よ
い
よ
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
」
へ
と
進
み
ま
す
。

 
・
本
日
は

、
３
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
座
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す

。「
洪
水
時
の
自
ら
の
行
動
を
想
定
」
と
「
マ

イ
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
作

成
」

で
は

、
グ
ル

ー
プ
ご
と

に
意

見
交

換
を

し
て
い

た
だ

き
、

理
解

を
深

め
て

い
た
だ

く
予
定
で
す
。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
の
様
子
を
共
有
す
る
「
全
体
発
表
」
も
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
最
後
に
、
本
日
の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
、
お
開
き
の
予
定
で
す
。

 
 ・
ま
た
、
一
つ
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

 
・
第

1
回
目
の
検
討
会
で
も
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
は
、
全
国
で
も
初
め
て
の
取

組
で

、
こ

の
若

宮
戸

と
根

新
田

の
２

地
区
を

モ
デ
ル
地

区
と

し
て

行
っ

て
い
ま

す
。

今
後

、
こ

の
検

討
会

を
市
内

の
み

な
ら
ず

流
域

、
さ

ら
に

は
全

国
へ

展
開
し

て
い
く
た

め
、

皆
様

が
マ

イ
・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
を

作
ら

れ
た

後
に
、

皆
様
の
ノ
ー
ト
を
一
旦
お
借
り
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
・

本
日

、
検

討
会

が
終

わ
っ
た

後
に

、
ご

自
宅

で
マ

イ
・

タ
イ
ム

ラ
イ

ン
を

完
成

さ
せ

て
い

た
だ
き

、
机

の
上

に
お
い

て
あ

る
茶

色
の

封
筒

で
事

務
局

へ
お

送
り
い

た
だ
き
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま
す

。
茶

色
の

封
筒

の
中

に
は

、
も
う

一
つ

封
筒
が

入
っ

て
い

ま
す

。
こ

ち
ら

は
、
事

務
局
か
ら

の
返

信
用

封
筒

で
す
。

宛
名

に
、

ご
自

宅
の

ご
住

所
を
書

い
て
、
同
封
願
い
ま
す
。

 
・
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
恐
縮
で
す
が
、
２
月
１
２
日
ま
で
に
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。 
 ・
皆
様

の
ノ

ー
ト

を
参

考
に
、

全
国

へ
広

げ
る

た
め

の
「

マ
ニ
ュ

ア
ル

・
手

引
き

書
」

を
作

り
た
い

と
思

っ
て

お
り
ま

す
。
よ
い
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
い
「
手
引
き
書
」
に
な
る
よ
う
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 ・
そ
れ
で
は
、
早
速

、「
前
回
の
お
さ
ら
い
」
に
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
常
総
市
 
斎
藤
課
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

 

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

9:
10

 
～

 
9:

12
 

３
．
こ
れ
ま
で
の
 

 
 お

さ
ら
い

 
斉
藤
課
長

 
 

・
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
ノ
ー
ト
の
目
次
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

 
・
前
回
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 
・
１
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
下
さ
い

。「
は
じ
め
に
」
で
は
、
昨
年
の
洪
水
時
の
行
動
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
・
２
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
下
さ
い
。「

地
区
の
特
性
」
で
は
、
常
総
市
全
体
と
こ
の
根
新
田
地
区
の
人
口
構
成
や
世
帯
数
な

ど
を
皆
さ
ん
で
共
有
し
ま
し
た
。

 
・
４
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
下
さ
い

。「
過
去
の
洪
水
か
ら
学
ぶ
」
で
は

、
常
総
市
が
鬼
怒
川
・
小
貝
川
に
よ
る
洪
水
の
常
襲

地
帯

で
あ

る
こ

と
を

、
５

ペ
ー

ジ
で

は
「
地

形
の
特
徴

か
ら

学
ぶ

」
で

、
鬼
怒

川
と

小
貝

川
の

水
面

の
高

さ
と
常

総
市
の
地
盤
の
低
さ
、
治
水
地
形
分
類
図
で
こ
の
地
域
の
地
質
的
な
成
り
立
ち
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
・
そ
し
て
、
１
０
ペ
ー
ジ
で
は
、「

最
近
の
雨
の
降
り
方
と
傾
向
」
で
、
近
年
、
雨
の
降
り
方
が
激
し
く
な
っ
て
き
て
い

る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
・
最
後
に

、
１
２
ペ
ー
ジ
の
「
想
定
最
大
規
模
の
雨
で
鬼
怒
川
が
氾
濫
し
た
ら
」
と
い
う
こ
と
で

、
浸
水
想
定
区
域
図

、
深

さ
だ
け

で
な

く
、

水
が

引
く

ま
で

の
時
間

や
家
屋
倒

壊
の

可
能

性
が

あ
る
箇

所
な

ど
い

ろ
い

ろ
な

図
が

あ
り
ま

し
た

が
、
こ

の
浸

水
想

定
区

域
図

を
見

て
い
た

だ
き
ま
し

た
。

ま
た

、
氾

濫
シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

の
結

果
か

ら
、
ご

自
身

の
近
く

の
堤

防
が

決
壊

し
た

場
合

は
も
ち

ろ
ん
、
上

流
や

下
流

で
氾

濫
し
て

も
、

水
が

回
り

込
ん

で
く

る
こ
と

を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
・

前
回

検
討

会
で

は
ア

ン
ケ
ー

ト
に

ご
協

力
い

た
だ

き
ま

し
た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果
で

は
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
の
多
く
に
ご
理
解
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
が

、「
資
料
の
説
明
が
短
時
間
で
理
解
に
苦
労

し
た

」
等

の
ご

指
摘

も
い

た
だ

き
ま

し
た
の

で
、
今
回

は
、

各
グ

ル
ー

プ
に
事

務
局

メ
ン

バ
ー

が
サ

ポ
ー

ト
し
ま

す
の
で
、
そ
の
あ
た
り
も
配
慮
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・

最
後

に
、

前
回

お
配

り
し
た

ノ
ー

ト
に

ミ
ス

プ
リ

ン
ト

が
あ
り

ま
し

た
。

２
箇

所
修

正
を

お
願
い

し
ま

す
。

前
の
画

面
で
修
正
箇
所
を
表
示
し
ま
す
。

 
・

ま
ず

は
、

４
ペ

ー
ジ

で
す
。

鬼
怒

川
・

小
貝

川
で

堤
防

が
決
壊

し
た

場
所

で
、

右
側

の
表

の
上
か

ら
３

番
目

に
下
館

市
と

記
載

し
て

あ
り

ま
す

が
、

下
妻

市
の
間

違
い
で
す

。
修

正
を

お
願

い
い
た

し
ま

す
。

も
う

一
点

、
１

０
ペ
ー

ジ
の

右
下
に

熊
本

の
大

雨
の

文
章

が
あ

り
ま
す

。
こ
こ
に

熊
本

県
佐

用
町

と
記
載

し
て

あ
り

ま
す

が
、

甲
佐

町
（
こ

う
さ
ま
ち
）
の
間
違
い
で
す
。
失
礼
し
ま
し
た
。
お
手
数
で
す
が
、
修
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

9:
12

 
～

 
9:

14
 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
こ
こ
で
、
私
か
ら
数
点
ご
報
告
が
あ
り
ま
す
。

 
・

前
回

検
討

会
で

、
ノ

ー
ト
の

９
ペ

ー
ジ

に
あ

り
ま

す
若

宮
戸
地

区
の

治
水

地
形

分
類

図
の

作
成
時

期
を

教
え

て
ほ
し

い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
国
土
地
理
院
に
確
認
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
平
成
２
３
年
に
調
査
し
た
も
の
で
あ
り

、
背

景
の
地

形
図

は
昭

和
４

０
年

以
降

の
形
状

で
あ
る
と

の
回

答
を

い
た

だ
き
ま

し
た

の
で

、
こ

の
場

を
借

り
て
報

告
い
た
し
ま
す
。

 
・

ま
た

、
前

回
検

討
会

の
「
過

去
の

洪
水

か
ら

学
ぶ

」
の

と
こ
ろ

で
、

昭
和

１
３

年
の

鬼
怒

川
の
常

総
市

と
小

貝
川
の

下
妻

市
は

同
じ

日
に

発
生

し
た

の
か

確
認
し

て
ほ
し
い

と
い

う
お

話
し

が
あ
り

ま
し

た
。

利
根

川
百

年
史

な
ど
の

文
献

を
調
べ

て
み

ま
し

た
と

こ
ろ

、
昭

和
１
３

年
は
６
月

か
ら

７
月

に
か

け
て
鬼

怒
川

、
小

貝
川

で
浸

水
被

害
が
あ

っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
同
じ
日
か
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
・

昭
和

２
４

年
に

若
宮

戸
が
越

水
し

て
い

る
と

い
う

お
話

が
あ
り

ま
し

た
。

昭
和

２
４

年
も

同
様
に

浸
水

被
害

が
頻
発

し
て
い
た
こ
と
は
確
認
で
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
地
名
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
文
献
は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

。 
・

こ
の

検
討

会
を

と
お

し
て
、

文
献

に
載

っ
て

い
な

い
こ

と
も
共

有
で

き
る

と
い

う
こ

と
、

ま
さ
に

検
討

会
の

意
義
だ

と
思
い
ま
す
。
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

9:
14

 
～

 
9:

15
 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
こ
こ
ま
で
が
、
前
回
の
お
さ
ら
い
で
す
。
皆
様
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

 
・
前
回
参
加
さ
れ
た
際
の
感
想
で
も
結
構
で
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

 
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

 
・

前
回

申
し

上
げ

ま
し

た
。
古

の
中

国
の

兵
法

家
で

あ
る

孫
子
曰

く
「

彼
を

知
り

己
を

知
れ

ば
、
百

戦
し

て
殆

う
か
ら

ず
」

敵
を

知
り

自
分

を
知

る
な

ら
ば

、
絶
対

に
負
け
る

心
配

は
な

い
～

と
。
前

回
の

検
討

会
で

己
を

知
っ

て
い
た

だ
き

ま
し
た

。
い

よ
い

よ
ス

テ
ッ

プ
２

で
す
。

彼
・
敵
を

知
る

～
今

回
の

敵
は
台

風
で

あ
り

、
雨

で
あ

り
、

川
の
水

位
で

す
。
こ

れ
ら

か
ら

逃
げ

切
る

た
め

に
、
ど

の
よ
う
な

情
報

を
、

ど
う

や
っ
て

得
れ

ば
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
？
そ

の
あ
た
り
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
伊
藤
課
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

 

9:
15

 
～

 
9:

20
 

４
．
洪
水
時
に
得

ら
れ
る
情
報
と

読
み
解
き
方

 
伊
藤
課
長

 
ノ
ー
ト
Ｐ
２
２

 

・
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
ノ
ー
ト
の

22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
６
．
洪
水
時
に
得
ら
れ
る
情
報
と
読
み
解
き
方
で
す
。

 
・
前
回
同
様

、
初
め
て
知
っ
た
こ
と
や
大
切
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
、
ノ
ー
ト
に
〇
を
つ
け
た
り
、
メ
モ
欄
、
こ
こ
で
は

、
少
し
小
さ
い
で
す
が
、

23
ペ
ー
ジ
の
下
で
す
。
に
メ
モ
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 
・
さ
て
、
こ
こ
で
は
、
洪
水
時
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
得
ら
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

、
ど
の
よ
う
に
役
に
立
つ
の
か
、
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 ・

22
ペ
ー
ジ
に
は
、
同
じ
よ
う
な
表
が
上
下
２
つ
書
い
て
あ
り
ま
す
。

 
・

ま
ず

上
段

か
ら

で
す
が

、
こ

の
表

に
は

「
避

難
す

る
た
め

に
は

ど
ん

な
情

報
を

知
れ

ば
い
い

の
か

？
」
、
「

時
々

刻
々

と
変
化
す
る
中
で
何
を
気
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
」
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 
・
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
と
、
台
風
が
遠
く
太
平
洋
で
発
生
し
ま
し
て
、
そ
の
後
近
づ
く
に
つ
れ
て
雨
が
降
り
出
し

、
そ

の
雨
が

集
ま

っ
て

川
の

水
位

が
あ

が
り
ま

す
、
そ
し

て
危

険
度

が
上

が
っ
て

く
る

と
避

難
す

る
、

と
い

う
流
れ

に
な

り
ま
す

が
、

端
的

に
申

し
上

げ
る

と
、
そ

の
順
、
つ

ま
り

、
台

風
、

雨
、
川

、
避

難
の

順
に

情
報

を
と

っ
て
い

た
だ
く
の
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
表
で
は
そ
れ
を
縦
に
並
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
右
側
に
そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト

、
そ

の
際
特

に
チ

ェ
ッ

ク
し

て
ほ

し
い

情
報
、

例
え
ば
、

こ
こ

常
総

の
お

天
気
だ

け
じ

ゃ
な

く
、

上
流

の
宇

都
宮
や

日
光
の
お
天
気
も
気
に
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 
 ・
そ
し
て
、
下
段
の
表
に
は
、
そ
の
情
報
を
ど
こ
で
得
ら
れ
る
か
、
主
な
手
段
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

 
・

ま
た

、
次

ペ
ー

ジ
以

降
の
「

も
っ

と
詳

し
く

知
り

た
い

」
の
と

こ
ろ

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ド
レ

ス
な

ど
、

よ
り
具

体
的
な
入
手
先
を
、
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 
 ・
今
日
、
ご
自
宅
に
戻
ら
れ
た
あ
と
に
で
も
、
ど
の
情
報
が
見
や
す
い
か
一
度
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す

。
平

常
時
に

確
認

し
て

お
く

こ
と

で
、

い
ざ
と

い
う
と
き

に
も

す
ぐ

に
チ

ェ
ッ
ク

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
知

り
た
い

雨
量

が
、
知

り
た

い
水

位
が

、
画

面
の

ど
こ
に

表
示
さ
れ

て
い

る
の

か
、

こ
こ
に

書
い

て
あ

る
の

は
あ

く
ま

で
最
初

の
画
面
で
す
。
常
総
の
デ
ー
タ
は
ど
こ
か
、
日
光
の
デ
ー
タ
は
ど
う
か
、
普
段
か
ら
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

 
・

な
お

、
最

近
で

は
、

ケ
ー
ブ

ル
テ

レ
ビ

の
情

報
も

充
実

し
て
い

ま
す

し
、

テ
レ

ビ
局

の
ア

プ
リ
や

気
象

情
報

サ
ー
ビ

ス
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

 
 ・
こ
こ
で
紹
介
し
た
も
の
以
外
に
も
情
報
の
入
手
は
可
能
で
す
。

 
・
こ
こ
ま
で
で
感
じ
た
こ
と
、
感
想
な
ど
が
あ
れ
ば
、

25
ペ
ー
ジ
の
気
づ
く
欄
に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

 



 
 

時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

9:
20

 
～

 
9:

25
 

質
問

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
洪
水
時
に
得
ら
れ
る
情
報
と
読
み
解
き
方
で
し
た
。

 
 ・

本
当

は
、

画
面

の
見

方
な
ど

、
詳

し
く

で
き

れ
ば

よ
い

の
で
す

が
、

実
際

の
も

の
を

ご
覧

い
た
だ

い
た

方
が

よ
い
と

思
い

ま
す

の
で

、
ご

自
宅

に
帰

ら
れ

て
か
ら

、
ぜ
ひ
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。
そ
し

て
、

見
方

が
わ

か
ら

な
い

な
ど
が

あ
れ

ば
、
河

川
事

務
所

や
市

役
所

に
お

聞
き
い

た
だ
い
て

も
よ

い
で

す
が

、
地
区

の
中

で
教

え
あ

う
と

い
っ

た
こ
と

も
大
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 
 ・
何
か
ご
質
問
や
こ
こ
が
分
か
ら
な
か
っ
た
な
ど
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・

さ
あ

、
こ

れ
で

「
彼

を
知
る

」
方

法
も

知
っ

て
い

た
だ

け
ま
し

た
。

あ
と

は
、

こ
の

「
彼

」
と
「

己
」

を
知

る
情
報

を
う
ま
く
使
え
ば

、「
百
戦
し
て
殆
う
か
ら
ず
」
の
状
態
に
な
り
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
先
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
斎
藤
課
長
、
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

9:
25

 
～

 
9:

30
 

５
．
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
考
え
方

 
斉
藤
課
長

 
ノ
ー
ト

 
Ｐ
２
６
～
Ｐ
２
９

 

・
続
い
て
、
ノ
ー
ト
の

26
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
７
．
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方
で
す
。

 
・「

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
語
で
は
時
間
軸
と
で
も
訳
せ
ば
よ
ろ
し
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
洪
水
の
発
生
に
備
え
て
、
時
系
列
的
に
防
災
行
動
を
整
理
し
た
も
の
を
言
い
ま
す
。

 
・

26
ペ
ー
ジ
に
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
ま
し
た
。
一
番
下
が
氾
濫
の
発
生
時
点
で
す
。
こ
こ
を
ゼ
ロ
時
と
し
て
、
そ
こ
か
ら

上
に
、

3
時
間
前
、

5
時
間
前
と
上
に
行
く
ほ
ど
時
間
が
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
氾
濫
発
生
の
前
、
ど
ん
な
時
間
で
ど
ん

な
準
備
を
す
る
の
か
、
時
系
列
で
整
理
を
し
た
も
の
で
す
。

 
・

こ
こ
に

は
写
真

も
貼

っ
て
あ

り
ま

す
の
で

、
イ
メ

ー
ジ

し
な
が

ら
ご

覧
く
だ

さ
い
。

例
え

ば
、

3
日
前

。
台
風

が
発

生
し

て
関

東
地

方
に

向
か

っ
て

く
る

ぞ
～
と

い
う
と
き

に
は

天
気

予
報

を
注
意

し
、

時
間

が
進

ん
で

、
い

よ
い
よ

明
日

上
陸
～

や
関

東
・

東
北

豪
雨

の
時

の
よ
う

な
大
雨
が

降
り

出
し

た
～

と
い
う

と
き

に
は

半
日

前
で

す
。

ハ
ザ
ー

ド
マ

ッ
プ
の

再
確

認
を

し
た

り
、

さ
き

ほ
ど
の

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
を

見
て

情
報
収

集
し

た
り

し
ま

す
。

そ
し

て
、
い

よ
い
よ
川
の
水
位
が
上
が
り
、
あ

と
3
時
間
で
あ
ふ
れ
る
ぐ
ら
い
に
ま
で
高
く
な
る
時
に
は
、
避
難
を
完
了
し
て
お
く

～
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

 
・
２
７
ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
す
。

 
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
は
平
常
時
と
災
害
時
、
２
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

 
・
平
常
時
の
役
割
と
し
て
は
、
こ
の
検
討
会
を
通
じ
て
皆
さ
ん
が
ま
さ
に
体
験
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

 
・
ま
ず
は
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
リ
ス
ク
を
認
識
で
き
ま
す
。

S
T

E
P
１
で
皆
さ
ん
に
も
や
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

 
・
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
避
難
の
速
さ
や
距
離
が
異
な
り
ま
す
が
、
自
分
の
逃
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
り
ま
す
。

 
・
そ
し
て
、
こ
の
あ
と
皆
さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で
、
ご
近
所
の
輪
が
よ
り
強
く

、
太
く
な
り
ま
す
。

 
・

一
方

、
災

害
時

に
は

、
作
成

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

が
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
に

な
り

、
対

応
の

漏
れ
を

防
ぐ

こ
と

が
で
き

ま
す

。
ま

た
、

今
こ

の
行

動
に

踏
み

切
っ
て

い
い
の
か

？
と

迷
っ

た
と

き
に
は

、
判

断
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

心
強
い

ツ
ー
ル
に
も
な
り
ま
す
。

 
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

は
最

初
か
ら

完
璧

な
も

の
を

作
る

こ
と

は
難
し

い
と

思
い

ま
す

。
む

し
ろ

、
作
っ

て
み

て
、

そ
れ
を

実
際

の
洪

水
時

に
利

用
し

た
り

、
訓

練
で
使

用
し
た
り

し
て

、
ど

ん
ど

ん
追
加

・
改

訂
し

、
強

化
し

て
い

く
も
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
防
災
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

 

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

9:
25

 
～

 
9:

30
 

５
．
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
考
え
方

 
斉
藤
課
長

 
ノ
ー
ト

 
Ｐ
２
６
～
Ｐ
２
９

 

・
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
す
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
り
ま
す
。

 
・
次
の

28
ペ
ー
ジ
に
は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
使
用
時
の
注
意
点
と
心
得
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

 
・
ま
ず
、
注
意
で
す
が
、
茶
色
の
文
字
で
４
点
記
載
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
書
い
て
は
あ
り
ま
す
が
、
要
は

、「
洪
水

は
自
然
現
象
な
の
で
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
記
載
さ
れ
た
事
項
が
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
想
定
し
た
と
お
り
に
進
行
す
る

と
は
限
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
お
り
ま
す
。

 
・

皆
さ

ん
「

当
た

り
前

の
こ
と

だ
」

と
思

わ
れ

る
か

も
し

れ
ま
せ

ん
が

、
こ

れ
を

し
っ

か
り

と
認
識

し
て

お
く

こ
と
に

よ
り
、
よ
り
的
確
な
防
災
行
動
が
実
施
で
き
ま
す
。

 
・
次
に
、
青
字
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
使
う
上
で
の
心
得
と
し
て
３
項
目
を
書
い
て
お
り
ま
す
。

 
・

あ
く

ま
で

行
動

の
目

安
で
あ

る
と

い
う

こ
と

、
こ

ま
め

な
情
報

収
集

が
必

要
と

い
う

こ
と

、
そ
し

て
、

そ
の

情
報
を

も
と
に
臨
機
応
変
な
対
応
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
・
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
の
で
、
ご
自
宅
へ
帰
ら
れ
て
か
ら
、
も
う
一
度
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 
・
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
２
９
ペ
ー
ジ
に
、
現
在
、
常
総
市
で
使
っ
て
い
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 
・
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
緑
色
の
常
総
市
の
欄
で
す
が
、
－
５
ｈ
の
少
し
上
に
茶
色
で
「
避
難
準
備
情
報
を
発
令
す
る

」
と
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
水
害
を
受
け
て
、
こ
の
「
避
難
準
備
情
報
」
は
「
避
難
準
備
・
高
齢
者
等
避
難
開
始
」
に
昨

年
末
改
称
さ
れ
ま
し
た

。
ま
た
、
－
３
ｈ
の
少
し
上
に
赤
字
で
「
避
難
勧
告
又
は
避
難
指
示
を
発
令
す
る
」
と
な
っ

て
い

ま
す

が
、

こ
の

「
避

難
指
示
」

は
「
避

難
指

示
（

緊
急

）
」

に
改
称

さ
れ
て

い
ま

す
。

本
日

は
、
資
料

４
に

修
正
内
容
と
修
正
箇
所
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
宅
で
確
認
し
て
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。

 

9:
30

 
～

 
9:

35
 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

に
つ

い
て
、

イ
メ

ー
ジ

で
き

ま
し

た
で

し
ょ
う

か
？

長
所

も
多

い
で

す
が

、
短
所

も
あ

る
と

い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
し
て
、
そ
の
短
所
を
把
握
し
た
う
え
で
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
願
い
し
ま
す
。

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・

そ
し

て
、

い
よ

い
よ

洪
水
発

生
時

の
ご

自
身

の
行

動
を

想
定
し

て
い

た
だ

き
ま

す
が

、
こ

こ
で
休

憩
を

入
れ

ま
す
。

９
時

40
分
か
ら
再
開
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
9:

35
 

～
 

9:
40

 

（
休
憩
）

 
（
５
分
間
）

 
 

 
 

9:
40

 
～

 
9:

52
 

６
．
洪
水
時
の
自

ら
の

行
動

を
想

定
 

里
村
事
務
所
長

 
ノ
ー
ト
Ｐ
３
０

 
・

そ
れ

で
は

、
ノ

ー
ト

の
３
０

ペ
ー

ジ
の

「
洪

水
時

の
自

ら
の
行

動
を

想
定

」
に

は
い

り
ま

す
。
こ

こ
で

は
、

最
初
に

資
料
の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
ま
ず
は
、
説
明
で
す
。
斎
藤
課
長
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 
 

斉
藤
課
長

 
ノ
ー
ト
Ｐ
３
０

 

・
そ
れ
で
は
、
ノ
ー
ト
の

30
ペ
ー
ジ
で
す

。「
８
．
洪
水
時
の
自
ら
の
行
動
を
想
定
」
と
い
う
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う

と
き
に
ご
自
身
が

、
ご
家
族
が
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ
き
な
の
か
、
ま
た

、
そ
れ
に
は
ど
ん
な
準
備
が
必
要

な
の
か
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・

ま
ず

は
、

上
の

表
で

す
。
ご

家
族

の
そ

れ
ぞ

れ
で

避
難

時
に
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

こ
と

を
整

理
し
た

い
と

思
い

ま
す
。

後
ほ
ど
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
記
入
の
時
間
を
と
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

左
か

ら
、

お
名

前
、

年
齢
と

あ
り

、
次

に
「

必
需

品
」

と
い
う

欄
が

あ
り

ま
す

。
避

難
所

な
ど
で

は
水

や
食

料
な
ど

は
手
に
入
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
、
例
え
ば
、
こ
こ
に
例
と
し
て
書
い
て
い
る
「
血
圧
の
薬
」
な
ん
か
は
毎
日
飲

ま
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
避
難
所
で
は
手
に
入
り
ま
せ
ん
。
毎
日
使
っ
て
お
ら
れ
る
も
の
、
避
難
所
で
な
く
て
困
る

も
の
な
ん
か
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

9:
40

 
～

 
9:

52
 

６
．
洪
水
時
の
自

 
ら

の
行

動
を

想
定

 

斉
藤
課
長

 
ノ
ー
ト
Ｐ
３
０

 
・
次
に

、「
昼
の
居
場
所
」
欄
で
す
が
、
例
に
書
い
て
い
る
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
や
、
職
場
・
学
校
な
ど
、
ご
自
宅
以
外

で
長
く
お
ら
れ
る
場
所
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
そ
の
他
、
注
意
す
べ
き
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
備
考
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・

そ
し

て
、

表
の

下
で

す
が
、

車
を

お
持

ち
の

方
は

「
有

」
に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
隣

の
カ

ッ
コ

に
台
数

や
乗

れ
る

人
数
な

ど
を
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
水
害
時
の
避
難
先
と
し
て
受
け
入
れ
て
く
れ
る
場
所
が
あ
る
か
、
ペ
ッ
ト

の
有
無
な
ど
も
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 
・

こ
の

ペ
ー

ジ
の

下
段

に
は
避

難
の

方
法

を
ま

と
め

て
い

ま
す
。

一
口

に
「

避
難

」
と

言
っ

て
も
実

は
い

ろ
い

ろ
な
パ

タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
・

一
つ

目
は

、
自

宅
な

ど
そ
の

場
に

と
ど

ま
っ

て
安

全
を

確
保
す

る
方

法
で

す
。

こ
れ

を
「

屋
内
安

全
確

保
」

と
呼
び

ま
す
。
家
の
２
階
な
ど
で
洪
水
を
や
り
過
ご
す
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
こ
の
方
法
を
と
る
場
合
の
留
意
点
は
、
ご
自

宅
付
近
の
浸
水
深
を
見
て

、
浸
水
し
な
い
場
所
が
あ
る
か

、
ま
た
、
倒
壊
が
想
定
さ
れ
る
区
域
で
は
な
い
か
、
確
認

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す

。
そ
し
て
、
浸
水
継
続

時
間
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
そ
れ
に
堪

え
ら
れ
る
食
料
や
水
、
常
用

薬
な
ど
を
蓄
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
・
こ
こ
で
、
常
備
薬
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
常
用
薬
の
間
違
い
で
す
。
訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
・

二
つ

目
は

、
市

の
指

定
し
て

い
る

近
傍

の
避

難
所

へ
移

動
し
て

安
全

を
確

保
す

る
方

法
で

す
。
若

宮
戸

で
は

、
玉
小

学
校
に
な
り
ま
す
ね

。
こ
こ
で
も
、
避
難
所
に
つ
い

て
、
一
つ
目
の
ご
自
宅
で
確
認
し
た
こ
と
と
同
じ
項
目
、
浸
水

深
や
倒
壊
、
継
続
時
間
な
ど
を
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
事
前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
避
難
所
の

場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

 
・

三
つ

目
は

、
市

内
の

高
台
な

ど
浸

水
想

定
区

域
外

へ
移

動
す
る

方
法

で
す

。
７

ペ
ー

ジ
の

標
高
図

を
見

て
み

る
と
、

飯
沼
地
区
の
飯
沼
小
学
校
や
石
下
総
合
体
育
館
に
行
く
の
か
、
お
隣
の
下
妻
へ
行
く
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
で
し
ょ
う

か
。
こ
の
方
法
を
と
る
場
合
の
留
意
点
は
、
そ
こ
ま
で
の
避
難
経
路
の
浸
水
深
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す

。
ま
た
、
移
動
す
る
手
段
と
経
路
を
事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
移
動
中
に
通
行
止
め
が
発
生
し
た
り
、

渋
滞
の
恐
れ
も
あ
る
の
で
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
状
況
を
確
認
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。
な
お
、
指
定

の
避
難
所
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
場
所
に
移
動
し
て
か
ら
も
、
食
料
や
水
が
無
い
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

自
分
で
準
備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
・

最
後

、
四

つ
目

は
、

隣
接
市

町
の

浸
水

想
定

区
域

外
へ

の
避
難

で
す

。
こ

ち
ら

も
、

避
難

経
路
や

手
段

を
確

認
し
、

事
前
に
決
め
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
移
動
中
の
通
行
止
め
や
渋
滞
に
注
意
す
る
こ
と
や
、
食
料
・
水
に
つ
い
て

も
同
様
で
す
。
隣
接
市
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
確
認
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

 
・
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
常
総
市
と
、
隣
接
す
る
下
妻
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
載
せ
て
い
ま
す
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
一
旦
切
り
ま
し
ょ
う
。

 
・
避
難
に
も
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
特
徴
が
あ
り
ま
す
ね
。

 
・
こ
こ
ま
で
で
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
願
い
し
ま
す
。

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・

そ
れ

で
は

、
続

き
を

進
め
て

ま
い

り
ま

し
ょ

う
。

先
ほ

ど
の
４

パ
タ

ー
ン

の
避

難
を

、
ご

自
身
に

あ
て

は
め

て
み
ま

し
ょ
う
。

 
・
斎
藤
課
長
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

  



時
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進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

9:
40

 
～

 
9:

52
 

６
．
洪
水
時
の
自
 

 
 ら

の
行

動
を

想
定

 
斉
藤
課
長

 
ノ
ー
ト
Ｐ
３
４

 

・
34

ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
回
、
差
し
替
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
日
お
配
り
し
た

34
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

。「
避
難
の
方
法
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
・

４
パ

タ
ー

ン
そ

れ
ぞ

れ
に
特

徴
が

あ
り

ま
し

た
。

そ
の

特
徴
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

避
難

所
へ
逃

げ
る

と
き

に
は
ど

う
す
べ
き
か
、
遠
く
へ
逃
げ
る
と
き
に
は
ど
う
か
、
な
ど
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
表
に
例
が
２
つ
書
い
て
あ
り
ま
す
。

 
・
ま
ず
、
上
の
例
１
は
「
指
定
の
避
難
所
」
へ
逃
げ
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。

 
・
左
か
ら
順
に
見
て
い
き
ま
す
と
、「

場
所
ま
た
は
住
所
」
に
○
○
小
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
若
宮
戸
で
は
玉
小
学
校

で
す
。

 
・
「
手
段
」
は
移
動
手
段
で
す
。
例
で
は
徒
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
・
そ
し
て
、「

①
避
難
を
完
了
し
た
い
時
刻
」
で
す
。
こ
れ
は
、
避
難
場
所
へ
た
ど
り
着
い
て
お
き
た
い
、
言
い
換
え
る

と
逃
げ
切
っ
て
お
き
た
い
時
刻
で
す
。
例
で
は
３
時
間
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。
氾
濫
発
生
の
３
時
間
前
に
は
、
安
全

な
所
へ
た
ど
り
着
い
て
お
き
た
い
～
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
・
次
の
「
②
移
動
に
要
す
る
時
間
」
は
、
自
宅
か
ら
避
難
場
所
ま
で
移
動
す
る
の
に
か
か
る
時
間
で
す
。
例
で
は

30
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。
○
○
小
学
校
ま
で
歩
い
て

30
分
～
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
・

最
後

に
「

要
す

る
準

備
」
で

す
が

、
例

で
は

、
持

ち
出

し
と
戸

締
ま

り
が

書
い

て
あ

り
ま

す
。
必

要
な

準
備

を
忘
れ

る
と
、
避
難
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
必
要
な
準
備
を
書
き
出
し
て
お
く
欄
で
す
。

 
・
さ
あ
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
同
様
に
、
二
つ
目
の
例
を
見
て
い
き
ま
す
。

 
・

二
つ

目
の

例
２

は
「

遠
く
の

親
戚

」
を

頼
る

想
定

で
す

。
△
△

市
に

住
ん

で
い

る
親

戚
の

家
が
高

台
な

の
で

、
そ
ち

ら
へ
逃
げ
る
～
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。
手
段
は
自
家
用
車
、
余
裕
を
も
っ
て
行
動
し
た
い
～
と
い
う
こ
と
で
４
時

間
前
に
は
完
了
し
た
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
移
動
時
間
は

60
分
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

 
・

そ
れ

で
は

、
皆

さ
ん

に
も
同

じ
よ

う
に

考
え

て
い

た
だ

く
こ
と

に
な

り
ま

す
が

、
そ

の
前

に
、
も

う
少

し
、

避
難
に

関
す
る
参
考
情
報
を
み
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

9:
52

 
～

 
9:

54
 

 
斉
藤
課
長

 
ノ
ー
ト

 
Ｐ
３
５
～
３
６

 
ビ
デ
オ
放
映

 

・
ま
ず

35
ペ
ー
ジ
の
上
段
で
す
。
避
難
所
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
、
徒
歩
、
自
家
用
車
、
公
共
交
通
機
関
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
長
所
と
短
所
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 
・

次
に

下
段

で
す

が
、

氾
濫
が

発
生

し
て

か
ら

の
避

難
が

危
険
で

あ
る

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。
大

人
の

膝
ぐ

ら
い
の

深
さ
で
浸
水
し
ま
す
と
、
歩
行
が
困
難
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
車
も
エ
ン
ジ
ン
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
な
ど
危
険
で
す
。

ま
た
、
次
の
ペ
ー

ジ
で
は
、
氾
濫
の
水
が
濁
っ
て
い
る
た
め

、
側
溝
な
ど
に
足
を
と
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
や

む
を
得
ず
移
動
す
る
場
合
は
、
棒
な
ど
で
足
下
を
確
認
し
な
が
ら
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

 
・

こ
こ

で
、

関
東

・
東

北
豪
雨

の
時

の
三

坂
で

の
様

子
が

撮
影
さ

れ
た

ビ
デ

オ
を

ご
覧

い
た

だ
き
ま

す
。

上
三

坂
の
住

民
の
方
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

 
・
２
５
秒
間
の
ビ
デ
オ
放
映

 
・

ま
だ

決
壊

し
て

い
な

い
状
態

で
す

が
、

こ
ん

な
に

水
が

流
れ
て

い
ま

す
。

こ
の

状
態

で
歩

い
て
逃

げ
る

の
は

危
険
で

す
。

 
・
決
壊
し
た
後
は
水
か
さ
も
増
し
ま
す
。

 
・

こ
れ

は
決

壊
箇

所
の

す
ぐ
近

く
で

す
が

、
氾

濫
後

の
移

動
が
危

険
だ

と
い

う
こ

と
は

お
わ

か
り
い

た
だ

け
る

と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
氾
濫
が
始
ま
る
前
に
、
避
難
を
完
了
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

    



 時
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行
 

概
要
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当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
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～

 
10

:0
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里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
映

像
も

す
ご

か
っ

た
で

す
ね
。

説
明

で
も

あ
り

ま
し

た
が

、
氾
濫

が
始

ま
る

前
に
避

難
を
完
了
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に

、
こ
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
ご
自
身
の
避
難
の
タ

イ
ミ
ン
グ
～
氾
濫
が
発
生
し
た
道
で
棒
を
つ
い
て
歩
か
な
く
て
も
良
い
よ
う
に
、
先
手
先
手
で
避
難
で
き
る
よ
う
な

タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 
 ・
こ
こ
ま
で
。
何
か
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
 

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・
そ
れ
で
は
、
こ
の

30
ペ
ー
ジ
、

34
ペ
ー
ジ
へ
の
記
入
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
ま
す
。

 
 ・

30
ペ
ー
ジ
は
、
必
需
品
で
し
た
ね
。

 
・

34
ペ
ー
ジ
は
、
逃
げ
方
で
す
。
も
う
一
度
見
て
お
く
と
、

 
・
左
か
ら

 
「
場
所
ま
た
は
住
所
」
は
逃
げ
る
先

 
「
手
段
」
は
移
動
手
段

 
「
①

避
難
を
完
了
し

た
い
時
刻
」
は
、
逃
げ
切
っ
て
お

き
た
い
時
刻
、
さ

き
ほ
ど
映
像
で

み
て
い
た
だ
い
た

、
道
に

水
が
流
れ
て
い
る
状
態
に
な
る
ど
の
く
ら
い
前
に
、
安
全
な
と
こ
ろ
へ
た
ど
り
つ
い
て
お
き
た
い
か
？
と
い
う
こ
と

で
す
。

 
「
②
移
動
に
要
す
る
時
間
」
は
、
自
宅
か
ら
そ
の
場
所
ま
で
移
動
す
る
の
に
か
か
る
時
間
で
、

 
最
後
の
「
要
す
る
準
備
」
は
、
逃
げ
る
の
に
必
要
な
準
備
を
書
き
出
し
て
お
く
欄
で
す
。

 
 ・

な
お

、
こ

こ
の

記
入

は
、
例

え
ば

、
昼

か
夜

か
、

休
日

か
平
日

か
、

な
ど

に
よ

っ
て

考
え

方
が
変

わ
っ

て
く

る
場
合

も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
も
っ
と
も
逃
げ
や
す
い
、
シ
ン
プ
ル
な
こ
と
、
例
え
ば
、
明
る
い
と
き
に
ご
自

宅
か
ら
ど
う
逃
げ
る
か
を
想
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
逃
げ
に
く
い
条
件
に
な
っ
た
時
に

は
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
逃
げ
方
を
修
正
し
、
別
の
段
に
記
載
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 
・
追
加
で
用
紙
が
必
要
な
方
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
 ・
各
グ

ル
ー

プ
に

は
、

こ
の
検

討
会

の
前

に
行

っ
た

運
営

会
議
に

お
い

て
、

市
か

ら
進

行
役

と
し
て

３
名

の
方

を
推
薦

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各
自
治
区
長
か
ら
了
解
を
得
て
、
進
行
役
の
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す

。
ま
た
、
各
グ
ル
ー
プ
に
は
ス
タ
ッ
フ
も
混
ざ
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
進
め
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す

。
私
と
学
識
者
の
先
生
方
は
、
適

宜
、
周
り
を
ま
わ
っ
て
い
ま
す
の
で

、
ご
相
談
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
す
。

 
・
時
間
は
、
１
０
時
３

0
分
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
初
め
て
く
だ
さ
い
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
の
皆
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

 

10
:0

0
～
 

10
:3

0 
意
見
交
換

 
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

 
 

・
１
０
時
２
５
分
メ
ド
で
、
里
村
事
所
長
か
ら
「
あ
と
５
分
で
あ
る
」
旨
を
周
知
。

 

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:3

0
～

 
10

:4
4 

全
体
発
表

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
１
０
時
３
５
分
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
終
了
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
そ
れ
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
状
況
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
内
で
、「

３
０
ペ
ー
ジ
の

必
需
品
」
と
「
３
４
ペ
ー
ジ
の
避
難
行
動
」
と
い
う
２
回
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

 
・

各
グ

ル
ー

プ
の

「
代

表
必
需

品
」

と
「

代
表

避
難

行
動

」
を
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
に

紹
介

し
て
い

た
だ

き
ま

す
。
代

表
の
事
柄
は
、
大

切
だ
と
思
っ
た
も
の
、
お
も
し
ろ

い
と
思
っ
た
も
の
、
一
番
多
か
っ

た
も
の
、
ど
ん
な
も
の
で
も

結
構
で
す
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
の
独
断
と
偏
見
で
決
め
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。
そ
れ
で
は

、
●
グ
ル
ー
プ
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。

 
＜
＜
各
グ
ル
ー
プ
発
表
＞
＞

 
・

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
他

に
も

何
か

ご
ざ

い
ま

す
か
？

ど
う

し
て

も
こ

れ
は

共
有

し
て
お

き
た

い
と

い
う
も

の
が
あ
れ
ば
、
手
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
＜
＜
意
見
発
表
・
質
疑
等
＞
＞

 
各
機
関
で
何
か
ご
意
見
や
ご
感
想
は
あ
り
ま
す
か
？
そ
れ
で
は
、
学
識
者
の
先
生
方
か
ら
何
か
あ
り
ま
す
か
。

 

10
:4

4
～

 
10

:5
0 

 
白
川
先
生

 
伊
藤
先
生

 
川
島
先
生

 
 

ご
意
見

 

10
:5

0
～

 
11

:0
0 

休
憩
（
１
０
分

）
 

 
 

 

11
:0

0
～

 
11

:0
5 

７
．
マ
イ
・
タ
イ

 
  

 ム
ラ
イ
ン

 
の
作
成

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
そ
れ

で
は

、
い

よ
い

よ
「
マ

イ
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
作

成
」
に

は
い

り
ま

す
。

先
ほ

ど
想

定
し
て

い
た

だ
い

た
「
洪

水
時
の
自
ら
の
行
動
」
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
整
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・

最
初

に
、

避
難

の
タ

イ
ミ
ン

グ
を

整
理

し
た

い
と

思
い

ま
す
。

本
日

、
差

し
替

え
を

お
配

り
し
た

４
０

ペ
ー

ジ
を
お

開
き
く
だ
さ
い
。
４
０
ペ
ー
ジ
は

A
3
の
大
判
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
４
０
ペ
ー
ジ
を
引
き
出
し
、
先
ほ

ど
書
い
た
３
４
ペ
ー
ジ
と
あ
わ
せ
て
開
い
て
く
だ
さ
い
（
や
っ
て
み
せ
る

）。
 

・
そ
れ
で
は
、
説
明
に
入
っ
て
い
き
ま
す
伊
藤
調
査
課
長
お
願
い
し
ま
す
。

 

 
 

伊
藤
課
長

 
 

・
４
０

ペ
ー

ジ
は

、
先

ほ
ど
書

い
て

い
た

だ
い

た
３

４
ペ

ー
ジ
の

「
洪

水
時

の
自

ら
の

行
動

」
を
、

時
間

軸
に

沿
っ
て

整
理
す
る
た
め
の
ペ
ー
パ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
・

４
０

ペ
ー

ジ
に

は
、

４
分
割

で
同

じ
図

が
書

か
れ

て
い

ま
す
。

こ
の

う
ち

、
上

の
２

つ
、

黄
色
く

塗
っ

た
も

の
は
例

で
す
。
左
側
の
例
１
は
、
避
難
の
場
所
が
「
○
○
小
学
校
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
３
４
ペ
ー
ジ
の
上
の
例

（
例
１
）
に
対
応
し
ま
す
。

 
・

こ
の

例
１

は
、

３
４

ペ
ー
ジ

の
「

①
避

難
を

完
了

し
た

い
時
刻

」
が

３
時

間
前

と
な

っ
て

い
ま
す

。
こ

れ
は

、
氾
濫

が
発
生
す
る
３
時
間
前
ま
で
に
は
○
○
小
学
校
へ
た
ど
り
着
い
て
お
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。
こ
の
「
①
避

難
を
完
了
し
た
い
時
刻
」
が
、
４
０
ペ
ー
ジ
で
い
う
一
番
下
、
同
じ
「
①
避
難
を
完
了
し
た
い
時
刻
」
の
欄
に
書
い

て
あ
り
ま
す
。

 
・

そ
し

て
、

３
４

ペ
ー

ジ
の
「

②
移

動
に

要
す

る
時

間
」

の
３
０

分
は

、
同

様
に

、
下

か
ら

２
番
目

の
「

②
移

動
に
要

す
る
時
間
」
の
と
こ
ろ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

11
:0

0
～

 
11

:0
5 

 
伊
藤
課
長

 
ス
ク
リ
ー
ン
に

 
Ｐ
３
４
と
Ｐ
４
０
を

投
影

 

・
こ
れ

は
、

氾
濫

が
発

生
す
る

３
時

間
前

に
は

○
○

小
学

校
へ
着

い
て

お
き

た
い

が
、

歩
い

て
３
０

分
か

か
る

と
い
う

こ
と
で
す
。
と
な
る
と

、
家
を
出
る
時
刻
は
い
つ
に
な
る
か
と
い
う
こ
と
で
、
①
と
②
の
時
間
を
足
し
て
３
時
間
半

前
と
な
る
の
で
す
が

、
少
し
余
裕
を
見
て
４
時
間
前
と
書
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
が

、
下
か
ら
３
番
目
の
「
③
避
難
場

所
へ
避
難
を
開
始
す
る
時
刻
」
で
す
。

 
・
そ
し
て
、
そ
の
上
に
「
要
す
る
準
備
」
を
書
き
写
し
ま
す

。「
持
ち
出
し
品
」
と
「
戸
締
り
」
で
す
ね
。
こ
れ
で
例
１

の
整
理
が
で
き
ま
し
た
。

 
・
同
様
に
、
例
２
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
・
例
２
は
遠
く
の
親
戚
で
し
た
。
一
番
下
の
「
①
避
難
を
完
了
し
た
い
時
刻
」
が
４
時
間
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
・

そ
し

て
、
「

②
移
動

に
要

す
る

時
間

」
は

６
０
分
と

い
う
こ

と
で
、
「
③

避
難

場
所

へ
の

避
難
を

開
始

す
る

時
刻

」
は

５
時
間
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
・
要
す
る
準
備
は
、
祖
父
の
薬
と
戸
締
り
で
す
ね
。

 
・

こ
の

よ
う

に
、

４
０

ペ
ー
ジ

で
は

、
３

４
ペ

ー
ジ

に
書

き
出
し

た
こ

と
を

、
下

か
ら

順
に

、
時
間

を
さ

か
の

ぼ
っ
て

書
き
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
ご
質
問
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

 
＜
質
疑
＞

 
・
そ
れ
で
は
、
記
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
や
グ
ル
ー
プ
の
方
と
相
談
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

10
分

間
を
め
ど
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

11
:0

5
～

 
11

:1
5 

４
０
ペ
ー
ジ
記

入
時
間

 
 

 
各
自
記
入
 
事
務
局
サ
ポ
ー
ト

 

11
:1

5
～

 
11

:2
5 

７
．
マ
イ
・
タ
イ

  
  

 ム
ラ
イ
ン

 
の
作
成

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
で
き

ま
し

た
か

？
そ

れ
で
は

、
い

よ
い

よ
、

今
整

理
し

た
防
災

行
動

と
タ

イ
ミ

ン
グ

を
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

に
書

き
込
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
書
い
て
い
た
だ
い
た
４
０
ペ
ー
ジ
と
、
本
日
配
布
し
た
記
入
用
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。

 
・
そ
れ
で
は
、
伊
藤
調
査
課
長
、
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

 
 

伊
藤
課
長

 
ス
ク
リ
ー
ン
に

 
記
入
用
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
を
投
影

 

・
ま
ず
は
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

 
・

ノ
ー

ト
の

後
ろ

に
も

つ
い
て

い
ま

す
が

、
本

日
、

線
が

入
っ
た

も
の

を
お

配
り

し
て

い
ま

す
。
こ

れ
が

、
皆

さ
ん
の

避
難
行
動
を
書
き
込
む
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
す
。
２
９
ペ
ー
ジ
に
あ
っ
た
、
行
政
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
基
に
作

っ
て
い
ま
す
。
２

９
ペ
ー
ジ
と
同
じ
よ
う
に
、
上
か

ら
下
へ
時
間
が
流
れ
、
一
番
下
が

氾
濫
発
生
で
す
。
２
９
ペ
ー

ジ
で
は
、
台
風
や

雨
、
川
な
ど
の
自
然
が
グ
レ
ー
、
河
川
事
務
所
が
青
、
市
役
所
が

緑
と
分
け
て
細
か
く
書
い
て
い

ま
し
た
。
で
す
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
全
て
を
ま
と
め
て
、
ま
た
、
行
政
内
部
の
や
り
と
り
な
ど
は
省
い
て
、
住
民

の
皆
様
が
触
れ
る
も
の
だ
け
に
絞
っ
て
、
一
番
左
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 
・
そ
し
て
、
真
ん
中
に
例
や
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
、
グ
レ
ー
の
矢
印
な
ん
か
が
あ
り
、
一
番
右
に
空
白
の
欄
が
あ
り
ま
す

。
こ
の
空
白
の
欄
に
、
皆
さ
ん
の
避
難
行
動
を
書
き
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

11
:1

5
～

 
11

:2
5 

 
伊
藤
課
長

 
 

・
そ
れ
で
は
、
４
０
ペ
ー
ジ
に
整
理
し
た
逃
げ
方
か
ら
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
例
１
の
「
指

定
の
避
難
所
へ
逃
げ
る
」
と
い
う
逃
げ
方
を
使
っ
て
実
際
に
書
き
込
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
こ
で
も
下
か
ら

順
番
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

 
・
ま
ず

、「
①
避
難
を
完
了
し
た
い
時
刻
」
を
書
き
込
み
ま
す

。
４
０
ペ
ー
ジ
で
は
３
時
間
前
で
し
た
。
書
き
込
む
の
は

一
番

右
に

な
り

ま
す

。
左

の
時
間
軸

で
－
３

ｈ
と

な
る

あ
た

り
に
、
書

き
込
み

ま
す

。
「
○

○
小
学

校
へ
の

避
難

完
了
」
と
書
き
込
み
ま
す
。

 
・

次
に

、
４

０
ペ

ー
ジ

の
「
③

避
難

場
所

へ
避

難
を

開
始

す
る
時

刻
」

で
す

。
例

１
で

は
、

４
時
間

前
で

し
た

。
左
の

時
間
軸
で
－
４
ｈ
と
な
り
ま
す
が
、
４
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
－
５
ｈ
と
－
３
ｈ
の
間
あ
た
り
に
、
書
き
込
み
ま
す

。
「
○
○
小
学
校
へ
の
避
難
開
始
」
と
書
き
込
み
ま
す
。

 
・

そ
し

て
大

切
な

の
は

、
そ
の

時
の

左
端

、
行

政
か

ら
の

情
報
で

す
。

－
５

ｈ
と

－
３

ｈ
の

間
に
は

「
避

難
勧

告
又
は

避
難

指
示

」
と

あ
り

ま
す

。
こ
の
避

難
指
示

は
、

今
回

の
名

称
変
更
で

「
避
難

指
示

（
緊

急
）
」
と

変
わ
っ

て
い

ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
市
役
所
か
ら
発
令
さ
れ
る
避
難
の
情
報
で
す
。
そ
の
た
め
、
市
役
所
か
ら
の
情
報
に
注
意
が
必
要

と
い
う
こ
と
で
す
。

 
・

２
５

ペ
ー

ジ
に

も
あ

り
ま
し

た
が

、
市

役
所

か
ら

の
避

難
情
報

は
、

防
災

行
政

無
線

、
市

防
災
メ

ー
ル

、
広

報
車
で

発
信
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
常
総
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
茨
城
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
・
次
に
、
４
０
ペ
ー
ジ
の
「
要
す
る
準
備
」
で
す
が
こ
こ
で
は
２
つ
書
い
て
あ
り
ま
す

。「
持
ち
出
し
品
」
と
「
戸
締
り

」
で
す
ね
。
市
役
所
の
避
難
勧
告
を
確
認
し
た
ら
、
す
ぐ
に
自
宅
か
ら
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
を
済
ま
せ
て
お

き
ま

し
ょ

う
。

例
え

ば
、
「
戸

締
り
」
に

つ
い

て
は

、
逃

げ
だ

す
玄
関
と

周
囲
の

様
子

を
確

認
す

る
た
め
の

自
分

が
い
る
部
屋
の
窓
以
外
は
、
済
ま
せ
て
お
く
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
二
階
、
倉
庫
や
離
れ
の
鍵
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
避
難
勧
告
を
聞
い
て
か
ら
こ
れ
ら
を
確
認
し
て
い
る
と
１
０
分
や
１
５
分
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
家

の
大
き
さ
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
１
時
間
前
の
－
５
ｈ
に
は
始
め
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

、
－
５
ｈ
の
と
こ
ろ
に
「
戸
締
り
の
確
認
（
倉
庫
も
忘
れ
ず
に
！

）」
と
書
き
込
ん
で
み
ま
す
。

 
・
そ
し
て
同
様
に
、
－
５
ｈ
の
時
に
行
政
の
情
報
は
何
か
？
と
左
端
を
見
ま
す
と

、「
避
難
判
断
水
位
到
達
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
若
宮
戸
地
区
の
鬼
怒
川
は
、
筑
西
市
に
あ
る
「
川

島
」
と
い
う
水
位
観
測
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
・
こ
の
水
位
観
測
所
の
デ
ー
タ
を
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
お
き
、
避
難
判
断
水
位
に
到
達
し
た
ら

、
戸
締
り
の
確
認
を
始
め
、
並
行
し
て
常
総
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
れ
ば
、
自

宅
を
出
て
避
難
を
開
始
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

 
・
こ
の
よ
う
に
、
要
す
る
準
備
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
後
手
に
な
ら
な
い
よ
う
準
備
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
記
入
し

、
そ
の
時
の
行
政
情
報
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ぴ
っ
た
り
の
行
政
情
報
が
な
け
れ
ば
、
少
し
早
め
に
始
め
る
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

 
・
同
様
に
例
２
も
書
き
込
ん
で
み
ま
す
。

 
・
例
２
は
遠
く
の
親
戚
で
し
た
。

 
・

ま
ず
、
「
①

避
難
を

完
了

し
た

い
時

刻
」

が
４
時
間

前
で
す

。
先

ほ
ど
、
「
○

○
小

学
校
へ

の
避

難
開

始
」

と
書

い
た

あ
た
り
で
す
ね

。「
遠
く
の
親
戚
へ
の
避
難
完
了
」
と
書
き
込
み
ま
す
。

 
・
次
に

、「
③
避
難
場
所
へ
避
難
を
開
始
す
る
時
刻
」
は
、
５
時
間
前
で
し
た
。
左
の
時
間
軸
で
－
５
ｈ
と
な
り
ま
す
。

先
ほ

ど
、「

戸
締

り
の

確
認

（
倉

庫
も
忘

れ
ず

に
！

）
」
と

書
い

た
あ

た
り

で
す
ね

。
こ

こ
に

、
「
遠

く
の

親
戚

へ
の

避
難
開
始
」
と
書
き
込
み
ま
す
。
行
政
の
情
報
は

、「
避
難
判
断
水
位
到
達
」
で
す
ね
。

 

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

11
:1

5
～

 
11

:2
5 

 
伊
藤
課
長

 
ス
ク
リ
ー
ン
に

 
Ｐ
４
０
と
記
入
用
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
投
影

 

・
そ
し

て
、
「

要
す
る

準
備

」
で

す
が

、
こ

こ
で
は
「

祖
父
の

薬
」

と
「

戸
締

り
」

で
す

ね
。
「
戸

締
り

」
か

ら
考

え
ま

す
が
、
例
１
と
同
様
に
考
え
る
と
１
時
間
前
の
－
６
ｈ
に
し
ま
し
ょ
う

。「
戸
締
り
の
確
認
（
倉
庫
も
忘
れ
ず
に
！

）」
で

す
ね
。

そ
し

て
、「

祖
父
の

薬
」
で
す

が
、

こ
れ

は
、

お
医

者
さ
ん
で

処
方
箋

を
も

ら
っ

て
、

薬
局
で
も

ら
わ

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
氾
濫
発
生
前
の
～
と
か
避
難
開
始
前
の
～
で
は
な
く
、
雨
風
が
強
く
な
る
前
に
、

お
医
者
さ
ん
や
薬
局
も
普
通
に
空
い
て
い
る
と
き
に
、
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3
日
前
と

2
日
前
の
間

ぐ
ら
い
に
書
い
て
お
き
ま
す
。

 
 ・
４
０
ペ
ー
ジ
か
ら
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
る
方
法
の
説
明
は
以
上
で
す
。

 

11
:2

5
～

 
11

:3
3 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
イ

メ
ー

ジ
で

き
ま

し
た

で
し
ょ

う
か

？
そ

れ
で

は
、

早
速

、
そ
れ

ぞ
れ

で
マ

イ
・
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
お
願
い
し
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
や
グ
ル
ー
プ
の
方
と
相
談
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。
ご
記

入
い

た
だ

い
た

後
で

、
グ

ル
ー

プ
内

で
意

見
交

換
を

し
て

い
た

だ
き

ま
す

。
記

入
と

意
見

交
換

を
あ

わ
せ

て
、

15
分
程
度
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
始
め
て
く
だ
さ
い
。

 

 
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
記
入

 
 

 
・

8
分
程
度
経

過
時
点
で
、
声
掛
け
 
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
意
見
交
換

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
そ
ろ

そ
ろ

、
書

け
ま

し
た
で

し
ょ

う
か

？
各

グ
ル

ー
プ

で
意
見

交
換

を
始

め
ら

れ
そ

う
で

し
ょ
う

か
？

そ
れ

で
は
、

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
だ
書
い
て
い
る
方
は
書
き
な
が
ら
で
結
構
で
す
。

 

11
:3

3
～

 
11

:4
0 

意
見
交
換

 
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

 
 

・
意
見
交
換

 

11
:4

0
～

 
11

:4
1 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
こ

こ
で

、
も

う
一

度
、

全
体
の

説
明

を
行

い
た

い
と

思
い

ま
す
。

今
書

き
込

ん
で
い

た
だ
い
た
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
充
実
さ
せ
る
考
え
方
で
す

。
先
ほ
ど
の
例
で
は
、
例
１
は
、
指
定
避
難
所
の
○

○
小
学
校
へ
逃
げ
る
逃
げ
方
、
例

2
は

、
遠
く
の
親
戚
を
頼
る
逃
げ
方
で
し
た
。
皆
さ
ん
は

、
こ
れ
ら
が
別
々
の
人

を
想
定
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は

、
こ
の
例
を
作
る
と
き
は
、
同
じ
人
を
想
定
し
て
い

ま
し
た
。
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
で
は
、
伊
藤
調
査
課
長
に
説
明
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

 

 
 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

11
:4

1
～

 
11

:4
5 

 
伊
藤
課
長

 
Ｐ
３
０
を
投
影

 

・
は
い
。
説
明
し
ま
す
。

 
・
今
朝
、「

洪
水
時
の
自
ら
の
行
動
を
想
定
」
の
中
で
、
斎
藤
課
長
か
ら
４
パ
タ
ー
ン
の
逃
げ
方
に
つ
い
て
説
明
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。
ノ
ー
ト
で
い
う
と
３
０
ペ
ー
ジ
で
す
。
先
ほ
ど
作
成
し
た
例
１
は
、
指
定
避
難
所
の
○
○
小
学
校

で
す
か
ら
、
３
０
ペ
ー
ジ
の
表
で
い
う
と
上
か
ら
２
つ
目
の
パ
タ
ー
ン
。
同
じ
く
例
２
は

、
遠
く
の
親
戚
で
す
か
ら

４
つ
目
、
一
番
下
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

 
・「

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方
」
で
注
意
の
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
洪
水
は
自
然
現
象
な
の
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
と
お
り

に
進
行
す
る
と
は
限
り
ま
せ
ん

。
逃
げ
道
は
、
一
本

よ
り
も
二
本
、
二
本
よ
り
も
三
本
の
方
が

、
逃
げ
切
れ
る
確
率

が
高
く
な
り
ま
す
。
一
つ
目
の
逃
げ
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
も
、
次
の
逃
げ
道
が
あ
れ
ば
、
逃
げ
切
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

 
・
例
１
と
例

2
で
具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。
あ
る
人
が
、
私
は
「
遠
く
の
親
戚
を
頼
る
」
と
例
２
で
整
理
を
し
て
い
た

と
し
ま
す
。
し
か
し

、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
－
５
ｈ
の
避
難
開
始
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
ま
す
。
逃
げ
始
め
よ
う
と

し
て
い
た
ら
避
難
勧
告
が
発
令
し
て
し
ま
い
、
－
４
ｈ
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
状
態
で
す
。
こ
の
と
き

、
そ
の
ま
ま
急

い
で
逃
げ
る
の
か

、
そ
れ
と
も
、
次
の
逃
げ
道
と
し
て

、
指
定
避
難
所
の
○
○
小
学
校
へ
逃
げ
る
の
か
、
こ
れ
は
例

１
に
乗
り
換
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 
・

そ
う

考
え

る
と

、
例

１
で
も

例
２

で
も

「
要

す
る

準
備

」
と
な

っ
て

い
た

「
戸

締
り

」
に

つ
い
て

は
、

共
通

で
す
の

で
、
－
６
ｈ
の
１
つ
だ
け
書
い
て
お
く
と
い
う
ふ
う
に
、
書
き
込
ん
だ
防
災
行
動
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
・
こ
の
よ
う
に
、
一
度
防
災
行
動
を
並
べ
て
み
た
後
に
「
調
整
」
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
防
災
力
が
向
上
し
ま
す
。

 
・

調
整

の
観

点
を

も
う

一
つ
申

し
上

げ
ま

す
。

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

の
、

今
、

皆
さ

ん
に

書
き
込

ん
で

い
た

だ
い
た

欄
の

一
つ

左
に

グ
レ

ー
の

矢
印
が
あ

り
ま
す

。
こ

の
矢

印
は

３
つ
あ
り

、
そ
れ

ぞ
れ

下
か

ら
、
「
身

の
安
全

を
確

保
す

べ
き

時
期

」
、
「

水
位

等
の

状
況

を
把
握

し
つ

つ
避

難
に

要
す

る
時

間
に

応
じ

て
避

難
行

動
を

開
始

す
る

時
期

」
、

「
雨
風
が
強
く
な
る
前
に
行
う
べ
き
事
項
を
す
ま
せ
て
お
く
時
期
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
記
入
し
た
防
災

行
動
が
、
ど
の
よ

う
な
行
動
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
き

、
調
整
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
要
す
る
準
備
が
外

出
を
伴
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
一
番
上
の
矢
印
の
間
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
の
で
、
も
し
二
つ
目
の
矢
印
に
か

か
っ
て
い
た
場
合
は
、
も
う
少
し
早
め
の
時
間
に
移
動
さ
せ
る
と
い
っ
た
形
に
な
り
ま
す
。

 
・

そ
の

ほ
か

、
マ

イ
・

タ
イ
ム

ラ
イ

ン
作

成
の

ポ
イ

ン
ト

を
も
う

一
つ

左
の

黄
色

い
欄

に
吹

き
出
し

で
書

い
て

あ
り
ま

す
。
こ
れ
も
参
考
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
・
以
上
で
す
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

い
か

が
で

し
ょ

う
か

？
少
し

応
用

編
で

し
た

。
一

気
に

す
る
の

は
難

し
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
そ

の
場

合
は

、
ひ
と

つ
ず
つ
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
続
け
れ
ば
続
け
る
ほ
ど
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ

ど
、
防
災
力
が
向

上
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
日
で
す

べ
て
を
や
り
あ
げ
て
し
ま
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
は

、
今

の
説
明
を
踏
ま
え
て
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
も
お
願
い
し
ま
す
。  

11
:4

5
～

 
11

:5
0 

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
充
実

 
 

 
・
５
分
程
度
経
過
時
点
で
、
声
掛
け
 
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
意
見
交
換

 

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

11
:5

0
～

 
12

:0
0 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
そ
ろ

そ
ろ

、
書

け
ま

し
た
で

し
ょ

う
か

？
各

グ
ル

ー
プ

で
意
見

交
換

を
始

め
ら

れ
そ

う
で

し
ょ
う

か
？

そ
れ

で
は
、

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
だ
書
い
て
い
る
方
は
書
き
な
が
ら
で
結
構
で
す
。

 

 
意
見
交
換

 
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

 
 

・
意
見
交
換

 

12
:0

0
～

 
12

:2
5 

全
体
発
表

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
そ

れ
で

は
、

各
グ

ル
ー

プ
の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
共

有
し

た
い
と

思
い

ま
す

。
各
グ

ル
ー
プ
か
ら
お
一
人

、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
お
見
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
さ
ん
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
で
出
て
き
た
意
見
な
ど
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 
 

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

 
 

（
各
グ
ル
ー
プ
５
分
 
３
グ
ル
ー
プ

) 
 ※

ま
ず

は
、

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

を
一

つ
見

せ
て

も
ら

う
。
そ

れ
を

画
面

で
表

示
、

里
村

が
、
そ

れ
を

確
認

し
な
が

ら
作
成
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

 
 
 
・
気
に
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

 
 
 
・
避
難
の
手
段
は
、
車
で
す
か
？
徒
歩
で
す
か
？

 
 
 
・
ど
な
た
と
逃
げ
る
お
つ
も
り
で
す
か
？

 
 
 
・
な
に
か
、
昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
の
体
験
を
踏
ま
え
て
工
夫
し
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

 
※
こ
こ
ま
で
、

2
分
で
。

 
※
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
３
分
程
度
で

2
度
の
意
見
交
換
内
容
を
共
有
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
皆
さ
ん
に
拍
手
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
関
係
機
関
か
ら
ご
発
言
は
あ
り
ま
す
か
？

 
・
そ
れ
で
は
、
学
識
者
の
先
生
方
か
ら
お
一
人
ず
つ
講
評
を
い
た
だ
き
ま
す
。

 

 
 

白
川
先
生

 
伊
藤
先
生

 
川
島
先
生

 
 

・
講
評
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5
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:3
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８
．
と
り
ま
と
め

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
長
時

間
お

疲
れ

様
で

し
た
。

最
後

の
議

題
の

と
り

ま
と

め
で
す

。
資

料
３

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
記
入

し
な

が
ら

お
聞
き

く
だ
さ
い
。

 
・

今
日

は
、

①
斎

藤
課

長
か
ら

前
回

の
お

さ
ら

い
を

 
②

事
務
所

か
ら

洪
水

時
に

得
ら

れ
る

情
報
と

読
み

解
き

方
、
そ

し
て
 
③
斎
藤
課
長
か
ら
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方
に
つ
い
て
 
説
明
を
い
た
だ
い
た
後
に
、
休
憩
を
は
さ
ん
で
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
④
洪
水
時
の
自
ら
の
行
動
を
想
定
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
、
最
後
に
マ

イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
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里
村
事
務
所
長

 
 

・
と
い

う
こ

と
で

、
今

日
は
、

逃
げ

方
を

考
え

る
こ

と
が

で
き
ま

し
た

。
あ

と
は

、
こ

れ
を

ど
の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
、
ど

ん
な
時
に
、
実
行
す
る
の
か
を
考
え
て
い
た
だ
き
、
ご
自
身
に
合
っ
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

。
こ
れ
を
機
会
に
、
日
頃
か
ら
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら
な
い
よ
う
な
行

動
と
判
断
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 
 ・
最
後
に
も
う
一
度
、
ノ
ー
ト
を
お
借
り
す
る
件
に
つ
い
て
、
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・
第

1
回
目
の
検
討
会
で
も
ご
説
明
し
ま
し
た
が
、
こ
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
は
、
全
国
で
も
初
め
て
の
取

組
で
、
こ
の
若
宮
戸
と
根
新
田
の
２
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

、
こ
の
検
討
会
を
市
内
の

み
な
ら
ず
流
域
、
さ
ら
に
は
全
国
へ
展
開
し
て
い
く
た
め

、
皆
様
が
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
作
ら
れ
た
後
に
、
皆

様
の
ノ
ー
ト
を
一
旦
お
借
り
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
・

本
日

、
検

討
会

が
終

わ
っ
た

後
に

、
ご

自
宅

で
マ

イ
・

タ
イ
ム

ラ
イ

ン
を

完
成

さ
せ

て
い

た
だ
き

、
机

の
上

に
お
い

て
あ
る
茶
色
の
封
筒
で
事
務
局
へ
お
送
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
茶
色
の
封
筒
の
中
に
は
、
も
う
一

つ
封
筒
が
入
っ
て
い
ま
す

。
こ
ち
ら
は
、
事
務
局
か

ら
の
返
信
用
封
筒
で
す
。
宛
名
に

、
ご
自
宅
の
ご
住
所
を
書
い

て
、
同
封
願
い
ま
す
。

 
・
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
恐
縮
で
す
が
、
２
月
１
２
日
ま
で
に
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。 
 ・
皆
様

の
ノ

ー
ト

を
参

考
に
、

全
国

へ
広

げ
る

た
め

の
「

マ
ニ
ュ

ア
ル

・
手

引
き

書
」

を
作

り
た
い

と
思

っ
て

お
り
ま

す
。
よ
い
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
い
「
手
引
き
書
」
に
な
る
よ
う
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 
閉
会

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
２
回
に
わ
た
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

で
も

こ
れ

で
終

わ
り

と
い
う

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

常
総
市

さ
ん

、
下

館
河

川
事

務
所

を
は
じ

め
、

協
議

会
の
関

係
機

関
も

、
学

識
者

の
先

生
方

も
、

こ
の
若

宮
戸
地
区

が
安

全
な

地
区

に
な
る

よ
う

に
、

引
き

続
き

、
住

民
の
皆

様
と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 

  



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 3-2-5  

第 2 回若宮戸地区マイ・タイムライン検討会 スライド 

  



携帯電話やスマートフォンをお持ちの方は、

会場内ではマナーモードに切り替え、

通話はお控えください。

お手元の名札に名前を書いてください。

机の上にノートの３４ページと４０ページが

置いてありますので、差し替えてください。

差し替えたページは、そのまま机の上に

置いといてください。

検討会終了後、スタッフが片付けます。



～みんなでタイムラインプロジェクト～

第２回 マイ・タイムライン検討会

若宮戸地区

平成２９年２月５日

常総市立玉小学校

開 会

須藤 一徳

常総市市民生活部長



本⽇の進め⽅
1. 開会
2. 本日の進め方
3. 前回のおさらい
4. 洪水時に得られる情報と読み解き方について

休 憩
5. タイムラインの考え方について
6. 洪水時の自らの行動を想定について

意見交換
全体発表
休 憩

7. マイ・タイムラインの作成
意見交換
全体発表

8. とりまとめ
9. 閉会

前回のおさらい



第１回検討会で実施した内容
第１回検討会で実施した内容

各段階のテーマ 項 目 ページ

【ＳＴＥＰ１】

・自分たちの住んでいる地区の洪水リスク
を知る

はじめに １

１.地区の特性 ２～3

２.過去の洪水から学ぶ 4～５

３.地形の特徴から学ぶ 6～9

４.最近の雨の降り方と傾向 10～11

５.「想定最大規模の雨」で鬼怒川 が氾濫したら 12～21

【ＳＴＥＰ２】

・洪水時に得られる情報を知る

・タイムラインの考え方を知る

６.洪水時に得られる情報と読み解き方 22～25

７.タイムラインの考え方 26～29

８.洪水時の自らの行動を想定 30～37

【ＳＴＥＰ３】

・マイ・タイムラインの作成
９.マイ・タイムラインの作成 38～40

ノートの修正のお願い（４ページ）
×下館市

○下妻市



ノートの修正のお願い（１０ページ）
×佐用町

○甲佐町

洪⽔時に得られる情報と読み解き⽅

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください



タイムラインの考え⽅

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください

タイムラインの考え⽅

（変更前） （変更後）

避難指示

避難勧告

避難準備情報

避難指示（緊急）

避難勧告

避難準備・高齢者避難開始



休 憩（５分）

洪⽔時の⾃らの⾏動を想定

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください



洪⽔時の⾃らの⾏動を想定

ビデオ放映

スクリーンをご覧ください

意見交換



全体発表

講 評



休 憩（１０分）

マイ・タイムラインの作成

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください



■避難の方法

みんなでタイムラインプロジェクト
34

避難の方法と必要となる準備を記入してみましょう。早めの
避難の完了を目指しましょう。

気づく

避難の方法
場 所
又は

住 所
手段

①
避難を完了
したい時刻

②
移動に

要する時間
要する準備

（例１）
指定の避難所

○○小学校 徒歩 ３時間前 30分

持ち出し品
戸締り

・
・

（例２）
遠くの親戚

△△市 自家用車 ４時間前 60分

祖父の薬
戸締り

・
・

自宅

指定
避難所

市内の高台

遠くの
親戚

その他
（職場など）

40

３４ページで書いた時間を参考に整理していきましょう。
一番下の①から時間をさかのぼってかいてみましょう。

■避難のタイミングの整理

①
避難を完了
したい時刻 3 時間前

③
避難場所へ移動を

開始する時刻 4 時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

30 分

要する準備

・持ち出し品

・戸締まり

・

・
分

○○小学校（例１）避難の場所

①
避難を完了
したい時刻 4 時間前

③
避難場所へ移動を

開始する時刻 5 時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

60 分

分

△△市（遠くの親戚）（例２）避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動を

開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

分

避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動を

開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

分

避難の場所

要する準備

・祖父の薬

・戸締まり

・

・

要する準備

・

・

・

・

要する準備

・

・

・

・

○○小学校への避難完了

○○小学校への避難開始

戸締まりの確認
（倉庫も忘れずに！！）

遠くの親戚への避難開始

遠くの親戚への避難完了

戸締まりの確認
（倉庫も忘れずに！！）

（例１）○○小学校 （例２）遠くの親戚



意見交換

全体発表



講 評

とりまとめ



アンケートへのご協力をお願いします。

回収ボックスを受付に準備しておりますので、記
入後のアンケート用紙を入れてください。

貸出ししている筆記用具、名札も合わせて返却
お願いします。

『マイ・タイムラインノート』の送付
（2月12日まで）にご協力をお願いいたします。



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 4-1-1  

第１回根新田地区マイ・タイムライン検討会 

記者発表資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト が本格始動
～ モデル地区の常総市根新田地区において第１回目の検討会を開催します ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． 対象地区  

常総市根新田地区 

２ ． 開催日時 

平成２８年１１月２０日（ 日）  １０： ００～１２： ００ 

３ ． 開催場所 

茨城県常総市中妻町 根新田会館 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線中妻駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

４ ． 議事（ 予定）  

自分たちの住んでいる地区の洪水リスクを知る 

５ ． 公開等 

・ 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

・ カメラ撮り等は可能です。  

・ その他、 取材に関する詳細は、 別添資料をご覧下さい。  

※ もう一つのモデル地区（ 若宮戸地区） では27日に開催予定です。 後日、 あらためてお知らせします。

平成２ ８ 年１ １ 月１ ４ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会が、

逃げ遅れゼロに向けた迅速かつ的確な避難行動に向けて準備を進めてきた「 みんなでタイム

ラインプロジェクト 」 が本格始動します。  

今年度モデル地区として選定した常総市根新田地区において、地区の住民が参画して一人

ひとりの環境にあったマイ・ タイムラインを自ら検討・ 作成する「 第 1 回 常総市マイ･タ

イムライン検討会（ 根新田地区）」 を開催します。



（ 別添資料）  

第１回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 根新田地区） の

開催について（ 報道の方へ）

標記検討会について下記のとおり開催しますので、 お知らせいたします。  

記 

１． 開催日時  

平成２８年１１月２０日（ 日）  １０： ００～１２： ００（ 予定）  

２． 開催場所  

茨城県常総市中妻町 根新田会館 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線中妻駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

３． 会議の公開 

 会議は、 報道機関を通じて公開いたします。  

 カメラ撮り等は可能です。  

４． 報道関係者の受付 

 受付日時 平成２８年１１月２０日（ 日）  ９： ３０～１０： ００まで 

 受付場所 茨城県常総市中妻町 根新田会館前 

 事前の登録が必要です。 別添登録様式にご記入の上、  

平成２８年１１月１７日（ 木） １２： ００までに、 様式の送付先に送ってく ださい。  

 当日、 受付にて必要事項を記入の後、 係員の指示により会場へ入場をお願いします。  

 スペースが限られているため、 机や椅子が不足する事態もあり得ますが、 ご理解く ださい。  

 当日は、 受付にて「 受付証」 をお渡ししますので着用をお願いします。 なお、 お帰りの際に係

員へ返却下さい。  

５． 取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、 以下の注意事項をご確認いただき、 その遵守へのご協力をお願いします。  

 事務局の指定した場所以外での撮影、 取材は、 ご遠慮く ださい。  

 傍聴席でのＰＣ等の使用は、 議事や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能です。  

 取材に必要となる電源は、 各社（ 各自） にてご用意下さい。  

 携帯電話は、 マナーモードにするか、 電源をお切り下さい。  

 会場では、 発言、 私語、 談論、 拍手等を行わないで下さい。  

 プラカードを掲げたり、 はちまき、 腕章の類を付けたり、 ビラ等の配布を行わないで下さい。  

 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。  

 事故防止の観点から、 取材に当たっては節度ある行動をお願いします。  

 手荷物・ 貴重品等の管理は各自にてお願いします。  

 会議の円滑な進行のため、 係員の誘導、 指示に従って下さい。  

 上記の他、 会議の進行を妨げたり、 会場の秩序を乱す行為をしないで下さい。



■茨城県常総市中妻町 根新田会館 

最寄り駅： 関東鉄道常総線中妻駅 徒歩１０分です。  

※駐車場の台数には限りがありますので、 来場の際はできるだけ公共交通機関を 

ご利用下さい。  

案内図 

別添地図 

拡大図

根新田会館関東鉄道常総線

中妻駅

YAHOO! JAPAN地図 http: //map. yahoo. co. j p/ より 



事 前 登 録 書 

 平成２８年１１月２０日（ 日） の「 第１回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 根新田地区）」 につ

きまして、 取材を希望される報道機関におかれましては、 事前に登録をお願いします。  

 開催場所は、一般的な自治区の会館となります。駐車台数が非常に少なく 限りがあるため、見学を

ご遠慮いただく 場合があります。 来場の際はできるだけ公共交通機関をご利用下さい。  

Ｆ ＡＸ 送信期限： 平成２ ８年１１月１７日（ 木） １２： ００まで

１． 報道機関名                                    

２． 氏名等 

ご氏名 

（ 代表者のみ）  

連絡先 

（ 電話番号）

メールアドレス 人数 

（ 代表者含む）

車台数

３． 送付先  Ｆ ＡＸ ： ０２９６－２５－３０１９  

４． 事前登録に関する問合せ先 

 国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 調査課長 伊藤 克雄 

Ｔ ＥＬ ： ０２９６－２５－２１７１ 

別添登録様式 
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本･のスケジュール

1. 開会

2. 趣旨説明

3. 各機関の取り組み紹介

4. 鬼怒川緊急対策プロジェクトについて

休 憩

5. 根新田地区の取り組みについて（ビデオ放映）

6. 検討会の進め方について

7. 自分たちの住んでいる地区について

意見交換

8. 洪水のリスクについて

意見交換

9. とりまとめ

10. 閉会

第１回検討会

１１月２０日

１０：００～１２：００

根新田会館

資料１



みんなでタイムラインプロジェクト
第１回マイ・タイムライン検討会　根新田地区検討会　参加者

機関名 部名・課名 役職 氏名 備考

根新田地区 根新田 自治区 住民 自治区長　鈴木孝八郎

筑波大学システム情報
系社会工学域

教授 川島宏一 （学生２名）

茨城大学人文学部人文
コミュニケーション学科

教授 伊藤哲司

筑波大学システム情報
系構造エネルギー工学
域

准教授 白川直樹

市長 神達　岳志

市民生活部 部長 須藤　一徳

市民生活部安全安心課 課長 斎藤　健司

市民生活部安全安心課 防災・危機管理室長 溝上　博

市民生活部安全安心課 課長補佐 小林　弘

都市建設部建設課 課長 石塚　茂彦

常総警察署 警備課 課長 清水　健吾

常総地方広域市町村
圏事務組合消防本部

水海道消防署 副署長 山田　修

生活環境部
防災・危機管理局
防災・危機管理課

係長 小林　毅史

土木部　河川課鬼怒川
流域緊急対策推進室

室長代理 栗林　俊一

水戸気象台 水害対策気象官 金内 正文

所長 里村 真吾

副所長 須藤 純一

調査課 調査課長 伊藤　克雄

専門員 平出 亮輔

国土交通省
関東地方整備局
下館河川事務所

茨城県

学識者

常総市

資料２



１

常総市マイ・ タイムライン検討会規約（ 案）  

（ 名称）  

第１ 条 この会議は、「 常総市 マイ・ タイムライン検討会」（ 以下「 検討会」 という。） と

称する。  

（ 目的）  

第２ 条 検討会は、 常総市において、 住民一人ひとりが 自分自身に合った避難に必要な

情報・ 判断・ 行動を把握し、 いわば「 自分の逃げ方」 を手に入れることを目的として、

市役所のサポート の下でそれぞれの環境に合ったマイ･タイムラインを自ら検討する場

として設置する。  

（ 検討会の構成）  

第３ 条 検討会は、 別表１をもって構成する。  

２  検討会の運営、 進行及び招集は事務局が行う。  

３  検討会は、 住民一人ひとりが参画し、 それぞれの環境に合ったマイ・ タイムラインを

自ら検討する。  

（ 運営会議の構成）  

第４ 条 検討会に運営会議を置く 。  

２  運営会議は、 別表２をもって構成する。  

３  運営会議の運営、 進行及び招集は事務局が行う。  

４  運営会議は、 検討会の円滑な運営のために必要な諸事項等を調整・ 決定することを目

的とする。  

（ 公開・ 傍聴）  

第５ 条 検討会は、 原則として報道機関を通じて公開とする。 ただし、 内容によっては、

運営会議に諮り、 非公開とすることができる。  

２  運営会議は、 原則非公開とする。 なお、 運営会議の調整の結果を検討会の資料として

使用することで公開と見なす。  

３  傍聴に関しては、 必要な事項を別途定めるものとする。  

（ 検討会資料等の公表）  

第６ 条 検討会で使用した資料等については速やかに公表するものとする。 ただし、 個人

情報等で公表することが適切でない資料等については公表しないものとする。  

（ 事務局）  

第７ 条 検討会及び運営会議の庶務を行うため、 事務局を置く 。  

資料３ 



２

２  事務局は、 常総市、 関東地方整備局下館河川事務所で行う。  

（ モデル地区）  

第８条 平成２８年度は、 モデル地区を若宮戸地区、 根新田地区の２箇所とする。  

（ 雑則）  

第９ 条 この規約に定めるもののほか、 検討会の議事の手続きその他運営に関し必要な事

項については、 運営会議で定めるものとする。  

（ 附則）  

第１０ 条 本規約は、 平成２８年１ １月１３日から施行する。  



３

別表１ 

 住民 

若宮戸地区、 根新田地区の住民 

 関係機関 

常総市 

常総警察署 

茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部 下妻消防署 石下分署 

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部 水海道消防署 

茨城県 生活環境部 

茨城県 土木部 

気象庁 水戸地方気象台 

関東地方整備局 下館河川事務所 

学識者 

 筑波大学システム情報系社会工学域  川島宏一 教授 

 茨城大学人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科  伊藤哲司 教授 

 筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域  白川直樹 准教授 



４

別表２  

住民 

若宮戸地区 自治区長 

根新田地区 自治区長 

関係機関 

常総市 市民生活部 

常総市 都市建設部 

常総市 保健福祉部 

常総警察署 

茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部 下妻消防署 石下分署 

常総地方広域市町村圏事務組合消防本部 水海道消防署 

茨城県 生活環境部 防災・ 危機管理課 

茨城県 土木部 河川課 

気象庁 水戸地方気象台 

関東地方整備局 下館河川事務所 

学識者 

 筑波大学システム情報系社会工学域  川島宏一 教授 

 茨城大学人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科  伊藤哲司 教授 

 筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域  白川直樹 准教授 



学識者のプロフィ ール

川島宏一

筑波大学システム情報系社会工学域教授 

●専門分野

自治体経営、 データによる地域課題の解決 

●経歴

1984. 4 国土交通省（ 建築基準、 宅地開発、 公共施設整備）（ -2003. 6）  

1991. 8 インドネシア共和国住宅担当国務大臣府（ アドバイザー）（ -1992. 8）  

1994. 9 北九州市（ 都市計画局開発部長）（ -1997. 7）  

1998. 6 世界銀行（ 上席都市専門官など）（ -2006. 3）   

2006. 3 佐賀県（ 最高情報統括監（ CI O））（ -2011. 3）  

2012. 8 （ 株） 公共イノベーショ ン（ 代表取締役）（ -2015. 3）  

2015. 4 筑波大学大学院システム情報工学系教授 

●委員会等経歴（ 現在就任中のものから抜粋）

2016. 2 水戸市都市計画審議会会長 

2016. 4 国土交通省 G空間基本計画に関する官民勉強会委員

2016. 10 内閣官房 データ流通環境整備検討会オープンデータ WG構成員 

●常総市との関わり

2015 常総市復興ビジョ ン懇話会委員 

2015 常総市水害対策検証委員会委員長 

2016 常総市復興計画策定委員会委員 

●検討会に向けてひとこと

2015. 9関東・ 東北豪雨で甚大な被害を受けた鬼怒川・ 小貝川地域から「 みんなでタイムラ

インプロジェクト 」 という日本のこれからの防災活動をリードする取り組みがスタート す

ることを大変嬉しく 思います。 関係する地域にお住いの皆様との議論が実り多いものとな

るよう貢献したいと考えております。  
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伊藤哲司

茨城大学 人文学部人文コミ ュニケーショ ン学科 教授 

地球変動適応科学研究機関 機関長 

●専門分野

社会心理学、 サステイナビリティ 学 

●経歴

1993. 4 茨城大学人文学部講師 

1995 博士（ 心理学） 取得（ 名古屋大学）  

1996. 4 茨城大学人文学部助教授 

1998. 5～1999. 2 文部省在外研究員としてベト ナム・ ハノイ滞在 

2006. 4 茨城大学人文学部教授 現在に至る 

2014. 9 茨城大学地球変動適応科学研究機関機関長 現在に至る 

●委員会等経歴

2016. 3 守谷市まちづく り検討委員会委員 

●常総市との関わり

2015 常総市復興ビジョ ン懇話会アドバイザー 

2015 常総市水害対策検証委員会委員

2016 常総市復興計画策定委員会アドバイザー

2015年9月に発生した水害以前は、 常総市とはほとんど関わりがありませんでした。 こ

の水害の直後に茨城大学で調査団を立ち上げ、 自ら団長になり、 また学生にも働きかけて

ボランティ ア活動を促してきました。 2016年9月1日には、 常総市の小中学校12校に20

名の学生を派遣し、 防災ゲーム「 クロスロード」 を実施し好評を得ました。 この災害がき

っかけとなった常総市の方たちとの縁を、これからも大事にしていきたいと思っています。 

●検討会に向けてひとこと

 もともと災害研究の専門家ではないのですが、 インド洋大津波、 東日本大震災、 熊本地

震などの被災地を歩いてきました。 被災の経験はみな個別的です。 ということは、 これか

ら予想される災害で、 個々 人の状況に合わせた備えをしておく ことはとても重要でありま

す。 今回のプロジェクト が画期的なものになるよう、 微力ではありますが前向きに取り組

ませていただきます。 どうぞよろしく お願いいたします。  



白川直樹

筑波大学システム情報系（ 構造エネルギー工学域） 准教授 

●専門分野

河川工学 

●経歴

1998. 4 東京大学工学部助手 

2003. 9 筑波大学機能工学系講師 

2010. 4 筑波大学システム情報系准教授 

●委員会等経歴

2004 国土交通省 河川水辺の国勢調査アドバイザーグループ委員 

2005 環境省 公共事業と環境政策のあり方に関する懇談会委員 

2009 アジア河川・ 流域再生ネット ワーク技術委員 

2013 つく ば市上下水道審議会委員 

2015 国土交通省 関東地方河川技術懇談会委員 

●常総市との関わり

2015 常総市復興ビジョ ン懇話会委員

2015　 常総市水害対策検証委員会委員

2016　 常総市復興計画策定委員会委員

●検討会に向けてひとこと

災害発生時に自分の身を守り周りの人を助けるには， ふだんから相手を知ることが重要です．

相手とは災害（ 洪水なら川） であり，助ける人（ 家族や隣人） であり，自分自身でもあります．

たいへんな水害を経験された皆様だからこそ， その貴重な体験に基づいた日本最先端の災害対

策を考えることができます． 少しでも地域の安全を高めるお手伝いができれば幸いです．  



各機関の取り組み紹介 
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水戸地方気象台について

かねうちまさふみ

水害対策気象官金内正文

水戸地方気象台

みんなでタイムラインプロジェクト

水戸市金町1-4-6
029-224-1106
kaneuchi@met.kishou.go.jp

気象庁「防災情報」のページ

http://www.jma.go.jp/jma/index.html 2

1



住民  防災気象情報 伝達手段 例 14

水戸地方気象台

2



（平成28年6月24日日立市坂下地区コミュニティ推進会）

出前講座（防災講演会）

3



平成27年9月3日城里町立七会小学校

出前講座（避難訓練）

（平成28年8月2日 3日ひたちなか市立中央図書館）

出前講座（夏休み気象講座）

4



第1回マイ・タイムライン検討会に関するアンケートへのご協･のお願い

今後の取組みの参考とさせていただくため、皆様のご意･をお聞かせください。 

１．今回の検討会の内容は理解できましたか。

【地区の特性】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【過去の洪･から学ぶ】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【地形の特徴から学ぶ】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【最近の･の降り･と傾向】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【「想定最･規模の･」で･怒川が氾濫したら】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

２．１．の質問で「分かりにくかった」、「全然分からなかった」と回答した･にお聞きします。

特に分からなかった部分に対して、･由なご意･をお聞かせください。 

→ 

３．本･の検討会に参加して分かったことや気づいたこと、今後どのように役･ちそうか、

･由にご意･をお聞かせください。

→ 

＊ご･･のことをお尋ねします。差･えのない範囲で、以下についてご回答ください

■お名前 （            ） ■お住まい（    地区     ･治会） 

■ご 年 齢 （１０代未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上） 

■ご 職 業 （                  ）   

■家族構成 （     ）･ ※ペットを含まない･数を記･願います。 

□曽祖･・曽祖･  □祖･・祖･･  □･・･  □･供（中学･以上）  

□･供（中学･未満） □乳幼児 □ペット（     ） 

■･の有無  □有（     ）台    □無
アンケートへのご協･、ありがとうございました。

資料６



根新田居住者の避難行動アンケート

  本アンケート は、 鬼怒川水害の際、 根新田地区にいらした皆様が、 どのような行動をとったかを 

  把握し, 今後のより効果的な防災対策に役立てるためのものです。 お忙しい中恐縮でございますが、  

  ご協力のほど、 どうぞ宜しく お願い致します。

筑波大学システム情報系社会工学域   教授 川島 宏一  

                    【 問合わせ先】 筑波大学システム情報系社会工学域 鈴木大志 

                      Emai l :  s1311269@sk. tsukuba. ac. j p Tel :  080-5156-7113 

問１  水害の際、 あなたは、 自力で避難をしましたか？ もしく は、 他人に救助を求めましたか？ 

      当てはまるものに数字に丸をつけてく ださい。                              

１ .  自力で避難（ 自宅2階退避し救助を求めなかった場合を含む） をした 

２ .  他人に救助（ ヘリコプター、 救命ボート などによる救助を含む） を求めた 

問２ 各種メールサービス（ ショ ート メッセージ、自治体配信、エリアメールを含む） の利用について伺います。  

  あなたは 水害時に各種メールサービスを利用していましたか？当てはまるものに丸をつけてく ださい。  

            1．  はい  ２． いいえ 

問３ 根新田地区において、 あなたは日常で各種メールサービスをどの程度、 利用されていますか？ 

最もあてはまる数字に丸をつけてく ださい。                       

    ５          ４          ３          ２          １       

問４  根新田地区において、 あなたにとって、 日常の各種メールサービスはどの程度、 役に立っていますか？ 

あてはまる数字に丸をつけてく ださい。  

    ５          ４          ３          ２          １  

問５  水害時、 各種メールサービスの内容には、“ 防災無線放送による避難勧告・ 指示”、“ より安全な場所  

  の位置やそこへの経路” を示唆する文面が伝達されましたが、これらの情報があなたの避難開始のき 

   っかけとなりましたか？あてはまる数字に丸をつけてく ださい。  

     ５         ４          ３          ２          １  

問６  水害時、 最も役に立った情報媒体は以下のうちどれですか？１つに丸をつけてく ださい。  

1． 各種メールサービス  2.  ホームページ  3.  テレビ  4.  ラジオ  5． 近所の人や知人からの連絡  

6． SNS（ twi tter, LI NE, Facebook 等）  7． 防災無線の屋外スピーカー  8． 市や消防の広報車   

9． インターネット 上の川の水位情報  10.  川の様子を直接見に行った  11． 水防団、 消防団からの声かけ

12． 行政からの電話、 FAX  13． その他 

                        アンケート は以上です。 ご協力ありがとうございました。  

頻繁に利用する 多少利用する どちらでもない あまり利用しない 利用しない

とても役に立っている 多少役に立っている どちらでもない あまり役に立ってない 役に立っていない

なった 少しなった どちらでもない あまりなっていない なっていない

資料７
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参考資料 4-1-3  

第１回根新田地区マイ・タイムライン検討会 

使用した機材・備品及び配席図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■配席図： 

 

 

 

 

 



 

 

■使用した機材および備品： 

映像・音響機材 

音響機器一式 プロジェクター ノートパソコン マイク 

延長コード    

備品 

ボールペン サインペン 名札（4 種類） 下敷き 

三角プレート 椅子 レーザーポインター ポップスタンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 4-1-4  

第１回根新田地区マイ・タイムライン検討会 進行表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



■
進

行
表

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

<第
１

回
根

新
田

地
区

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

検
討

会
> 

時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
：

00
 

１
．
開
会

 
里
村
事
務
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
２

 
会
議
名
表
示

 

・
そ
れ
で
は
、
定
刻
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
た
だ
い
ま
よ
り
、
常
総
市
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
（
根
新
田
地
区

）
第
一
回
検
討
会
を
始
め
ま
す
。

 
・
進
行
を
務
め
ま
す
、
国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
長
の
里
村
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
開
会
に
先
立
ち
ま
し
て
、
神
達
岳
志
・
常
総
市
長
よ
り
、
ご
挨
拶
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

10
：

02
 

市
長
挨
拶

 
神
達
 
常
総
市
長

 
ス
ラ
イ
ド
３

 
常
総
市
長
名

 
・
ご
挨
拶

 

 
議
事
進
行

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
神
達
市
長
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
次
の
ご
予
定
の
関
係
で
、
こ
こ
で
退
席
さ
れ
ま
す
。 

・
今
回

、
初

回
で

す
の

で
出
席

者
の

自
己

紹
介

を
行

い
た

い
と
こ

ろ
で

す
が

、
後

ほ
ど

「
取

り
組
み

紹
介

」
の

時
間
を

設
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
は
お
配
り
し
て
お
り
ま
す
名
簿
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

そ
れ

で
は

、
早

速
、

検
討
会

を
進

め
て

ま
い

り
た

い
と

思
い
ま

す
。

初
め

に
、

趣
旨

説
明

を
、
常

総
市

の
須

藤
・
市

民
生
活
部
長
か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

 

10
：

05
 

２
．
趣
旨
説
明

 
須
藤

 
市
民
生
活
部
長

 

ス
ラ
イ
ド
４
～
６

 
常
総
市

 
 

タ
イ
ム
ラ
イ
ン

 
 

マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

 
検
討
会

 

・
み
ん
な
で
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

 
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

と
は

、
台
風

が
来

る
３

日
前

か
ら

カ
ウ

ン
ト
ダ

ウ
ン

を
し

、
洪

水
に

先
手

を
打
っ

て
対

応
す

る
た
め

の
ツ
ー
ル
。
常
総
市
で
は
今
年
の
梅
雨
前
に
作
成

。（
常
総
市
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
ス
ラ
イ
ド
に
投
影
）

 
・
こ
れ
ま
で
、
国
土
交
通
省
や
県
な
ど
の
関
係
機
関
と
訓
練
を
行
う
な
ど
し
て
情
報
共
有
や
連
携
を
確
認
し
て
き
た
が

、 
行
政
間
の
連
携
と
、
避
難
の
た
め
の
情
報
伝
達
が
主
な
部
分
で
あ
っ
た
。

 
・
こ
の
た
び

、「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
い
う
こ
と
で

、
住
民
の
皆
様
一
人
ひ
と
り
の
部
分
を
具
体
的
に
検
討
し
て

い
た
だ
く
こ
と
と
し
た

。（
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
と
は
」
ス
ラ
イ
ド
投
影
）

 
（

先
ほ

ど
、

市
長

の
挨

拶
に
も

あ
っ

た
と

お
り

、
全

国
初

の
取
り

組
み

。
市

内
ま

た
全

国
へ

と
広
げ

て
モ

デ
ル

に
し
て

い
き
た
い

。）
 

・
こ
の

マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ
ン

の
検

討
の

過
程

で
は

、
住

民
の
方

々
の

洪
水

時
の

リ
ス

ク
の

認
識
や

、
逃

げ
る

タ
イ
ミ

ン
グ
が
わ
か
り
、
さ
ら
に
み
な
さ
ん
で
の
意
見
交
換
に
よ
り
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
輪
が
広
が
る
と
期

待
し
て
い
る
。

 
・

今
回

の
、

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

の
検

討
で

は
、

若
宮

戸
地
区

と
根

新
田

地
区

の
２

地
区

を
モ
デ

ル
地

区
と

し
て
、

学
識
者
や
関
係
す
る
機
関
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
①
洪
水
の
リ
ス
ク
を
知
る
②
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方

を
知
る
③
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
 
と
い
う
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成
す
る
も
の

。
（
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
」
ス
ラ
イ
ド
投
影
）

 
・
こ
の
根
新
田
地
区
で
は
、
今
日
を
含
め
今
年
度
中
に
３
回
の
検
討
会
を
開
催
す
る
予
定
。

 
・

次
に

洪
水

が
起

こ
っ

た
時
に

は
逃

げ
遅

れ
ゼ

ロ
に

で
き

る
よ
う

、
こ

の
検

討
会

を
通

じ
て

「
自
分

の
逃

げ
方

」
を
得

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

 
・

今
回

の
検

討
会

で
行

っ
た
こ

と
は

、
他

の
モ

デ
ル

に
な

る
。
そ

の
た

め
、

ア
ン

ケ
ー

ト
な

ど
に
も

ご
協

力
を

い
た
だ

く
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

 

   



時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

 
２
．
趣
旨
説
明

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
た
だ
い
ま
の
趣
旨
に
沿
っ
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
 

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 

10
：

05
 

２
．
趣
旨
説
明

 
里
村
事
務
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
６

 
検
討
会

 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の
あ
た
り
、
検
討
会
を
進
め
る
過
程
で
具
体
的
な
話
も
出
て
く
る
と
思
い
ま
す

 
・
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

 
・
「
三
十
六
計
逃
げ
る
に
如
か
ず
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
も
あ
り
ま
す
。

 
・

今
、

須
藤

部
長

か
ら

あ
り
ま

し
た

と
お

り
、

こ
の

３
回

の
検
討

会
を

通
じ

て
「

自
分

の
逃

げ
方
」

を
会

得
す

る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

 
・「

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
と
い
う
こ
と
で
、
台
風
が
来
る

３
日
前
か
ら
、
自
分
の
家
で
は

、
う
ち
の
家
族
は
、
ど
ん

な
準
備
を
し
て
待
ち
構
え
る
の
か
、
ど
ん
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
逃
げ
る
の
か
、
そ
れ
を
皆
さ
ん
お
一
人
お
一
人
の
家
族

構
成
や
避
難
所
ま
で
の
距
離
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
整
理
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 
・

３
回

の
検

討
会

を
過

ご
せ
ば

、
皆

さ
ん

が
避

難
の

プ
ロ

に
な
っ

て
い

る
、

そ
ん

な
根

新
田

を
作
っ

て
い

き
た

い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
次
の
各
機
関
の
取
り
組
み
紹
介
に
移
り
ま
す
。

 

10
：

10
 

３
．
各
機
関
の

 
取
り
組
み
紹
介

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
検
討
会
に
参
加
し
て
い
る
各
機
関
と
学
識
者
の
先
生
方
か
ら
、
取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

日
頃

の
活

動
と

洪
水

時
の
活

動
（

例
え

ば
、

昨
年

の
洪

水
時
に

行
っ

た
こ

と
な

ど
）

に
つ

い
て
、

簡
単

に
ご

紹
介
を

お
願
い
し
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
常
総
市
、
茨
城
県
、
警
察
、
消
防
、
気
象
台
、
下
館
河
川
事
務
所
の
順
で
い
き
、
そ
の
後
、
川
島
先
生

、
伊
藤
先
生
、
白
川
先
生
の
順
で

、
ご
専
門
と
研
究
テ
ー
マ
、
常
総
市
と
の
か
か
わ
り
な
ど
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

 
・
恐
縮
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
１
～
２
分
程
度
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 

 
 

各
自

 

ス
ラ
イ
ド
７
～
１
５

 
名
前
ス
ラ
イ
ド

 
 ※

気
象

庁
の

説
明

時
に
は
専
用
ス
ラ
イ
ド

 

（
取
組
み
紹
介
）
※
各

2
分
程
度

 
・
常
総
市
（
危
機
管
理
室
長
）

 
・
茨
城
県
土
木
部
 
河
川
課
鬼
怒
川
流
域
緊
急
対
策
推
進
室
（
栗
林
室
長
代
理
）

  
・
常
総
警
察
署

 
・
常
総
市
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
消
防
本
部
水
海
道
消
防
署

  
・
気
象
庁
水
戸
気
象
台

 
・
下
館
河
川
事
務
所
（
須
藤
副
所
長
）

 
（
学
識
者
）

 
・
川
島
先
生

  
・
伊
藤
先
生

  
・
白
川
先
生

 

 
 

 
 

※
下
館
河
川
事
務
所
分

 
・
下
館
河
川
事
務
所
の
副
所
長
の
須
藤
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
当
事
務
所
の
取
り
組
み
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

事
務

所
で

管
理

し
て

い
る
河

川
は

、
鬼

怒
川

と
小

貝
川

の
２
河

川
に

な
り

ま
す

。
こ

ち
ら

の
図
を

ご
覧

く
だ

さ
い
。

こ
ち
ら
の
２
河
川
と
な
り
、
常
総
市
は
こ
の
あ
た
り
に
な
り
ま
す
。

 
・

事
務

所
で

は
工

事
と

ソ
フ
ト

対
策

を
進

め
て

お
り

ま
す

が
、
工

事
の

関
係

は
こ

の
あ

と
鬼

怒
川
緊

急
対

策
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
お
話
し
ま
す
の
で
、
こ
こ
で
は
洪
水
時
の
体
制
の
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

こ
ち

ら
の

写
真

を
ご

覧
く
だ

さ
い

。
洪

水
時

に
は

、
筑

西
市
に

あ
る

事
務

所
内

の
「

防
災

対
策
室

」
に

職
員

が
集
ま

り
、
鬼
怒
川
と
小
貝
川
の
河
川
の
状
況
を
確
認
し
ま
す
。
洪
水
警
報
等
の
発
信
も
こ
ち
ら
か
ら
行
っ
て
お
り
ま
す
。

 
・

そ
の

他
、

水
位

が
高

く
な
れ

ば
、

排
水

機
場

や
水

門
の

操
作
を

行
っ

た
り

、
河

川
の

状
況

把
握
を

２
４

時
間

行
っ
た

り
し
て
お
り
ま
す
。
な
お

、
状
況
把
握
は
１
時
間
程
度
で
回
れ
る
延
長
ご
と
に
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
昼
夜
問
わ
ず
異

常
が
な
い
か
確
認
し
ま
す
。

 
・
概
要
と
な
り
ま
す
が
、
洪
水
時
の
取
り
組
み
と
し
て
は
以
上
と
な
り
ま
す
。

 



時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

 
 

 
 

･
･
･時

間
が
あ
れ
ば
･
･･
参
考
資
料
の
水
防
災
意
識
社
会
取
り
組
み
（
常
総
市
）
を
紹
介

 
 ・
な
お
、
常
総
市
に
お
い
て
行
っ
て
い
る
イ
ベ
ン
ト
の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

現
在

、
当

事
務

所
と

関
係
機

関
で

減
災

対
策

協
議

会
と

い
う
も

の
を

行
っ

て
い

ま
す

。
今

回
の
検

討
会

と
同

様
に
、

河
川
の
水
防
災
へ
の
意
識
を
、
住
民
と
一
緒
に
強
化
し
て
い
く
等
の
様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
も
の
で
す
。

 
・

こ
ち

ら
の

写
真

を
ご

覧
く
だ

さ
い

。
写

真
の

フ
ァ

イ
ン

ズ
マ
ス

ダ
に

お
い

て
、

９
月

に
パ

ネ
ル
展

示
を

実
施

し
ま
し

た
。
同
じ
時
期
に
市
役
所
会
議
棟
や
石
下
庁
舎
で
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
中
で
も
ご
覧
に
な
っ
て
い

る
方
も
い
る
か
と
お
も
い
ま
す
。

 
・

そ
の

他
、

９
月

に
常

総
市
と

洪
水

時
情

報
伝

達
演

習
を

実
施
し

た
り

、
出

前
講

座
で

玉
小

学
校
や

石
下

中
学

校
に
お

い
て
説
明
会
を
実
施
す
る
等
の
取
り
組
み
を
し
て
お
り
ま
す
。

 
・
常
総
市
で
は
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
誰
が
何
を
し
て
い
る
の
か
、
洪
水
の
時
は
何
を
す
る
の
か
な
ど
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

 
・
こ
の
検
討
会
で
は
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
皆
さ
ん
の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
り
を
支
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・

今
の

各
機

関
・

先
生

の
ご
紹

介
に

つ
い

て
、

ご
質

問
あ

る
い
は

、
も

っ
と

知
り

た
い

と
い

う
こ
と

が
ご

ざ
い

ま
し
た

ら
お
願
い
し
ま
す
。

 
 ＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
そ
れ
で
は
、
前
半
の
最
後
に
な
り
ま
す
。

 
・

下
館

河
川

事
務

所
か

ら
、
昨

年
の

関
東

・
東

北
豪

雨
の

振
り
返

り
と

現
在

実
施

し
て

い
る

鬼
怒
川

緊
急

対
策

プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
報
告
し
て
く
だ
さ
い
。
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４
．
鬼
怒
川
緊
急

対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
報
告

 
須
藤
副
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
１
６

 
お
手
元
の
パ
ン
フ
を

ご
覧
く
だ
さ
い

 

・
パ
ン
フ
と
ビ
ラ
で
実
施
！

 
・
大
き
な
雨
。
鬼
怒
川
は
高
い
水
位
が
続
き
、
満
身
創
痍
。

4,
30

0
名
の
方
が
救
助
さ
れ
た
。

 
・
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
を
一
体
的
に
進
め
る
鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
。

 
・
こ
れ
ま
で
に
決
壊
し
た
上
三
坂
の
堤
防
は
完
成
。
大
規
模
溢
水
の
若
宮
戸
で
は
昨
年
の
洪
水
の
水
位
＋

50
㎝
の
盛
土

が
完
了
。
そ
の
他
も
順
次
、
用
地
買
収
を
し
な
が
ら
実
施
中
。

 
・
堤
防
整
備
と
河
道
掘
削
で
平
成

32
年
度
ま
で
に
再
度
災
害
防
止
を
図
る
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
何
か
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・

よ
ろ

し
け

れ
ば

、
こ

れ
か
ら

い
よ

い
よ

マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ
ン

づ
く

り
に

入
る

わ
け

で
す

が
、
そ

の
前

に
休

憩
を
入

れ
ま
し
ょ
う
。

 
・
こ
の
時
計
で

11
時
（
当
日
の
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り
）
ま
で
の
休
憩
と
し
ま
す
。

11
時
に
は
再
開
し
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・

茨
城

大
学

の
伊

藤
先

生
に
お

か
れ

ま
し

て
は

、
ご

都
合

に
よ
り

、
こ

こ
で

退
席

さ
れ

ま
す

。
先
生

、
あ

り
が

と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

 
10

：
50

～
 

（
休
憩
）

 
（
１
０
分
間
）

 
 

ス
ラ
イ
ド

17
 

休
憩

 
 

11
：

00
～

 
11

：
10

 

５
．
根
新
田
地
区

の
取
り
組
み

 
（
紹
介
）

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
そ
れ

で
は

、
５

．
根

新
田
地

区
の

取
り

組
み

と
い

う
こ

と
で
自

治
区

長
の

鈴
木

さ
ま

よ
り

地
区
で

の
取

り
組

み
を
ご

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

  



時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

 
 

根
新
田
地
区

 
自
治
区
長

 
ビ
デ
オ
映
像

 
・
放
映
さ
れ
る
ビ
デ
オ
の
説
明
（
１
分
程
度
）

 
・
ビ
デ
オ
（
７
分
）
放
映
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６
．
検
討
会
の
進

め
方
に
つ
い
て

 
里
村
事
務
所
長

 

ス
ラ
イ
ド

 
１
８
～
２
１

 
お
手
元
の
ノ
ー
ト

 
マ
イ
タ
イ
ム
ラ
イ
ン

に
つ
い
て

 

・
そ
れ
で
は
、
再
開
し
ま
す
。

 
・
は
じ
め
に
、
検
討
会
の
進
め
方
を
説
明
し
ま
す
。

 
・
ノ
ー
ト
を
め
く
っ
て
頂
き
、
目
次
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
検
討
は
３
つ
の

S
T

E
P
で
行
い
ま

す
。

 
・
こ
こ
根
新
田
で
は
、
１
回
の
検
討
会
で
１

S
T

E
P
進
む
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
す
。

 
・

S
T

E
P
１
は
「
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
区
の
洪
水
リ
ス
ク
を
知
る
」
で
す
。

 
・
そ
の
後
、
年
明
け
に
な
り
ま
す
が
、

S
T

E
P
２
「
洪
水
時
に
得
ら
れ
る
情
報
を
知
り
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方
を
知

る
」、

S
T

E
P
３
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
」
へ
と
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 
・

こ
の

マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ
ン

の
検

討
は

、
お

手
元

の
ク

リ
ア
フ

ァ
イ

ル
「

マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ
ン

 
ノ

ー
ト

」
に
沿

っ
て
行
い
ま
す
。

 
・
ノ
ー
ト
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
４
１
ペ
ー
ジ
を
お
開
き
く
だ
さ
い

。「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
つ
い
て
」
と
い
う
ペ
ー
ジ

が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
は
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
取
扱
説
明
書
の
よ
う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
②
の
「
ノ

ー
ト
と
は
」
の
と

こ
ろ
に
、
３
つ
の
考
え
方
を
書
い
て
お
り
ま
す

。
ノ
ー
ト
と
い
う
名
の
と
お
り

、
皆
さ
ん
ご
自
身

で
書
き
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
が
、
３
つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
沿
っ
て
書
き
込
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。

 
 
Ⅰ
「
知
る

」・
・
・
・

 
 
Ⅱ
「
気
づ
く

」・
・
・
・

 
 
Ⅲ
「
考
え
る

」・
・
・
・

 
・
８
ペ
ー
ジ
や
１
０
ペ
ー
ジ
に
は

、「
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い

」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
成

す
る
こ
と
で
参
考
と
な
る
情
報
で
す
が
、
難
し
け
れ
ば
読
み
飛
ば
し
て
い
た
だ
い
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

 
・

S
T

E
P
３
で
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ら
、
今
後
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
の
参
考
に
さ

せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
い
っ
た
ん
回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
郵
送
に
て
お
返
し
す
る
形
を

と
ら
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
こ
こ
ま
で
、
検
討
の
進
め
方
（
３

S
T

E
P
）
と
、
ノ

ー
ト
の
構
成
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

 
・
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？
 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 

ス
ラ
イ
ド
２
２

 
お
手
元
の
ノ
ー
ト

 
 

Ｐ
Ｄ
Ｆ
ノ
ー
ト

 
拡
大
し
て
投
影

 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
そ
れ
で
は
、
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
自
分
の
お
名
前
と
ご
家
族
の
お
名
前
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ノ
ー
ト

 
拡
大
し
て
投
影

 

・
そ
れ
で
は
、
具
体
的
に

S
T

E
P
１
へ
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 
・
先
ほ
ど
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

S
T

E
P
１
は
「
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
区
の
洪
水
リ
ス
ク
を
知
る
」
で
す
。
今

日
の
残
り
の
時
間
で
、
根
新
田
地
区
の
洪
水
リ
ス
ク
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

孫
子

曰
く

「
彼

を
知

り
己
を

知
れ

ば
、

百
戦

し
て

殆
う

か
ら
ず

」
敵

を
知

り
自

分
を

知
る

な
ら
ば

、
絶

対
に

負
け
る

心
配
は
な
い
～
と
。
ま
ず
は
、
己
を
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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７
．
自
分
た
ち
の

住
ん
で
い
る
地

区
に
つ
い
て

 
は
じ
め
に

 
～
地
区
の
特
性

 

里
村
事
務
所
長

 
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ノ
ー
ト

 
拡
大
し
て
投
影

 

・
で
は
ま
ず
、
ノ
ー
ト
の
目
次
で
言
い
ま
す
と
「
は
じ
め
に
」
と
「
地
区
の
特
性

」。
ノ
ー
ト
の
３
ペ
ー
ジ
ま
で
に
な
り

ま
す
。

 
・
常
総
市
の
溝
上
防
災
・
危
機
管
理
室
長
に
お
願
い
し
ま
す
。

 



 
 

時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

 
 

溝
上
室
長

 
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ノ
ー
ト

 
拡
大
し
て
投
影

 

・
ま
ず
は
、
１
ペ
ー
ジ
か
ら
進
め
ま
す
。
昨
年
の
洪
水
の
と
き
の
ご
自
身
の
行
動
を
ふ
り
か
え
り
ま
し
ょ
う
。

 
・
①
～
⑥
ま
で
思
い
出
し
な
が
ら
記
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

 
 

①
避

難
し

ま
し

た
か

？
 
昨

年
、

避
難

し
た

か
、

し
よ

う
と
し

た
け

ど
で

き
な

か
っ

た
か

、
し
な

か
っ

た
か

、
選
ん

で
く
だ
さ
い
。

 
 
②
ど
こ
に
避
難
し
ま
し
た
か
？
 
避
難
さ
れ
た
場
所
を
書
い
て
く
だ
さ
い
。

 
 

③
避

難
場

所
へ

到
着

し
た
の

は
い

つ
で

す
か

？
ま

た
、

家
か
ら

避
難

場
所

ま
で

ど
の

く
ら

い
の
時

間
が

か
か

り
ま
し

た
か
？
そ
れ
ぞ
れ
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 
 
④
避
難
の
準
備
を
開
始
し
て
か
ら
家
を
出
る
ま
で
ど
の
く
ら
い
の
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
か
？

 
 
⑤
避
難
の
き
っ
か
け
は
何
で
し
た
か
？

 
 

⑥
避

難
に

関
し

て
、

覚
え
て

お
き

た
い

こ
と

、
学

ん
だ

こ
と
、

工
夫

し
た

こ
と

な
ど

が
あ

れ
ば
メ

モ
し

て
お

い
て
く

だ
さ
い
。
そ
し
て
、
こ
こ
ま
で
は
「
命
を
守
る
」
を
念
頭
に
「
身
体
の
避
難
」
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
家
財
に
つ

い
て
、
何
か
覚
え
て
お
き
た
い
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
、
メ
モ
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 
 ・
続
い

て
、

２
ペ

ー
ジ

の
「
地

区
の

特
性

」
へ

移
り

ま
す

。
常
総

市
全

体
や

根
新

田
地

区
の

人
口
な

ど
に

つ
い

て
お
話

し
し
ま
す
。
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

 
・
常
総
市
の
人
口
は
・
・
・
世
帯
数
は
・
・
・
、
根
新
田
地
区
の
人
口
は
・
・
・
世
帯
数
は
・
・
・
（
順
に
紹
介
）

 
 ・
そ
し
て
、
３
ペ
ー
ジ
の
図
面
に
、
ご
自
宅
の
場
所
を
○
で
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
お
お
よ
そ
で
構
い
ま
せ
ん
。

 
・
ま
た
、
図
面
の
下
に
「
平

成
27

年
9
月
関
東
・
東
北
豪
雨
で
避
難
し
た
の
は

、」
と
書
い
て
お
り
ま
す
。
先
ほ
ど
の

「
振
り
返
る
」
で
も
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
昨
年
避
難
さ
れ
た
場
所
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

 
 ・
こ
こ
ま
で
、
地
区
の
特
性
、
ご
自
宅
の
場
所
な
ど
を
見
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 
２
ペ

ー
ジ
に
「
気
づ

く
」
と
い
う
オ
レ
ン
ジ
の
色
の
枠

が
あ
り
ま
す
。
感

想
や
気
づ
い
た

こ
と
な
ど
、
書
き

込
ん
で

み
ま
し
ょ
う
。
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（
意
見
交
換
）

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
地
区
の
こ
と
は
ご
存
知
の
こ
と
ば
か
り
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

 
 ・
そ
し

て
こ

こ
で

、
も

う
一
つ

ご
記

入
い

た
だ

き
た

い
と

思
い
ま

す
。

ク
リ

ッ
プ

の
中

に
資

料
８
が

ご
ざ

い
ま

す
。
こ

れ
は
、
川
島
先
生
か
ら
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
先
生
か
ら
ご
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

 
川
島
先
生

 
 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
説
明
（
内
容
、
集
計
し
て
結
果
を
次
回
検
討
会
で
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と
）

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
・

で
は

、
こ

こ
ま

で
「
は

じ
め

に
」
、
「

地
区

の
特
性
」
と

進
め

て
ま

い
り

ま
し

た
が

、
お

気
づ
き

の
点

な
ど

、
ご

発
言

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
。

 
・
む
し
ろ

、「
昔
か
ら
住
ん
で
い
て
こ
ん
な
こ
と
知
っ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
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８
．
洪
水
の
リ
ス

ク
に
つ
い
て

 
里
村
事
務
所
長

 

ス
ラ
イ
ド
２
３

 
お
手
元
ノ
ー
ト

 
 

Ｐ
Ｄ
Ｆ
ノ
ー
ト

 
拡
大
し
て
投
影

 

・
で
は
続
き
ま
し
て
、
洪
水
に
つ
い
て
話
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

 
・
ノ
ー
ト
の
目
次
で
言
い
ま
す
と
「
過
去
の
洪
水
か
ら
学
ぶ

」
か
ら
「
『
想
定
最
大
規
模
の
雨
』
で
鬼
怒
川
が
氾
濫
し
た

ら
」
ま
で
で
す
。

 
・
伊
藤
調
査
課
長
お
願
い
し
ま
す
。

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

 
 

伊
藤
課
長

 
Ｐ
Ｄ
Ｆ
ノ
ー
ト

 
拡
大
し
て
投
影

 
・
ノ
ー
ト
に
沿
っ
て
説
明

 

11
:4

5
～
 

11
:5

0 
質
問

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
過
去
の
洪
水
、
地
形
、
最
近
の
雨
の
降
り
方
そ
し
て
想
定
さ
れ
る
最
大
規
模
と
い
う
お
話
で
し
た
。

 
・
少
し
難
し
い
部
分
も
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
か
？

 
・
白
川
先
生
、
ご
専
門
の
立
場
か
ら
、
な
に
か
補
足
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

 
白
川
先
生

 
 

・
ノ
ー
ト
の
見
方
、
ポ
イ
ン
ト
等
の
補
足

 

11
:5

0
～
 
 

12
:1

0 
(意

見
交
換

) 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
こ
れ
は
、
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

 
・
ど
な
た
か
感
想
を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
が
。
び
っ
く
り
し
た
こ
と
な
ど
で
も
結
構
で
す
。
メ
モ
さ
れ
た
こ
と
を
少

し
ご
紹
介
い
た
だ
け
れ
ば
。

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・

休
憩

前
に

鬼
怒

川
緊

急
対
策

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
話

が
あ

り
ま
し

た
が

、
あ

れ
で

堤
防

が
で

き
れ
ば

も
う

安
心

と
思
っ

て
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
で
し
た
か
？
今
年
、
熊
本
で
は

15
0
ミ
リ
降
っ
て
い
ま
す
。
去
年
よ
り
大
き
な
雨
が
降
ら
な

い
と
は
言
え
な
い
状
況
で
す
。

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・
先
生
方
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

 
・
関
係
機
関
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜
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:1

0
～
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９
．
と
り
ま
と
め

 
里
村
事
務
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
２
４

 
と
り
ま
と
め

 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
そ
れ
で
は
、
時
間
も
近
づ
い
て
き
ま
し
た
の
で
、
と
り
ま
と
め
に
入
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
今
日
は
、

 
 
①
須
藤
部
長
か
ら
趣
旨
説
明

 
 
②
各
機
関
の
取
り
組
み
紹
介
（
こ
ん
な
ご
質
問
も
あ
り
ま
し
た
）

 
 
③
関
東
・
東
北
豪
雨
の
振
り
返
り
と
鬼
怒
川
緊
急
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

 
・
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
具
体
的
な
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。

 
 
①
溝
上
危
機
管
理
室
長
か
ら
地
区
の
特
徴
な
ど
（
こ
ん
な
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
）

 
 
②
事
務
所
か
ら
洪
水
の
リ
ス
ク
等
に
つ
い
て
（
こ
ん
な
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
）

 
・
全
体
を
通
じ
て
、
何
か
ご
ざ
い
ま
す
か
？

 
・
先
生
方
か
ら
一
言
ず
つ
お
願
い
し
ま
す
？

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
こ
れ
で
「
己
を
知
る
こ
と
」
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

 
・
次
回
は

、「
彼
を
知
る
こ
と
」
す
な
わ
ち
、
迫
っ
て
く
る
台
風
や
雨
、
水
位
を
知
る
予
定
で
す
。

 
・
そ
れ
ま
で
の
間
に
ご
疑
問
が
出
て
き
た
場
合
に
は
、
市
役
所
や
下
館
河
川
事
務
所
に
ご
遠
慮
な
く
お
尋
ね
く
だ
さ
い

。 

 
１
０
．
閉
会

 
里
村
事
務
所
長

 

ス
ラ
イ
ド
２
７

 
今
後
の
予
定

 
 

ス
ラ
イ
ド
２
８

 
ｱ
ﾝ
ｹｰ
ﾄの

協
力

 

・
そ
れ
で
は
、
こ
れ
で
第
一
回
の
検
討
会
を
終
わ
り
ま
す
が
、
自
治
区
長
さ
ま
何
か
あ
り
ま
す
か
？

 
・
み
な
さ
ま
、
長
い
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

次
回

は
、

１
月

２
９

日
、
２

月
１

９
日

に
常

総
市

役
所

で
行
う

予
定

で
お

り
ま

す
。

詳
し

く
は
、

年
明

け
に

ご
案
内

差
し
上
げ
ま
す
。

 
・

今
後

の
検

討
に

役
立

て
た
い

の
で

、
ノ

ー
ト

の
１

ペ
ー

ジ
と
３

ペ
ー

ジ
を

写
真

撮
影

さ
せ

て
い
た

だ
き

た
い

の
で
、

ご
協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
手
数
で
す
が
、
受
付
を
し
た
と
こ
ろ
で
写
真
撮
影
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
そ
ち
ら

で
併
せ
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
回
収
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。
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第１回根新田地区マイ・タイムライン検討会 スライド 

  



携帯電話やスマートフォンをお持ちの方は、

会場内ではマナーモードに切り替え、

通話はお控えください。

～みんなでタイムラインプロジェクト～

第１回 マイ・タイムライン検討会

根新田地区

平成２８年１１月２０日

根新田会館



神達 岳志 常総市長

開 会

須藤 一徳

常総市 市民生活部長

趣旨説明



常総市 タイムライン

常総市 タイムライン



･
災害時の防災行動チェックリストで対応の漏れを防止

災害時の判断をサポート

マイ・タイムラインの検討の過程で…

マイ･タイムラインとは…

リスクを認識できる

・自分の家が浸水してしまう
・避難所まで遠い など

！

逃げるタイミングがわかる

・いつ逃げる？
・誰と逃げる？
・危険な場所をよけて逃げるには？

！ コミュニケーションの輪が
広がる

・検討会での意見交換などで、
知り合いになれる

・ご近所とのつながりが強く,太くなる

！

！

！

マイ・タイムラインができると…

準備は
大切だよね

そうだね

私の家では
非常食を
買ったよ

うんうん

モデル地区の住民、常総市、警察署、消防署、茨城県、気象庁、国土交通省下館河川事務所に加え、
各分野の学識者で構成される『マイ・タイムライン検討会』を設置し、住民一人ひとりがそれぞれの
環境に合ったタイムラインを自ら検討する取り組みを進めます。

モデル地区
自分たちの住んでいる地区の洪水リスクを知る 今年度は、若宮戸地区、

根新田地区をモデル地区として、
検討会を進めます。

検討会の進め⽅

洪水時に得られる情報を知り、タイムラインの
考え方を知る

マイ・タイムラインの作成

・過去の洪水を知る
・地形の特徴を知る
・水害リスクを知る

・洪水時に得られる情報とその
読み解き方を知る

・タイムラインの考え方を知る
・洪水時の自らの行動を想定

・一人ひとりのタイムラインを作成

水害リスクを知る

若宮戸地区
マイ･タイムライン

検討会

根新田地区
マイ･タイムライン

検討会

学識者
・筑波大学システム情報系社会工学域

川島宏一 教授
・茨城大学人文学部人文コミュニケーション学科

地球変動適応科学研究機関
伊藤哲司 教授・機関長

・筑波大学院システム情報系構造エネルギー工学域
白川直樹 准教授

自分達の住んでいる地
区が浸水するかを知り
ましょう。

いつ逃げ
はじめた
らいいの
かなあ？

これで、逃げる
タイミングが
わかったわ！国市

住民一人ひとりが
自分自身の行動を記入

時
間

常総市のモデル地区におけるマイ･タイムライン検討会

ステップ1

ステップ２

ステップ３



常総市

溝上 博

防災・危機管理室長

各機関の取り組み紹介

茨城県 土木部河川課
鬼怒川流域緊急対策推進室

栗林 俊一
室長代理

各機関の取り組み紹介



常総警察署 警備課

清水 健吾

課長

各機関の取り組み紹介

常総地方広域市町村圏
事務組合消防本部 水海道消防署

山田 修

副署長

各機関の取り組み紹介



水戸気象台

金内 正文

水害対策気象官

各機関の取り組み紹介

下館河川事務所

須藤 純一

副所長

各機関の取り組み紹介



筑波大学
システム情報系社会工学域

川島 宏一

教授

各機関の取り組み紹介

各機関の取り組み紹介
茨城大学

人文学部人文ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

伊藤 哲司

教授



筑波大学
ｼｽﾃﾑ情報系構造ｴﾈﾙｷﾞｰ工学域

白川 直樹

准教授

各機関の取り組み紹介

⻤怒川緊急対策プロジェクトの報告

お手元の

「鬼怒川緊急対策プロジェクト」の

パンフレットとチラシをご覧ください



休 憩

検討会の進め⽅について

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください



マイ・タイムラインノートについて
マイ・タイムラインとは

「マイ・タイムライン」は住民一人ひとりのタイムラインであり、台風の接近によって河川の水位が上昇する時に、

自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理し、とりまとめるものです。

時間的な制約が厳しい洪水発生時に、行動のチェックリストとして、また判断のサポートツールとして、効果を

発揮するものと考えています。

しかしながら洪水は自然現象であるため、マイ・タイムラインがあれば常に安全ということではなく、その都度、

台風・降雨・河川の状況等を考慮して判断しなければならないことにも留意しておく必要があります。マイ・タイム

ラインに盛り込まれたどの防災行動で台風・降雨・河川の状況等が把握できるのかを知っておくことも重要です。

このたび、まずは常総市の若宮戸地区と根新田地区をモデル地区として、一人ひとりの住民に参加いただく

「常総市マイ・タイムライン検討会」を設置し、鬼怒川の水位上昇を対象にマイ・タイムラインの検討を進めます。

検討の過程で、住民一人ひとりが、自分自身に合った避難に必要な情報・判断・行動を把握し、マイ・タイムライ

ン作成時には、いわば「自分の逃げ方」を手に入れられるように取り組んでいくこととしています。

マイ・タイムラインノートについて
マイ・タイムラインノートについて

マイ・タイムラインの検討は、住民一人ひとりに配付する「マイ・タイムライン ノート」に沿って行います。ノート

は、地形の特徴や過去の洪水といった自宅周辺のリスク、洪水発生時に得られる情報などのマイ・タイムライ

ンの検討に当たって抑えておくべき情報を「知る」ことから始め、そこから「気づく」ことや自分自身に置き換えて

「考える」ことを記入していくことで、洪水発生時に自分自身がとるべき防災行動を整理する形で編集していま

す。そして、整理した防災行動を時系列的にとりまとめることによって、最終的に一人ひとりのマイ・タイムライン

が作成できることになります。

ノートは以下の3つの考え方で構成しています。

マイ・タイムラインの検討に当たって抑えておくべき情報を記載しており、検討会で解
説します。メモ欄には、初めて知ったことや驚いたこと、大切だと思ったことを記入し
てください。

知 る

「知る」を通じて得られた知識やメモした事柄を踏まえ、感じたことを記入してくださ
い。検討会での意見交換により、理解を深めます。

気づく

「知る」や「気づく」を踏まえ、自分自身の自宅の状況や家族の構成に置き換えて、安
全に避難するために必要と考えることを記入してください。

考える



マイ・タイムラインノートについて
マイ・タイムラインノートの作成後

今回検討するマイ・タイムラインは基礎的なものであり、例えば、洪水が発生する時間帯によってはさらに早

めの避難が必要になるなど、実際の洪水時を想定した応用動作が想定されます。今後、家族や地域で話し合

うなどし、防災行動を追加していくことも考えられます。

またマイ・タイムラインは、一度作ったらおしまいというものではなく、自分自身の置かれている環境の変化に

応じて変更していくことが望ましいと考えられます。例えば、家族が増えたとき、勤務先や学校が変わったとき

など、あらためてノートを見直して、必要な防災行動を整理していくことが望ましいと考えられます。

来たるべき洪水に備えて、マイ・タイムラインを活用し、逃げ遅れゼロに向けてさらなる地域の取り組みが積

み重ねられることを期待しています。

平成２８年１１月１３日
常総市マイ・タイムライン検討会 運営会議

⾃分たちの住んでいる地区について

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください



洪⽔のリスクについて

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください

とりまとめ



今後の予定

第２回検討会
日 時： １月２９日（日）ＡＭ１０：００～１２：００
場 所：常総市役所

第３回検討会
日 時： ２月１９日（日）ＡＭ１０：００～１２：００
場 所：常総市役所

ノートとアンケートの写真撮影にお手
数ですがご協力お願いいたします。

写真撮影後、アンケートは回収させて
いただきます。

ノートは、次回検討会にお持ち下さい。
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第２回根新田地区マイ・タイムライン検討会 

記者発表資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト が前進
～ 常総市根新田地区において、住民が自分自身の避難行動を自ら検討 ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． 対象地区  

常総市根新田地区 

２ ． 開催日時 

平成２９年１月２９日（ 日）  １０： ００～１２： ００ 

３ ． 開催場所 

茨城県常総市水海道諏訪町３２ ２２－３ 常総市役所 議会棟２ 階 大会議室 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線水海道駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

４ ． 議事（ 予定）  

・「 洪水時の自らの行動を想定」 など 

５ ． 公開等 

・ 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

・ カメラ撮り等は可能です。  

・ その他、 取材に関する詳細は、 別添資料をご覧下さい。  

※ もう一つのモデル地区（ 若宮戸地区） では2月5日に開催予定です。後日、あらためてお知らせします。

平成２ ９ 年１ 月２ ３ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、

「 みんなでタイムラインプロジェクト 」 を進めています。  

このたび、 モデル地区の一つである常総市根新田地区において、 第２回マイ・ タイムライ

ン検討会を開催します。 この検討会では、 いよいよ、 地区の住民一人ひとりが、 自分自身の

避難行動を自ら検討します。  



（ 別添資料）  

第２回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 根新田地区） の

開催について（ 報道の方へ）

標記検討会について下記のとおり開催しますので、 お知らせいたします。  

記 

１． 開催日時  

平成２９年１月２９日（ 日）  １０： ００～１２： ００（ 予定）  

２． 開催場所  

茨城県常総市水海道諏訪町３２ ２２－３ 常総市役所 議会棟２ 階 大会議室 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線水海道駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

３． 検討会の公開 

 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

 カメラ撮り等は可能です。  

４． 報道関係者の受付 

 受付日時 平成２９年１月２９日（ 日）  ９： ３０～１０： ００まで 

 受付場所 茨城県常総市水海道諏訪町３２２２－３ 常総市役所 議会棟２階 大会議室 

 事前の登録が必要です。 別添登録様式にご記入の上、  

平成２９年１月２６日（ 木） １２： ００までに、 様式の送付先に送ってく ださい。  

 当日、 受付にて必要事項を記入の後、 係員の指示により会場へ入場をお願いします。  

 スペースが限られているため、 机や椅子が不足する事態もあり得ますが、 ご理解く ださい。  

 当日は、 受付にて「 受付証」 をお渡ししますので着用をお願いします。 なお、 お帰りの際に係

員へ返却下さい。  

５． 取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、 以下の注意事項をご確認いただき、 その遵守へのご協力をお願いします。  

 事務局の指定した場所以外での撮影、 取材は、 ご遠慮く ださい。  

 傍聴席でのＰＣ等の使用は、 議事や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能です。  

 取材に必要となる電源は、 各社（ 各自） にてご用意下さい。  

 携帯電話は、 マナーモードにするか、 電源をお切り下さい。  

 会場では、 発言、 私語、 談論、 拍手等を行わないで下さい。  

 プラカードを掲げたり、 はちまき、 腕章の類を付けたり、 ビラ等の配布を行わないで下さい。  

 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。  

 事故防止の観点から、 取材に当たっては節度ある行動をお願いします。  

 手荷物・ 貴重品等の管理は各自にてお願いします。  

 会議の円滑な進行のため、 係員の誘導、 指示に従って下さい。  

 上記の他、 会議の進行を妨げたり、 会場の秩序を乱す行為をしないで下さい。



■茨城県常総市水海道諏訪町３２２ ２－３ 常総市役所 議会棟２階 大会議室 

最寄り駅： 関東鉄道常総線水海道駅 徒歩１０分です。  

案内図 

別添地図 



事 前 登 録 書 

 平成２９年１月２９日（ 日） の「 第２回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 根新田地区）」 につき

まして、 取材を希望される報道機関におかれましては、 事前に登録をお願いします。  

Ｆ ＡＸ 送信期限： 平成２ ９年１月２６日（ 木） １２： ００まで

１． 報道機関名                                    

２． 氏名等 

ご氏名 

（ 代表者のみ）  

連絡先 

（ 電話番号）

メールアドレス 人数 

（ 代表者含む）

車台数

３． 送付先  Ｆ ＡＸ ： ０２９６－２５－３０１９  

４． 事前登録に関する問合せ先 

 国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 調査課長 伊藤 克雄 

Ｔ ＥＬ ： ０２９６－２５－２１７１ 

別添登録様式 
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本･のスケジュール

1. 開会

2. 本日の進め方

3. 前回のおさらい

4. 洪水時に得られる情報と読み解き方について

5. タイムラインの考え方について

休 憩

6. 洪水時の自らの行動を想定について

意見交換

全体発表

7. とりまとめ

8. 閉会

第２回検討会

１月２９日

１０：００～１２：００

常総市役所

資料１



みんなでタイムラインプロジェクト
第２回マイ・タイムライン検討会　根新田地区検討会　参加者

機関名 部名・課名 役職 氏名 備考

根新田地区 根新田 自治区 住民 自治区長　鈴木孝八郎

筑波大学システム情報
系社会工学域

教授 川島宏一 学生（１人）

茨城大学人文学部人文
コミュニケーション学科

教授 伊藤哲司

筑波大学システム情報
系構造エネルギー工学
域

准教授 白川直樹 学生（３人）

市長 神達　岳志

市民生活部 部長 須藤　一徳

市民生活部安全安心課 課長 斎藤　健司

市民生活部安全安心課 防災・危機管理室長 溝上　博

市民生活部安全安心課 課長補佐 小林　弘

市民生活部安全安心課 主査兼係長 安田　洋行

市民生活部安全安心課 主事 石塚健一

常総警察署 警備課 課長 清水　健吾

水海道消防署 副署長 山田　修

水海道消防署絹西出張所 所長 五木田　敬

生活環境部
防災・危機管理局
防災・危機管理課

副参事 飛田　聡志

土木部　河川課鬼怒川
流域緊急対策推進室

係長 皆藤　開平

水戸気象台 水害対策気象官 金内 正文

所長 里村 真吾

副所長 須藤 純一

調査課 調査課長 伊藤　克雄

専門員 平出 亮輔

国土交通省
関東地方整備局
下館河川事務所

茨城県

学識者

常総市

常総地方広域市町村
圏事務組合消防本部

資料２



第2回マイ・タイムライン検討会に関するアンケートへのご協･のお願い

今後の取組みの参考とさせていただくため、皆様のご意･をお聞かせください。 

１．今回の検討会の内容は理解できましたか。
【洪･時に得られる情報と読み解き･】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【タイムラインの考え･】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

【洪･時の･らの･動を想定】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

２．１．の質問で「分かりにくかった」、「全然分からなかった」と回答した･にお聞きします。

特に分からなかった部分に対して、･由なご意･をお聞かせください。 

→ 

３．本･の検討会に参加して分かったことや気づいたこと、今後どのように役･ちそうか、

･由にご意･をお聞かせください。

→ 

４．第１回検討会に参加された･にお聞きします。

  前回の検討会後におこなったことをお聞かせください。（複数回答有り） 
□･宅でノートを･返した □家族で話し合った □近所の･と話し合った 

□ノートに記載されている参考資料等をパソコン等で･ら確認した 

□市役所または河川事務所に問い合わせた □その他 

→ 

５．第１回検討会に参加された･にお聞きします。

  配布されたノート以外で、欲しい資料や情報等がありましたら、お聞かせください

→ 

＊ご･･のことをお尋ねします。差･えのない範囲で、以下についてご回答ください

■お名前 （            ） ■お住まい（    地区     ･治会） 

■ご 年 齢 （１０代未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上） 

■ご 職 業 （                  ）   

■家族構成 （     ）･ ※ペットを含まない･数を記･願います。 

□曽祖･・曽祖･  □祖･・祖･･  □･・･  □･供（中学･以上）  

□･供（中学･未満） □乳幼児 □ペット（     ） 

■･の有無  □有（     ）台    □無
アンケートへのご協･、ありがとうございました。

資料３



平成２９年１月２９日 

避難準備情報等の名称変更に伴うノート の修正のお願い 

平成２８年１２月２６日に内閣府より、 避難準備情報等の名称変更が以下のように公表

されました。  

本検討会で使用されていますマイ・ タイムラインノート につきましても、 修正が必要な

箇所がありますので、 お手数ですが、 修正をお願いいたします。  

＜修正が必要な箇所＞ 

 ①２２ページ 

 ②２９ページ 

 ③３９ページ 

 ④最後のページ（ Ａ３折り込み） のマイ・ タイムライン 

※次頁以降に修正が必要な箇所を赤枠で示していますので、 参考にしてく ださい。  

変更前 変更後

資料４



①２２ページ 



②２９ページ 



③３９ページ 



④最後のページ（ Ａ３折り込み） のマイ・ タイムライン 





■避難の方法

ＳＴＥＰ２

みんなでタイムラインプロジェクト
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避難の方法と必要となる準備を記入してみましょう。 早
めの避難の完了を目指しましょう。

気づく

避難の方法
場 所
又は

住 所
手段

①
避難を完了
したい時刻

②
移動に

要する時間
要する準備

（ 例１）
指定の避難所

○○小学校 徒歩 ３時間前 30分

持ち出し品
戸締り

・
・

（ 例２）
遠く の親戚

△△市 自家用車 ４時間前 60分

祖父の薬
戸締り

・
・

自宅

指定
避難所

市内の高台

遠く の
親戚

その他
（ 職場など）



ＳＴＥＰ２

もっと詳しく 知りたい

みんなでタイムラインプロジェクト
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■避難所への移動手段
洪水時の移動手段の原則は、 徒歩

移動手段
参考速度

長 所 短 所

徒歩

成人:4km/h     
高齢者3km/h

・ 車が入れない場所でも移
動できる

・ 緊急時の対処が他の手段
に比べ対応しやすい

・ 避難所まで遠
い場合や雨の
中を歩く のは、
高齢者や子供
が大変

自家用車

40km/h  

・ 高齢者や子供を連れて避
難する場合に有効

・ 徒歩に比べて、 移動速度
が速い

・ 雨に濡れずに避難ができ
る

・ 水に浸かると動かなる恐れがある
・ 渋滞にはまる恐れがある
・ 避難所に駐車場がない場合がある
・ 緊急車両の通行

の妨げになる恐
れがある

公共交通機関
電車： 80km/h
バス： 40km/h

・ 一度に多く の人を輸送で
きる

・ 決まった運行場所・ 運行時間のた
め、 各自の避難したいタイミ ング
などと折り合わない恐れがある

・ 避難所に直接たどり着けない

■洪水時の避難の危険性

【 実験データ】
浸水深が0.5m （ 大人の

膝） 程度で、 氾濫流速が
0.7m/s程度でも避難は困難
となります。

【 洪水氾濫時の移動困難事例】
平成24年7月九州北部豪雨での

沖端川の堤防決壊で氾濫流により
移動が困難となっている。

水深は、 ガードレールとほぼ同
じ高さに氾濫水の水面があること
から0.5m～0.6ｍと推算される。

出典： 水害ハザードマップ作成の手引き

出典： 水害ハザードマップ作成の手引き

イラスト 出典： 常総市ハザードマップ避難時の心得



みんなでタイムラインプロジェクト

考える

気づく



ＳＴＥＰ３
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３ ４ページで書いた時間を参考に整理していきましょう。
一番下の①から時間をさかのぼってかいてみましょう。

■避難のタイミ ングの整理

①
避難を完了
したい時刻

3 時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

4 時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

30 分

要する準備

・持ち出し品

・･締まり

・

・
分

○○･学校（例１）避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

4 時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

5 時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

60 分

分

△△市（遠くの親戚）（例２）避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

分

避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

分

避難の場所

要する準備

・祖･の薬

・･締まり

・

・

要する準備

・

・

・

・

要する準備

・

・

・

・



３ ４ページで書いた時間を参考に整理していきましょう。
一番下の①から時間をさかのぼってかいてみましょう。

■避難のタイミ ングの整理

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動
を開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

避難の場所

要する準備

・

・

・

・

要する準備

・

・

・

・

要する準備

・

・

・

・

要する準備

・

・

・

・



マイ・ タイムラインについて

① マイ・ タイムラインとは

「 マイ・ タイムライン」 は住民一人ひとりのタイムラインであり、 台風の接近によって河
川の水位が上昇する時に、 自分自身がとる標準的な防災行動を時系列的に整理し、 とりまと
めるものです。

時間的な制約が厳しい洪水発生時に、 行動のチェックリスト として、 また判断のサポート
ツールとして、 効果を発揮するものと考えています。

しかしながら洪水は自然現象であるため、 マイ・ タイムラインがあれば常に安全というこ
とではなく 、 その都度、 台風・ 降雨・ 河川の状況等を考慮して判断しなければならないこと
にも留意しておく 必要があります。 マイ・ タイムラインに盛り込まれたどの防災行動で台
風・ 降雨・ 河川の状況等が把握できるのかを知っておく ことも重要です。

このたび、 まずは常総市の若宮戸地区と根新田地区をモデル地区として、 一人ひとりの住
民に参加いただく 「 常総市マイ・ タイムライン検討会」 を設置し、 鬼怒川の水位上昇を対象
にマイ・ タイムラインの検討を進めます。 検討の過程で、 住民一人ひとりが、 自分自身に
合った避難に必要な情報・ 判断・ 行動を把握し、 マイ・ タイムライン作成時には、 いわば
「 自分の逃げ方」 を手に入れられるように取り組んでいく こととしています。

② マイ・ タイムラインノート とは

マイ・ タイムラインの検討は、 住民一人ひとりに配付する「 マイ・ タイムライン ノー
ト 」 に沿って行います。 ノート は、 地形の特徴や過去の洪水といった自宅周辺のリスク、 洪
水発生時に得られる情報などのマイ・ タイムラインの検討に当たって抑えておく べき情報を
「 知る」 ことから始め、 そこから「 気づく 」 ことや自分自身に置き換えて「 考える」 ことを
記入していく ことで、 洪水発生時に自分自身がとるべき防災行動を整理する形で編集してい
ます。 そして、 整理した防災行動を時系列的にとりまとめることによって、 最終的に一人ひ
とりのマイ・ タイムラインが作成できることになります。

ノート は以下の3つの考え方で構成しています。

Ⅰ． 「 知 る」 ： マイ・ タイムラインの検討に当たって抑えておく べき情報を記載してお
り、 検討会で解説します。 メモ欄には、 初めて知ったことや驚いたこと、
大切だと思ったことを記入してく ださい。

Ⅱ． 「 気づく 」 ： 「 知る」 を通じて得られた知識やメモした事柄を踏まえ、 感じたことを
記入してく ださい。 検討会での意見交換により、 理解を深めます。

Ⅲ． 「 考える」 ： 「 知る」 や「 気づく 」 を踏まえ、 自分自身の自宅の状況や家族の構成に
置き換えて、 安全に避難するために必要と考えることを記入してく ださ
い。

③ マイ・ タイムラインノート の作成後

今回検討するマイ・ タイムラインは基礎的なものであり、 例えば、 洪水が発生する時間帯
によってはさらに早めの避難が必要になるなど、 実際の洪水時を想定した応用動作が想定さ
れます。 今後、 家族や地域で話し合うなどし、 防災行動を追加していく ことも考えられます。

またマイ・ タイムラインは、 一度作ったらおしまいというものではなく 、 自分自身の置か
れている環境の変化に応じて変更していく ことが望ましいと考えられます。 例えば、 家族が
増えたとき、 勤務先や学校が変わったときなど、 あらためてノート を見直して、 必要な防災
行動を整理していく ことが望ましいと考えられます。

来たるべき洪水に備えて、 マイ・ タイムラインを活用し、 逃げ遅れゼロに向けてさらなる
地域の取り組みが積み重ねられることを期待しています。

平成28年11月13日
常総市マイ・ タイムライン検討会 運営会議

みんなでタイムラインプロジェクト
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第２回根新田地区マイ・タイムライン検討会 
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参考資料 4-2-4  

第 2 回根新田地区マイ・タイムライン検討会 進行表 
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進

行
表

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

<第
２

回
根

新
田

地
区

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

検
討

会
> 

時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
：

00
 

１
．
開
会

 
里
村
事
務
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
２

 
会
議
名
表
示

 

・
そ
れ
で
は
、
定
刻
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
た
だ
い
ま
よ
り
、
常
総
市
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
（
根
新
田
地
区

）
第
２
回
検
討
会
を
始
め
ま
す
。

 
・
進
行
を
務
め
ま
す
、
国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
長
の
里
村
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
お
配
り
し
て
い
る
「
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
沿
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 
・
ま
ず
、
１
．
開
会
と
い
う
こ
と
で
、
常
総
市
の
須
藤
部
長
に
ご
挨
拶
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
10

：
02

 
市
長
挨
拶

 
須
藤
部
長

 
 

・
ご
挨
拶

 
 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
続
き
ま
し
て
、
自
治
区
長
さ
ん
か
ら
も
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
す
。

 
 

 
自
治
区
長

 
 

・
ご
挨
拶

 

10
：

05
 

議
事
進
行

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
そ
れ
で
は
、
本
日
の
進
め
方
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

 

～
 

10
：

10
 

２
．
本
日
の

 
 
 
進
め
方

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
も
う
一
度

、「
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
現
在

、「
２
．
本
日
の
進
め
方
」
で
す
。

 
・
こ
の
あ
と

、「
３

．
前
回
の
お
さ
ら
い
」
へ
進
ん
で
ま
い
り
ま
す

。
前
回
１
１
月
２
０
日
か
ら
少
し
間
が
空
い
て
い
ま

す
（
し
、
本
日
は
じ
め
て
参
加
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
ま
す
）
の
で
、
ざ
っ
と
お
さ
ら
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
そ
の
後

、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
ノ
ー
ト
に
沿
っ
て

、「
洪
水
時
に
得
ら
れ
る
情
報
と
読
み
解
き
方

」、
「
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
の
考
え
方
」
と
前
回
同
様
に
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

 
・

そ
し

て
、

休
憩

を
挟

ん
で
、

今
日

の
メ

イ
ン

に
な

り
ま

す
が
、

皆
さ

ん
に

「
洪

水
時

の
自

ら
の
行

動
を

想
定

」
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

本
日

は
、

お
近

く
に

お
住
ま

い
の

方
が

同
じ

グ
ル

ー
プ

に
な
る

よ
う

に
、

６
つ

の
グ

ル
ー

プ
に
分

か
れ

て
座

っ
て
い

た
だ

い
て

い
ま

す
。

こ
こ

で
は

、
グ

ル
ー
プ

ご
と
に
意

見
交

換
を

し
て

い
た
だ

き
、

理
解

を
深

め
て

い
た

だ
く
予

定
で
す
。

 
・
そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
の
様
子
を
共
有
す
る
「
全
体
発
表

」、
最
後
に
、
本
日
の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
、
お
開
き
の
予

定
で
す
。

 
・
よ
ろ
し
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
で
は
、
早
速

、「
前
回
の
お
さ
ら
い
」
に
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
常
総
市
 
溝
上
さ

ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

 

10
:1

0 
～

 
10

:1
2 

３
．
前
回
の

  
 

お
さ
ら
い

 
常
総
市

 
 

・
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
ノ
ー
ト
の
目
次
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

 
・
前
回
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 
・
「
は
じ
め
に
」
で
は
、
昨
年
の
洪
水
時
の
行
動
を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
・「

地
区
の
特
性
」
で
は
、
常
総
市
全
体
と
こ
の
根
新
田
地
区
の
人
口
構
成
や
世
帯
数
な
ど
を
皆
さ
ん
で
共
有
し
ま
し
た

。 
・
「

過
去

の
洪

水
か
ら

学
ぶ

」
で

は
、

常
総

市
が
鬼
怒

川
・
小

貝
川

に
よ

る
洪

水
の

常
襲

地
帯
で

あ
る

こ
と

を
、
「

地
形

の
特

徴
か

ら
学

ぶ
」

で
は

、
鬼

怒
川

と
小
貝

川
の
水
面

の
高

さ
と

常
総

市
の
地

盤
の

低
さ

、
治

水
地

形
分

類
図
で

こ
の
地
域
の
地
質
的
な
成
り
立
ち
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
・
そ
し
て

、「
最
近
の
雨
の
降
り
方
と
傾
向
」
で

、
近
年
、
雨
の
降
り
方
が
激
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

 

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:1

0 
～

 
10

:1
2 

３
．
前
回
の

  
 

お
さ
ら
い

 
常
総
市

 
 

・
最
後
に

、「
想
定
最
大
規
模
の
雨
で
鬼
怒
川
が
氾
濫
し
た
ら
」
と
い
う
こ
と
で
、
浸
水
想
定
区
域
図

、
深
さ
だ
け
で
な

く
、

水
が

引
く

ま
で

の
時

間
や

家
屋

倒
壊
の

可
能
性
が

あ
る

箇
所

な
ど

い
ろ
い

ろ
な

図
が

あ
り

ま
し

た
が

、
こ
の

浸
水

想
定
区

域
図

を
見

て
い

た
だ

き
ま

し
た
。

ま
た
、
氾

濫
シ

ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン

の
結

果
か

ら
、

ご
自

身
の

近
く
の

堤
防

が
決
壊

し
た

場
合

は
も

ち
ろ

ん
、

上
流
や

下
流
で
氾

濫
し

て
も

、
水

が
回
り

込
ん

で
く

る
こ

と
を

知
っ

て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

 
 ・

前
回

検
討

会
で

は
ア

ン
ケ
ー

ト
に

ご
協

力
い

た
だ

き
ま

し
た
。

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し

た
。
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果
で

は
、
ご
参
加
い
た
だ
い
た
方
の
多
く
に
ご
理
解
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
が

、「
早
口
で
分
か
り
に
く
い
」
等
の
ご
指
摘

も
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
今
回
は
、
そ
の
あ
た
り
も
気
を
つ
け
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 ・
最
後

に
、

前
回

お
配

り
し
た

ノ
ー

ト
に

ミ
ス

プ
リ

ン
ト

が
あ
り

ま
し

た
。

２
箇

所
修

正
を

お
願
い

し
ま

す
。

前
の
画

面
で
修
正
箇
所
を
表
示
し
ま
す
。

 
・

ま
ず

は
、

４
ペ

ー
ジ

で
す
。

鬼
怒

川
・

小
貝

川
で

堤
防

が
決
壊

し
た

場
所

で
、

右
側

の
表

の
上
か

ら
３

番
目

に
下
館

市
と

記
載

し
て

あ
り

ま
す

が
、

下
妻

市
の
間

違
い
で
す

。
修

正
を

お
願

い
い
た

し
ま

す
。

も
う

一
点

、
１

０
ペ
ー

ジ
の

右
下
に

熊
本

の
大

雨
の

文
章

が
あ

り
ま
す

。
こ
こ
に

熊
本

県
佐

用
町

と
記
載

し
て

あ
り

ま
す

が
、

甲
佐

町
（
こ

う
さ
ま
ち
）
の
間
違
い
で
す
。
失
礼
し
ま
し
た
。
お
手
数
で
す
が
、
修
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

10
:1

2 
～

 
10

:1
3 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

私
か

ら
も

う
一

つ
ご

報
告
で

す
。

前
回

検
討

会
の

「
過

去
の
洪

水
か

ら
学

ぶ
」

の
と

こ
ろ

で
、
昭

和
１

３
年

に
三
坂

の
白

畑
（

し
ら

は
た

）
地

区
で

決
壊

が
あ
っ

た
と
聞
い

て
い

る
と

い
う

お
話
が

あ
り

ま
し

た
。

茨
城

県
水

害
誌
や

水
海

道
市
史

な
ど

の
文

献
を

調
べ

て
み

ま
し
た

と
こ
ろ
、

昭
和

１
３

年
は

７
月
、

そ
れ

か
ら

８
月

～
１

０
月

ま
で
茨

城
県

内
で
浸

水
被

害
や

暴
雨

災
害

が
頻

発
し
た

年
で
あ
る

こ
と

は
確

認
で

き
ま
し

た
が

、
具

体
的

に
白

畑
と

い
う
地

名
ま
で
記
載
さ
れ
て
い
る
文
献
は
み
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
・
文
献
に
載
っ
て
い
な
い
こ
と
も
共
有
で
き
る
と
い
う
こ
と
、
ま
さ
に
検
討
会
の
意
義
だ
と
思
い
ま
す
。

 
・
貴
重
な
ご
意
見
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

次
に

、
前

回
の

検
討

会
で
皆

様
に

ご
協

力
を

い
た

だ
い

た
、
筑

波
大

学
川

島
先

生
の

ア
ン

ケ
ー
ト

に
つ

い
て

、
そ
の

結
果
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
10

:1
3

～
 

10
:1

8 

根
新
田
居
住
者

の
避
難
行
動
ア

ン
ケ
ー
ト
結
果

 
川
島
先
生

 
 

・
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
を
共
有

 

10
:1

8
～

 
10

:2
0 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
こ
こ
ま
で
、
前
回
の
お
さ
ら
い
で
す
。
皆
様
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

 
・
前
回
参
加
さ
れ
た
際
の
感
想
で
も
結
構
で
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

 
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

 
・

前
回

申
し

上
げ

ま
し

た
。
古

の
中

国
の

兵
法

家
で

あ
る

孫
子
曰

く
「

彼
を

知
り

己
を

知
れ

ば
、
百

戦
し

て
殆

う
か
ら

ず
」

敵
を

知
り

自
分

を
知

る
な

ら
ば

、
絶
対

に
負
け
る

心
配

は
な

い
～

と
。
前

回
の

検
討

会
で

己
を

知
っ

て
い
た

だ
き

ま
し
た

。
い

よ
い

よ
ス

テ
ッ

プ
２

で
す
。

彼
・
敵
を

知
る

～
今

回
の

敵
は
台

風
で

あ
り

、
雨

で
あ

り
、

川
の
水

位
で

す
。
こ

れ
ら

か
ら

逃
げ

切
る

た
め

に
、
ど

の
よ
う
な

情
報

を
、

ど
う

や
っ
て

得
れ

ば
よ

い
の

で
し

ょ
う

か
？
そ

の
あ
た
り
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
伊
藤
課
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:2

0
～

 
10

:2
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４
．
洪
水
時
に
得

ら
れ
る
情
報
と

読
み
解
き
方

 
伊
藤
課
長

 
ノ
ー
ト

P
22

 

・
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
ノ
ー
ト
の

22
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
６
．
洪
水
時
に
得
ら
れ
る
情
報
と
読
み
解
き
方
で
す
。

 
・
前
回
同
様

、
初
め
て
知
っ
た
こ
と
や
大
切
だ
と
思
っ
た
こ
と
は
、
ノ
ー
ト
に
〇
を
つ
け
た
り
、
メ
モ
欄
、
こ
こ
で
は

、
少
し
小
さ
い
で
す
が
、

23
ペ
ー
ジ
の
下
で
す
。
に
メ
モ
を
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

 
 ・
さ
て
、
こ
こ
で
は
、
洪
水
時
に
ど
の
よ
う
な
情
報
が
得
ら
れ
る
の
か
、
ど
の
よ
う
に
し
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か

、
ど
の
よ
う
に
役
に
立
つ
の
か
、
確
認
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・

22
ペ
ー
ジ
に
は
、
同
じ
よ
う
な
表
が
上
下
２
つ
書
い
て
あ
り
ま
す
。

 
 ・
ま
ず

上
段

か
ら

で
す
が

、
こ

の
表

に
は

「
避

難
す

る
た
め

に
は

ど
ん

な
情

報
を

知
れ

ば
い
い

の
か

？
」
、
「

時
々

刻
々

と
変
化
す
る
中
で
何
を
気
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
？
」
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 
・
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く
と
、
台
風
が
遠
く
太
平
洋
で
発
生
し
ま
し
て
、
そ
の
後
近
づ
く
に
つ
れ
て
雨
が
降
り
出
し

、
そ

の
雨
が

集
ま

っ
て

川
の

水
位

が
あ

が
り
ま

す
、
そ
し

て
危

険
度

が
上

が
っ
て

く
る

と
避

難
す

る
、

と
い

う
流
れ

に
な

り
ま
す

が
、

端
的

に
申

し
上

げ
る

と
、
そ

の
順
、
つ

ま
り

、
台

風
、

雨
、
川

、
避

難
の

順
に

情
報

を
と

っ
て
い

た
だ
く
の
が
い
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
表
で
は
そ
れ
を
縦
に
並
べ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
右
側
に
そ
の
際
の
ポ
イ
ン
ト

、
そ

の
際
特

に
チ

ェ
ッ

ク
し

て
ほ

し
い

情
報
、

例
え
ば
、

こ
こ

常
総

の
お

天
気
だ

け
じ

ゃ
な

く
、

上
流

の
宇

都
宮
や

日
光
の
お
天
気
も
気
に
し
て
ほ
し
い
と
い
っ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 
・
そ
し
て
、
下
段
の
表
に
は
、
そ
の
情
報
を
ど
こ
で
得
ら
れ
る
か
、
主
な
手
段
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

 
・

ま
た

、
次

ペ
ー

ジ
以

降
の
「

も
っ

と
詳

し
く

知
り

た
い

」
の
と

こ
ろ

に
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

ア
ド
レ

ス
な

ど
、

よ
り
具

体
的
な
入
手
先
を
、
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 
・
今
日
、
ご
自
宅
に
戻
ら
れ
た
あ
と
に
で
も
、
ど
の
情
報
が
見
や
す
い
か
一
度
ご
覧
い
た
だ
け
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す

。
平

常
時
に

確
認

し
て

お
く

こ
と

で
、

い
ざ
と

い
う
と
き

に
も

す
ぐ

に
チ

ェ
ッ
ク

で
き

る
と

思
い

ま
す

。
知

り
た
い

雨
量

が
、
知

り
た

い
水

位
が

、
画

面
の

ど
こ
に

表
示
さ
れ

て
い

る
の

か
、

こ
こ
に

書
い

て
あ

る
の

は
あ

く
ま

で
最
初

の
画
面
で
す
。
常
総
の
デ
ー
タ
は
ど
こ
か
、
日
光
の
デ
ー
タ
は
ど
う
か
、
普
段
か
ら
慣
れ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

 
・

な
お

、
根

新
田

地
区

で
は
、

付
近

の
雨

や
川

の
状

況
が

わ
か
る

ラ
イ

ブ
カ

メ
ラ

を
整

備
さ

れ
て
い

ま
す

し
、

前
回
の

検
討

会
で

も
鈴

木
区

長
さ

ん
か

ら
ご

紹
介
が

あ
っ
た
シ

ョ
ー

ト
メ

ー
ル

は
、
関

東
・

東
北

豪
雨

で
も

活
躍

し
ま
し

た
が
、
ま
さ
に
避
難
情
報
の
一
つ
で
す
。

 
・
こ
こ
で
紹
介
し
た
も
の
以
外
に
も
情
報
の
入
手
は
可
能
で
す
。

 
・
こ
こ
ま
で
で
感
じ
た
こ
と
、
感
想
な
ど
が
あ
れ
ば
、

25
ペ
ー
ジ
の
気
づ
く
欄
に
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
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10
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質
問

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
洪
水
時
に
得
ら
れ
る
情
報
と
読
み
解
き
方
で
し
た
。

 
・

本
当

は
、

画
面

の
見

方
な
ど

、
詳

し
く

で
き

れ
ば

よ
い

の
で
す

が
、

実
際

の
も

の
を

ご
覧

い
た
だ

い
た

方
が

よ
い
と

思
い

ま
す

の
で

、
ご

自
宅

に
帰

ら
れ

て
か
ら

、
ぜ
ひ
、

ご
覧

く
だ

さ
い

。
そ
し

て
、

見
方

が
わ

か
ら

な
い

な
ど
が

あ
れ

ば
、
河

川
事

務
所

や
市

役
所

に
お

聞
き
い

た
だ
い
て

も
よ

い
で

す
が

、
地
区

の
中

で
教

え
あ

う
と

い
っ

た
こ
と

も
大
切
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

 
・
何
か
ご
質
問
や
こ
こ
が
分
か
ら
な
か
っ
た
な
ど
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・

さ
あ

、
こ

れ
で

「
彼

を
知
る

」
方

法
も

知
っ

て
い

た
だ

け
ま
し

た
。

あ
と

は
、

こ
の

「
彼

」
と
「

己
」

を
知

る
情
報

を
う
ま
く
使
え
ば

、「
百
戦
し
て
殆
う
か
ら
ず
」
の
状
態
に
な
り
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
先
に
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
溝
上
さ
ん
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。
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概
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・
続
い
て
、
ノ
ー
ト
の

26
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。
７
．
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方
で
す
。

 
 ・「

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
は
聞
き
な
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
日
本
語
で
は
時
間
軸
と
で
も
訳
せ
ば
よ
ろ
し
い
で
し

ょ
う
か
。
そ
の
言
葉
ど
お
り
、
洪
水
の
発
生
に
備
え
て
、
時
系
列
的
に
防
災
行
動
を
整
理
し
た
も
の
を
言
い
ま
す
。

 
 ・

26
ペ
ー
ジ
に
イ
メ
ー
ジ
を
示
し
ま
し
た
。
一
番
下
が
氾
濫
の
発
生
時
点
で
す
。
こ
こ
を
ゼ
ロ
時
と
し
て
、
そ
こ
か
ら

上
に
、

3
時
間
前
、

5
時
間
前
と
上
に
行
く
ほ
ど
時
間
が
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
氾
濫
発
生
の
前
、
ど
ん
な
時
間
で
ど
ん

な
準
備
を
す
る
の
か
、
時
系
列
で
整
理
を
し
た
も
の
で
す
。

 
・

こ
こ
に

は
写
真

も
貼

っ
て
あ

り
ま

す
の
で

、
イ
メ

ー
ジ

し
な
が

ら
ご

覧
く
だ

さ
い
。

例
え

ば
、

3
日
前

。
台
風

が
発

生
し

て
関

東
地

方
に

向
か

っ
て

く
る

ぞ
～
と

い
う
と
き

に
は

天
気

予
報

を
注
意

し
、

時
間

が
進

ん
で

、
い

よ
い
よ

明
日

上
陸
～

や
関

東
・

東
北

豪
雨

の
時

の
よ
う

な
大
雨
が

降
り

出
し

た
～

と
い
う

と
き

に
は

半
日

前
で

す
。

ハ
ザ
ー

ド
マ

ッ
プ
の

再
確

認
を

し
た

り
、

さ
き

ほ
ど
の

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ

ト
を

見
て

情
報
収

集
し

た
り

し
ま

す
。

そ
し

て
、
い

よ
い
よ
川
の
水
位
が
上
が
り
、
あ

と
3
時
間
で
あ
ふ
れ
る
ぐ
ら
い
に
ま
で
高
く
な
る
時
に
は
、
避
難
を
完
了
し
て
お
く

～
と
い
っ
た
具
合
で
す
。

 

 
 

 
ノ
ー
ト
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・
２
７
ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
す
。

 
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
は
平
常
時
と
災
害
時
、
２
つ
の
役
割
が
あ
り
ま
す
。

 
・
平
常
時
の
役
割
と
し
て
は
、
こ
の
検
討
会
を
通
じ
て
皆
さ
ん
が
ま
さ
に
体
験
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

 
・
ま
ず
は
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
リ
ス
ク
を
認
識
で
き
ま
す
。

S
T

E
P
１
で
皆
さ
ん
に
も
や
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

 
・
ま
た
、
人
に
よ
っ
て
避
難
の
速
さ
や
距
離
が
異
な
り
ま
す
が
、
自
分
の
逃
げ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
わ
か
り
ま
す
。

 
・
そ
し
て
、
こ
の
あ
と
皆
さ
ん
に
や
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
で
、
ご
近
所
の
輪
が
よ
り
強
く

、
太
く
な
り
ま
す
。

 
・

一
方

、
災

害
時

に
は

、
作
成

し
た

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

が
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
に

な
り

、
対

応
の

漏
れ
を

防
ぐ

こ
と

が
で
き

ま
す

。
ま

た
、

今
こ

の
行

動
に

踏
み

切
っ
て

い
い
の
か

？
と

迷
っ

た
と

き
に
は

、
判

断
を

サ
ポ

ー
ト

す
る

心
強
い

ツ
ー
ル
に
も
な
り
ま
す
。

 
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

は
最

初
か
ら

完
璧

な
も

の
を

作
る

こ
と

は
難
し

い
と

思
い

ま
す

。
む

し
ろ

、
作
っ

て
み

て
、

そ
れ
を

実
際

の
洪

水
時

に
利

用
し

た
り

、
訓

練
で
使

用
し
た
り

し
て

、
ど

ん
ど

ん
追
加

・
改

訂
し

、
強

化
し

て
い

く
も
の

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
防
災
力
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。

 

 
 

 
ノ
ー
ト

P
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・
こ
の
よ
う
な
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
す
が
、
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
も
あ
り
ま
す
。

 
・
次
の

28
ペ
ー
ジ
に
は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
使
用
時
の
注
意
点
と
心
得
を
記
載
し
て
い
ま
す
。

 
・
ま
ず
、
注
意
で
す
が
、
茶
色
の
文
字
で
４
点
記
載
し
て
い
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
書
い
て
は
あ
り
ま
す
が
、
要
は

、「
洪
水

は
自

然
現

象
な

の
で

、
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
に
記

載
さ
れ
た

事
項

が
、

タ
イ

ム
ラ
イ

ン
で

想
定

し
た

と
お

り
に

進
行
す

る
と
は
限
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
を
書
い
て
お
り
ま
す
。

 
・

皆
さ

ん
「

当
た

り
前

の
こ
と

だ
」

と
思

わ
れ

る
か

も
し

れ
ま
せ

ん
が

、
こ

れ
を

し
っ

か
り

と
認
識

し
て

お
く

こ
と
に

よ
り
、
よ
り
的
確
な
防
災
行
動
が
実
施
で
き
ま
す
。

 
・

次
に

、
青

字
で

タ
イ

ム
ラ
イ

ン
を

使
う

上
で

の
心

得
と

し
て
３

項
目

を
書

い
て

お
り

ま
す

。
あ
く

ま
で

行
動

の
目
安

で
あ

る
と

い
う

こ
と

、
こ

ま
め

な
情

報
収
集

が
必
要
と

い
う

こ
と

、
そ

し
て
、

そ
の

情
報

を
も

と
に

臨
機

応
変
な

対
応
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
・
大
事
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
の
で
、
ご
自
宅
へ
帰
ら
れ
て
か
ら
、
も
う
一
度
確
認
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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・
最
後
に
な
り
ま
す
が
、
２
９
ペ
ー
ジ
に
、
現
在
、
常
総
市
で
使
っ
て
い
る
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 
・
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
で
緑
色
の
常
総
市
の
欄
で
す
が
、
－
５
ｈ
の
少
し
上
に
茶
色
で
「
避
難
準
備
情
報
を
発
令
す
る

」
と

あ
り
ま

す
。

昨
年

の
水

害
を

受
け

て
、
こ

の
「
避
難

準
備

情
報

」
は

「
避
難

準
備

・
高

齢
者

等
避

難
開

始
」
に

昨
年

末
改
称

さ
れ

ま
し

た
。

ま
た

、
－

３
ｈ
の

少
し
上
に

赤
字

で
「

避
難

勧
告
又

は
避

難
指

示
を

発
令

す
る

」
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
「
避
難
指
示
」
は
「
避
難
指
示
（
緊
急

）」
に
改
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
日
は
、
資
料
４
に
修
正

内
容
と
修
正
箇
所
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
自
宅
で
確
認
し
て
修
正
し
て
く
だ
さ
い
。

 
 ・
以
上
で
説
明
を
終
わ
り
ま
す
。
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里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

に
つ

い
て
、

イ
メ

ー
ジ

で
き

ま
し

た
で

し
ょ
う

か
？

長
所

も
多

い
で

す
が

、
短
所

も
あ

る
と

い
う
こ

と
で
す
ね
。
そ
し
て
、
そ
の
短
所
を
把
握
し
た
う
え
で
う
ま
く
活
用
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

 
・
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
願
い
し
ま
す
。

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・

そ
し

て
、

い
よ

い
よ

洪
水
発

生
時

の
ご

自
身

の
行

動
を

想
定
し

て
い

た
だ

き
ま

す
が

、
こ

こ
で
休

憩
を

入
れ

ま
す
。

10
時

45
分
か
ら
再
開
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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（
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憩
）

 
５
分
間
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６
．
洪
水
時
の
自

 
 

 ら
の
行
動
を

想
定

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
そ
れ

で
は

、
ノ

ー
ト

の
３
０

ペ
ー

ジ
の

「
洪

水
時

の
自

ら
の
行

動
を

想
定

」
に

は
い

り
ま

す
。
こ

こ
で

は
、

最
初
に

資
料
の
説
明
を
行
い
、
そ
の
後
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
を
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
ま
ず
は
、
説
明
で
す
。
溝
上
さ
ん
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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・
そ
れ
で
は
、
ノ
ー
ト
の

30
ペ
ー
ジ
で
す

。「
８
．
洪
水
時
の
自
ら
の
行
動
を
想
定
」
と
い
う
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う

と
き

に
ご

自
身

が
、

ご
家

族
が

、
ど

の
よ
う

な
行
動
を

と
る

べ
き

な
の

か
、
ま

た
、

そ
れ

に
は

ど
ん

な
準

備
が
必

要
な
の
か
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・

ま
ず

は
、

上
の

表
で

す
。
ご

家
族

の
そ

れ
ぞ

れ
で

避
難

時
に
ポ

イ
ン

ト
と

な
る

こ
と

を
整

理
し
た

い
と

思
い

ま
す
。

後
ほ
ど
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
記
入
の
時
間
を
と
り
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

左
か

ら
、

お
名

前
、

年
齢
と

あ
り

、
次

に
「

必
需

品
」

と
い
う

欄
が

あ
り

ま
す

。
避

難
所

な
ど
で

は
水

や
食

料
な
ど

は
手

に
入

る
と

思
い

ま
す

。
た

だ
し

、
例
え

ば
、
こ
こ

に
例

と
し

て
書

い
て
い

る
「

血
圧

の
薬

」
な

ん
か

は
毎
日

飲
ま

れ
る
と

思
い

ま
す

が
、

避
難

所
で

は
手
に

入
り
ま
せ

ん
。

毎
日

使
っ

て
お
ら

れ
る

も
の

、
避

難
所

で
な

く
て
困

る
も
の
な
ん
か
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
次
に

、「
昼
の
居
場
所
」
欄
で
す
が
、
例
に
書
い
て
い
る
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
や
、
職
場
・
学
校
な
ど
、
ご
自
宅
以
外

で
長
く
お
ら
れ
る
場
所
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・
そ
の
他
、
注
意
す
べ
き
点
な
ど
が
あ
れ
ば
、
備
考
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 
・

そ
し

て
、

表
の

下
で

す
が
、

車
を

お
持

ち
の

方
は

「
有

」
に
チ

ェ
ッ

ク
し

、
隣

の
カ

ッ
コ

に
台
数

や
乗

れ
る

人
数
な

ど
を

メ
モ

し
て

お
き

ま
し

ょ
う

。
ま

た
、
水

害
時
の
避

難
先

と
し

て
受

け
入
れ

て
く

れ
る

場
所

が
あ

る
か

、
ペ
ッ

ト
の
有
無
な
ど
も
メ
モ
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

 

  



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:4

5
～

 
10

:4
9 

６
．
洪
水
時
の
自

 
 

 ら
の
行
動
を

想
定

 
常
総
市

 
ノ
ー
ト

 
P

30
～

P
33

 

・
こ
の

ペ
ー

ジ
の

下
段

に
は
避

難
の

方
法

を
ま

と
め

て
い

ま
す
。

一
口

に
「

避
難

」
と

言
っ

て
も
実

は
い

ろ
い

ろ
な
パ

タ
ー
ン
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

 
 ・

一
つ

目
は

、
自

宅
な

ど
そ
の

場
に

と
ど

ま
っ

て
安

全
を

確
保
す

る
方

法
で

す
。

こ
れ

を
「

屋
内
安

全
確

保
」

と
呼
び

ま
す

。
家

の
２

階
な

ど
で

洪
水

を
や

り
過
ご

す
と
い
う

こ
と

で
す

ね
。

こ
の
方

法
を

と
る

場
合

の
留

意
点

は
、
ご

自
宅

付
近
の

浸
水

深
を

見
て

、
浸

水
し

な
い
場

所
が
あ
る

か
、

ま
た

、
倒

壊
が
想

定
さ

れ
る

区
域

で
は

な
い

か
、
確

認
し

て
お
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

そ
し

て
、
浸

水
継
続
時

間
を

チ
ェ

ッ
ク

し
、
そ

れ
に

堪
え

ら
れ

る
食

料
や

水
、
常

用
薬
な
ど
を
蓄
え
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
・
こ
こ
で
、
常
備
薬
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
常
用
薬
の
間
違
い
で
す
。
訂
正
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
 ・
二
つ

目
は

、
市

の
指

定
し
て

い
る

近
傍

の
避

難
所

へ
移

動
し
て

安
全

を
確

保
す

る
方

法
で

す
。
根

新
田

で
は

、
水
海

道
中

学
校

に
な

り
ま

す
ね

。
こ

こ
で

も
、
避

難
所
に
つ

い
て

、
一

つ
目

の
ご
自

宅
で

確
認

し
た

こ
と

と
同

じ
項
目

、
浸

水
深
や

倒
壊

、
継

続
時

間
な

ど
を

確
認
し

て
お
く
必

要
が

あ
り

ま
す

。
ま
た

、
事

前
に

ハ
ザ

ー
ド

マ
ッ

プ
で
避

難
所
の
場
所
や
避
難
経
路
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

 
 ・

三
つ

目
は

、
市

内
の

高
台
な

ど
浸

水
想

定
区

域
外

へ
移

動
す
る

方
法

で
す

。
７

ペ
ー

ジ
の

標
高
図

を
見

て
み

る
と
、

根
新

田
の

近
く

で
は

、
有

料
橋

を
渡

っ
て
対

岸
の
豊
岡

の
あ

た
り

へ
行

く
の
が

一
番

近
い

で
し

ょ
う

か
。

こ
の
方

法
を

と
る
場

合
の

留
意

点
は

、
そ

こ
ま

で
の
避

難
経
路
の

浸
水

深
を

確
認

し
て
お

く
こ

と
が

必
要

で
す

。
ま

た
、
移

動
す

る
手
段

と
経

路
を

事
前

に
決

め
て

お
く
こ

と
が
必
要

で
す

。
移

動
中

に
通
行

止
め

が
発

生
し

た
り

、
渋

滞
の
恐

れ
も

あ
る
の

で
、

リ
ア

ル
タ

イ
ム

で
状

況
を
確

認
で
き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
も
大

切
で

す
。

な
お

、
指

定
の

避
難
所

で
は

あ
り
ま

せ
ん

の
で

、
そ

の
場

所
に

移
動
し

て
か
ら
も

、
食

料
や

水
が

無
い
こ

と
も

考
え

ら
れ

ま
す

。
自

分
で
準

備
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

 
 ・

最
後

、
四

つ
目

は
、

隣
接
市

町
の

浸
水

想
定

区
域

外
へ

の
避
難

で
す

。
こ

ち
ら

も
、

避
難

経
路
や

手
段

を
確

認
し
、

事
前

に
決

め
て

お
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。
移

動
中
の
通

行
止

め
や

渋
滞

に
注
意

す
る

こ
と

や
、

食
料

・
水

に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。
隣
接
市
町
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
も
確
認
し
て
お
き
た
い
で
す
ね
。

 
 ・
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
、
常
総
市
と
、
隣
接
す
る
つ
く
ば
市
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
載
せ
て
い
ま
す
。

 

10
:4

9
～

 
10

:5
4 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
一
旦
切
り
ま
し
ょ
う
。

 
・
避
難
に
も
４
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
、
特
徴
が
あ
り
ま
す
ね
。

 
・
こ
こ
ま
で
で
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
願
い
し
ま
す
。

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・

そ
れ

で
は

、
続

き
を

進
め
て

ま
い

り
ま

し
ょ

う
。

先
ほ

ど
の
４

パ
タ

ー
ン

の
避

難
を

、
ご

自
身
に

あ
て

は
め

て
み
ま

し
ょ
う
。

 
・
溝
上
さ
ん
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 
 

  



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:5

4
～
 

10
:5

9 

６
．
洪
水
時
の
自

 
 

 ら
の
行
動
を

想
定

 
常
総
市

 
ノ
ー
ト

P
34

 

・
34

ペ
ー
ジ
に
移
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
回
、
差
し
替
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。
本
日
お
配
り
し
た

34
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い

。「
避
難
の
方
法
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
・

４
パ

タ
ー

ン
そ

れ
ぞ

れ
に
特

徴
が

あ
り

ま
し

た
。

そ
の

特
徴
を

踏
ま

え
た

う
え

で
、

避
難

所
へ
逃

げ
る

と
き

に
は
ど

う
す
べ
き
か
、
遠
く
へ
逃
げ
る
と
き
に
は
ど
う
か
、
な
ど
に
つ
い
て
、
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
 ・
表
に
例
が
２
つ
書
い
て
あ
り
ま
す
。

 
・
ま
ず
、
上
の
例
１
は
「
指
定
の
避
難
所
」
へ
逃
げ
る
パ
タ
ー
ン
で
す
。

 
・
左
か
ら
順
に
見
て
い
き
ま
す
と
、「

場
所
ま
た
は
住
所
」
に
○
○
小
学
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。
根
新
田
で
は
水
海
道
中

学
校
で
す
。

 
・
「
手
段
」
は
移
動
手
段
で
す
。
例
で
は
徒
歩
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
・
そ
し
て
、「

①
避
難
を
完
了
し
た
い
時
刻
」
で
す
。
こ
れ
は
、
避
難
場
所
へ
た
ど
り
着
い
て
お
き
た
い
、
言
い
換
え
る

と
逃

げ
切

っ
て

お
き

た
い

時
刻

で
す

。
例
で

は
３
時
間

前
と

な
っ

て
い

ま
す
。

氾
濫

発
生

の
３

時
間

前
に

は
、
安

全
な
所
へ
た
ど
り
着
い
て
お
き
た
い
～
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
・
次
の
「
②
移
動
に
要
す
る
時
間
」
は
、
自
宅
か
ら
避
難
場
所
ま
で
移
動
す
る
の
に
か
か
る
時
間
で
す
。
例
で
は

30
分

と
な
っ
て
い
ま
す
。
○
○
小
学
校
ま
で
歩
い
て

30
分
～
と
い
う
こ
と
で
す
。

 
・

最
後

に
「

要
す

る
準

備
」
で

す
が

、
例

で
は

、
持

ち
出

し
と
戸

締
ま

り
が

書
い

て
あ

り
ま

す
。
必

要
な

準
備

を
忘
れ

る
と
、
避
難
開
始
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
遅
れ
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
必
要
な
準
備
を
書
き
出
し
て
お
く
欄
で
す
。

 
・
さ
あ
、
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？
同
様
に
、
二
つ
目
の
例
を
見
て
い
き
ま
す
。

 
・

二
つ

目
の

例
２

は
「

遠
く
の

親
戚

」
を

頼
る

想
定

で
す

。
△
△

市
に

住
ん

で
い

る
親

戚
の

家
が
高

台
な

の
で

、
そ
ち

ら
へ

逃
げ

る
～

と
い

う
イ

メ
ー

ジ
で

す
。
手

段
は
自
家

用
車

、
余

裕
を

も
っ
て

行
動

し
た

い
～

と
い

う
こ

と
で
４

時
間
前
に
は
完
了
し
た
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
移
動
時
間
は

60
分
と
な
っ
て
い
ま
す
ね
。

 
・

そ
れ

で
は

、
皆

さ
ん

に
も
同

じ
よ

う
に

考
え

て
い

た
だ

く
こ
と

に
な

り
ま

す
が

、
そ

の
前

に
、
も

う
少

し
、

避
難
に

関
す
る
参
考
情
報
を
み
て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

 
 

 
P

35
～

36
 

ビ
デ
オ
放
映

 

・
ま
ず

35
ペ
ー
ジ
の
上
段
で
す
。
避
難
所
へ
の
移
動
手
段
と
し
て
、
徒
歩
、
自
家
用
車
、
公
共
交
通
機
関
の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
、
長
所
と
短
所
を
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 
・

次
に

下
段

で
す

が
、

氾
濫
が

発
生

し
て

か
ら

の
避

難
が

危
険
で

あ
る

こ
と

を
示

し
て

い
ま

す
。
大

人
の

膝
ぐ

ら
い
の

深
さ

で
浸

水
し

ま
す

と
、

歩
行

が
困

難
に
な

り
ま
す
。

ま
た

、
車

も
エ

ン
ジ
ン

が
ス

ト
ッ

プ
す

る
な

ど
危

険
で
す

。
ま

た
、
次

の
ペ

ー
ジ

で
は

、
氾

濫
の

水
が
濁

っ
て
い
る

た
め

、
側

溝
な

ど
に
足

を
と

ら
れ

る
場

合
が

あ
り

ま
す
。

や
む
を
得
ず
移
動
す
る
場
合
は
、
棒
な
ど
で
足
下
を
確
認
し
な
が
ら
移
動
し
ま
し
ょ
う
。

 
・

こ
こ

で
、

関
東

・
東

北
豪
雨

の
時

の
三

坂
で

の
様

子
が

撮
影
さ

れ
た

ビ
デ

オ
を

ご
覧

い
た

だ
き
ま

す
。

上
三

坂
の
住

民
の
方
か
ら
ご
提
供
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

 
・
２
５
秒
間
の
ビ
デ
オ
放
映

 

 
 

 
ノ
ー
ト

P
36

 

・
ま
だ

決
壊

し
て

い
な

い
状
態

で
す

が
、

こ
ん

な
に

水
が

流
れ
て

い
ま

す
。

こ
の

状
態

で
歩

い
て
逃

げ
る

の
は

危
険
で

す
。

 
・
決
壊
し
た
後
は
水
か
さ
も
増
し
ま
す
。

 
・

こ
れ

は
決

壊
箇

所
の

す
ぐ
近

く
で

す
が

、
氾

濫
後

の
移

動
が
危

険
だ

と
い

う
こ

と
は

お
わ

か
り
い

た
だ

け
る

と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
氾
濫
が
始
ま
る
前
に
、
避
難
を
完
了
さ
せ
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

 

  



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:5

9
～
 

11
:0

5 

６
．
洪
水
時
の
自

 
 

 ら
の
行
動
を

想
定

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
映

像
も

す
ご

か
っ

た
で

す
ね
。

説
明

で
も

あ
り

ま
し

た
が

、
氾
濫

が
始

ま
る

前
に
避

難
を

完
了

さ
せ

て
お

く
こ

と
が

大
切

で
す
ね

。
そ
の
た

め
に

、
こ

の
マ

イ
・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
で

ご
自

身
の

避
難
の

タ
イ

ミ
ン
グ

～
氾

濫
が

発
生

し
た

道
で

棒
を
つ

い
て
歩
か

な
く

て
も

良
い

よ
う
に

、
先

手
先

手
で

避
難

で
き

る
よ
う

な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

 
・
こ
こ
ま
で
。
何
か
ご
質
問
は
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？
 

 
＞
＞
＞
質
疑
；
確
認
＜
＜
＜

 
・
そ
れ
で
は
、
こ
の

30
ペ
ー
ジ
、

34
ペ
ー
ジ
へ
の
記
入
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
と
し
ま
す
。

 
・

30
ペ
ー
ジ
は
、
必
需
品
で
し
た
ね
。

 
・

34
ペ
ー
ジ
は
、
逃
げ
方
で
す
。
も
う
一
度
見
て
お
く
と
、

 
・
左
か
ら

 
「
場
所
ま
た
は
住
所
」
は
逃
げ
る
先
、

 
「
手
段
」
は
移
動
手
段
、

 
「

①
避
難

を
完

了
し

た
い

時
刻

」
は

、
逃
げ

切
っ
て
お

き
た

い
時

刻
、

さ
き
ほ

ど
映

像
で

み
て

い
た

だ
い

た
、

道
に

水
が
流
れ
て
い
る
状
態
に
な
る
ど
の
く
ら
い
前
に
、
安
全
な
と
こ
ろ
へ
た
ど
り
つ
い
て
お
き
た
い
か
？
と
い
う
こ
と

で
す
。

 
「
②
移
動
に
要
す
る
時
間
」
は
、
自
宅
か
ら
そ
の
場
所
ま
で
移
動
す
る
の
に
か
か
る
時
間
で
、

 
最
後
の
「
要
す
る
準
備
」
は
、
逃
げ
る
の
に
必
要
な
準
備
を
書
き
出
し
て
お
く
欄
で
す
。

 
・

な
お

、
こ

こ
の

記
入

は
、
例

え
ば

、
昼

か
夜

か
、

休
日

か
平
日

か
、

な
ど

に
よ

っ
て

考
え

方
が
変

わ
っ

て
く

る
場
合

も
あ

る
か

と
思

い
ま

す
。

ま
ず

は
、

も
っ
と

も
逃
げ
や

す
い

、
シ

ン
プ

ル
な
こ

と
、

例
え

ば
、

明
る

い
と

き
に
ご

自
宅

か
ら
ど

う
逃

げ
る

か
を

想
定

し
て

い
た
だ

き
た
い
と

思
い

ま
す

。
そ

の
上
で

、
逃

げ
に

く
い

条
件

に
な

っ
た
時

に
は

、
そ
れ

に
あ

わ
せ

て
逃

げ
方

を
修

正
し
、

別
の
段
に

記
載

し
て

い
た

だ
け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
追

加
で

用
紙
が

必
要
な
方
は
、
ス
タ
ッ
フ
に
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
。

 
・

各
グ

ル
ー

プ
に

は
、

事
前
に

鈴
木

区
長

さ
ん

と
相

談
し

て
、
進

行
役

の
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
を
一

人
ず

つ
お

願
い
し

て
お

り
ま

す
。

ま
た

、
各

グ
ル

ー
プ

に
は
ス

タ
ッ
フ
も

混
ざ

っ
て

い
ま

す
。
お

気
軽

に
お

声
が

け
を

い
た

だ
き
、

進
め

て
い
た

だ
け

れ
ば

と
思

い
ま

す
。

私
と
学

識
者
の
先

生
方

は
、

適
宜

、
周
り

を
ま

わ
っ

て
い

ま
す

の
で

、
ご
相

談
い
た
だ
い
て
も
結
構
で
す
。

 
・
時
間
は
、
１
１
時
３
５
分
ま
で
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
初
め
て
く
だ
さ
い
。
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
の
皆
さ
ん
、
お
願
い
し
ま
す
。

 
11

:0
5

～
 

11
:3

5 
意
見
交
換

 
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

 
 

・
意
見
交
換

 
・
１
１
時
３
０
分
メ
ド
で
、
里
村
事
務
所
長
か
ら
「
あ
と
５
分
で
あ
る
」
旨
を
周
知
。

 

11
:3

5
～

 
11

:5
5 

全
体
発
表

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
１
１
時
３
５
分
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
終
了
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
そ
れ
で
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
状
況
を
共
有
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
各
グ
ル
ー
プ
内
で
、「

３
０
ペ
ー
ジ
の

必
需
品
」
と
「
３
４
ペ
ー
ジ
の
避
難
行
動
」
と
い
う
２
回
の
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

 
・

各
グ

ル
ー

プ
の

「
代

表
必
需

品
」

と
「

代
表

避
難

行
動

」
を
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
に

紹
介

し
て
い

た
だ

き
ま

す
。
代

表
の

事
柄

は
、

大
切

だ
と

思
っ

た
も

の
、
お

も
し
ろ
い

と
思

っ
た

も
の

、
一
番

多
か

っ
た

も
の

、
ど

ん
な

も
の
で

も
結

構
で
す

。
グ

ル
ー

プ
リ

ー
ダ

ー
の

独
断
と

偏
見
で
決

め
て

い
た

だ
い

て
結
構

で
す

。
そ

れ
で

は
、

●
グ

ル
ー
プ

か
ら
お
願
い
し
ま
す
。

 
＜
＜
各
グ
ル
ー
プ
発
表
＞
＞

 
・

あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
他

に
も

何
か

ご
ざ

い
ま

す
か
？

ど
う

し
て

も
こ

れ
は

共
有

し
て
お

き
た

い
と

い
う
も



の
が
あ
れ
ば
、
手
を
上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

11
:3

5
～

 
11

:5
5 

全
体
発
表

 
里
村
事
務
所
長

 
 

＜
＜
意
見
発
表
・
質
疑
等
＞
＞

 
各
機
関
で
何
か
ご
意
見
や
ご
感
想
は
あ
り
ま
す
か
？
そ
れ
で
は
、
学
識
者
の
先
生
方
か
ら
講
評
を
い
た
だ
き
ま
す
。

 

 
 

白
川
先
生

 
伊
藤
先
生

 
川
島
先
生

 
 

・
講
評

 

11
:5

5
～
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:0
0 

７
．
と
り
ま
と
め

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
そ
れ
で
は
、
最
後
の
議
題
「
と
り
ま
と
め
」
に
移
り
ま
す
。

 
 ・
お
配
り
し
た
資
料
の
中
に
資
料
３
「
ア
ン
ケ
ー
ト
」
が
ご
ざ
い
ま
す
。

 
・
記
入
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
聞
き
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 
 ・
今
日
は
、
ま
ず
最
初
に

 
 
①
溝
上
危
機
管
理
室
長
か
ら
前
回
の
お
さ
ら
い
と
 
②
川
島
先
生
か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
ご
報
告
、
次
に
、

 
 

③
事

務
所

か
ら

洪
水

時
に
得

ら
れ

る
情

報
と

読
み

解
き

方
、
そ

し
て

 
④

溝
上

危
機

管
理

室
長
か

ら
タ

イ
ム

ラ
イ
ン

の
考

え
方

に
つ

い
て

 
説

明
を

い
た

だ
い
た

後
に
、
休

憩
を

は
さ

ん
で

、
グ
ル

ー
プ

に
分

か
れ

て
、

⑤
洪

水
時
の

自
ら
の
行
動
を
想
定
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
 ・

と
い

う
こ

と
で

、
今

日
は
、

逃
げ

方
を

考
え

る
こ

と
が

で
き
ま

し
た

。
あ

と
は

、
こ

れ
を

ど
の
タ

イ
ミ

ン
グ

で
、
ど

ん
な
時
に
、
実
行
す
る
の
か
、
こ
れ
が
ま
さ
に
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
最
後
、
次
回
の
検
討
会
で
は

、
そ
れ
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

 
閉
会

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
そ
れ
で
は
、
こ
れ
で
第
２
回
の
検
討
会
を
終
わ
り
ま
す
が
、
自
治
区
長
さ
ま
何
か
あ
り
ま
す
か
？

 
・
み
な
さ
ま
、
長
い
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

ノ
ー

ト
は

、
お

持
ち

帰
り
い

た
だ

き
、

ご
家

族
で

も
う

一
度
話

し
あ

っ
て

い
た

だ
く

な
ど

し
て
い

た
だ

い
て

、
次
回

の
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
作
成
時
に
そ
の
結
果
も
踏
ま
え
て
、
作
成
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・
次
回
は
、
２
月
１
９
日
に
ま
た
、
こ
の
常
総
市
役
所
で
行
う
予
定
で
お
り
ま
す
。
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携帯電話やスマートフォンをお持ちの方は、

会場内ではマナーモードに切り替え、

通話はお控えください。

お手元の名札に名前を書いてください。

机の上にノートの３４ページと４０ページが

置いてありますので、差し替えてください。

差し替えたページは、そのまま机の上に

置いといてください。

検討会終了後、スタッフが片付けます。



～みんなでタイムラインプロジェクト～

第２回 マイ・タイムライン検討会

根新田地区

平成２９年１月２９日

常総市役所

須藤 一徳

常総市市民生活部長

開 会



鈴木 孝八郎 自治区長

開 会

本⽇の進め⽅
1. 開会

2. 本日の進め方

3. 前回のおさらい

4. 洪水時に得られる情報と読み解き方につい
て

5. タイムラインの考え方について

休 憩

6. 洪水時の自らの行動を想定について

意見交換

全体発表

7. とりまとめ

8. 閉会



前回のおさらい

第１回検討会で実施した内容
第１回検討会で実施した内容

各段階のテーマ 項 目 ページ

【ＳＴＥＰ１】

・自分たちの住んでいる地区の洪水リスク
を知る

はじめに １

１.地区の特性 ２～3

２.過去の洪水から学ぶ 4～５

３.地形の特徴から学ぶ 6～9

４.最近の雨の降り方と傾向 10～11

５.「想定最大規模の雨」で鬼怒川 が氾濫したら 12～21

【ＳＴＥＰ２】

・洪水時に得られる情報を知る

・タイムラインの考え方を知る

６.洪水時に得られる情報と読み解き方 22～25

７.タイムラインの考え方 26～29

８.洪水時の自らの行動を想定 30～37

【ＳＴＥＰ３】

・マイ・タイムラインの作成
９.マイ・タイムラインの作成 38～40



ノートの修正のお願い（４ページ）
×下館市

○下妻市

ノートの修正のお願い（１０ページ）
×佐用町

○甲佐町



根新⽥地区居住者の
避難⾏動アンケート結果の報告

筑波大学
システム情報系社会工学域

川島 宏一

教授

洪⽔時に得られる情報と読み解き⽅

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください



タイムラインの考え⽅

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください

タイムラインの考え⽅

（変更前） （変更後）

避難指示

避難勧告

避難準備情報

避難指示（緊急）

避難勧告

避難準備・高齢者避難開始



休 憩（５分）

洪⽔時の⾃らの⾏動を想定

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください



洪⽔時の⾃らの⾏動を想定

ビデオ放映

スクリーンをご覧ください

意見交換



全体発表

筑波大学
ｼｽﾃﾑ情報系構造ｴﾈﾙｷﾞｰ工学域

白川 直樹

准教授

講評



講評
茨城大学

人文学部人文ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ学科

伊藤 哲司

教授

筑波大学
システム情報系社会工学域

川島 宏一

教授

講評



とりまとめ

今後の予定

第３回検討会

日 時：２月１９日（日）ＡＭ１０：００～１２：００

場 所：常総市役所



アンケートへのご協力をお願いします。

回収ボックスを受付に準備しておりますので、記
入後のアンケート用紙を入れてください。

貸出ししている筆記用具、名札も合わせて返却
お願いします。

『マイ・タイムラインノート』は、
次回検討会にお持ち下さい。



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 4-3-1  

第３回根新田地区マイ・タイムライン検討会 

記者発表資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



記者発表資料

みんなでタイムラインプロジェクト

自治会の共助が盛り込まれたタイムラインが完成
～ 常総市根新田地区において第３回検討会を開催します ～

発 表 記 者 ク ラ ブ 

竹芝記者クラブ、 神奈川建設記者会、 茨城県政記者クラブ、  

栃木県政記者クラブ、 筑西市記者クラブ、 宇都宮市政記者クラブ、 取手記者会 

筑波研究学園都市記者会、 龍ケ崎記者会、 つく ば市記者会

問 い 合 わ せ 先 

常総市 市民生活部 安全安心課 

 斎藤課長、 溝上危機管理監（ TEL： 0297-23-2111）  

国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 

須藤副所長（ TEL： 0296-25-2161） 、 伊藤調査課長（ TEL： 0296-25-2171）

１ ． 対象地区  

常総市根新田地区 

２ ． 開催日時 

平成２９年２月１９日（ 日）  １０： ００～１２： ００ 

３ ． 開催場所 

茨城県常総市水海道諏訪町３２ ２２－３ 常総市役所 議会棟２ 階 大会議室 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線水海道駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

４ ． 議事（ 予定）  

・「 マイ・ タイムラインの作成」  

５ ． 公開等 

・ 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

・ カメラ撮り等は可能です。  

・ その他、 取材に関する詳細は、 別添資料をご覧下さい。  

平成２ ９ 年２ 月１ ３ 日（ 月）

国土交通省関東地方整備局
気 象 庁 ・ 国 土 地 理 院
茨 城 県
結 城 市
龍 ケ 崎 市
下 妻 市
常 総 市
取 手 市
つ く ば 市
守 谷 市
筑 西 市
つ く ば み ら い 市
八 千 代 町

市町、 県、 国で構成する鬼怒川・ 小貝川下流域大規模氾濫に関する減災対策協議会では、

「 みんなでタイムラインプロジェクト 」 を進めています。  

このたび、 モデル地区の一つである常総市根新田地区において、 第３回マイ・ タイムライ

ン検討会を開催します。 この検討会では、 先日の若宮戸地区に引き続き、 根新田地区におい

てもマイ・ タイムラインが完成します。  

根新田地区のマイ・ タイムラインは、 平成２７年 関東・ 東北豪雨 でも効果を発揮した 

自治会の共助が盛り込まれた、 実践的なタイムラインとなる見込みです。  



（ 別添資料）  

第３回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 根新田地区） の

開催について（ 報道の方へ）

標記検討会について下記のとおり開催しますので、 お知らせいたします。  

記 

１． 開催日時  

平成２９年２月１９日（ 日）  １０： ００～１２： ００（ 予定）  

２． 開催場所  

茨城県常総市水海道諏訪町３２ ２２－３ 常総市役所 議会棟２ 階 大会議室 

開催場所の最寄り駅： 関東鉄道常総線水海道駅 徒歩１０分（ 別添地図参照）  

３． 検討会の公開 

 検討会は、 報道機関を通じて公開いたします。  

 カメラ撮り等は可能です。  

４． 報道関係者の受付 

 受付日時 平成２９年２月１９日（ 日）  ９： ３０～１０： ００まで 

 受付場所 茨城県常総市水海道諏訪町３２２２－３ 常総市役所 議会棟２階 大会議室 

 事前の登録が必要です。 別添登録様式にご記入の上、  

平成２９年２月１６日（ 木） １２： ００までに、 様式の送付先に送ってく ださい。  

 当日、 受付にて必要事項を記入の後、 係員の指示により会場へ入場をお願いします。  

 スペースが限られているため、 机や椅子が不足する事態もあり得ますが、 ご理解く ださい。  

 当日は、 受付にて「 受付証」 をお渡ししますので着用をお願いします。 なお、 お帰りの際に係

員へ返却下さい。  

５． 取材に当たっての注意事項 

取材に当たっては、 以下の注意事項をご確認いただき、 その遵守へのご協力をお願いします。  

 事務局の指定した場所以外での撮影、 取材は、 ご遠慮く ださい。  

 傍聴席でのＰＣ等の使用は、 議事や他の傍聴者の迷惑にならない限り可能です。  

 取材に必要となる電源は、 各社（ 各自） にてご用意下さい。  

 携帯電話は、 マナーモードにするか、 電源をお切り下さい。  

 会場では、 発言、 私語、 談論、 拍手等を行わないで下さい。  

 プラカードを掲げたり、 はちまき、 腕章の類を付けたり、 ビラ等の配布を行わないで下さい。  

 会場での飲食及び喫煙はご遠慮下さい。  

 事故防止の観点から、 取材に当たっては節度ある行動をお願いします。  

 手荷物・ 貴重品等の管理は各自にてお願いします。  

 会議の円滑な進行のため、 係員の誘導、 指示に従って下さい。  

 上記の他、 会議の進行を妨げたり、 会場の秩序を乱す行為をしないで下さい。



■茨城県常総市水海道諏訪町３２２ ２－３ 常総市役所 議会棟２階 大会議室 

最寄り駅： 関東鉄道常総線水海道駅 徒歩１０分です。  

案内図 

別添地図 



事 前 登 録 書 

 平成２９年２月１９日（ 日） の「 第３回 常総市マイ･タイムライン検討会（ 根新田地区）」 につき

まして、 取材を希望される報道機関におかれましては、 事前に登録をお願いします。  

Ｆ ＡＸ 送信期限： 平成２ ９年２月１６日（ 木） １２： ００まで

１． 報道機関名                                    

２． 氏名等 

ご氏名 

（ 代表者のみ）  

連絡先 

（ 電話番号）

メールアドレス 人数 

（ 代表者含む）

車台数

３． 送付先  Ｆ ＡＸ ： ０２９６－２５－３０１９  

４． 事前登録に関する問合せ先 

 国土交通省 関東地方整備局 下館河川事務所 調査課長 伊藤 克雄 

Ｔ ＥＬ ： ０２９６－２５－２１７１ 

別添登録様式 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 4-3-2  

第３回根新田地区マイ・タイムライン検討会 

会議配布資料 

  



本･のスケジュール

1. 開会

2. 本日の進め方

3. これまでのおさらい

4. マイ・タイムラインの作成

意見交換

休 憩

意見交換

5. 全体発表

6. とりまとめ

7. 閉会

第３回検討会

２月１９日

１０：００～１２：００

常総市役所

資料１



みんなでタイムラインプロジェクト
第３回マイ・タイムライン検討会　根新田地区検討会　参加者

機関名 部名・課名 役職 氏名 備考

根新田地区 根新田 自治区 住民 自治区長　鈴木孝八郎

筑波大学システム情報
系社会工学域

教授 川島宏一 学生（１人）

茨城大学人文学部人文
コミュニケーション学科

教授 伊藤哲司 欠席：　学生（１人）

筑波大学システム情報
系構造エネルギー工学
域

准教授 白川直樹 学生（３人）

市長 神達　岳志

市民生活部 部長 須藤　一徳

市民生活部安全安心課 防災・危機管理室長 溝上　博

市民生活部安全安心課 課長補佐 小林　弘

市民生活部安全安心課 主査兼係長 安田　洋行

市民生活部安全安心課 主事 石塚　健一

常総警察署 警備課 課長 清水　健吾

水海道消防署 副署長 山田　修

水海道消防署
絹西出張所

所長 五木田　敬

生活環境部
防災・危機管理局
防災・危機管理課

副参事 飛田　聡志

土木部　河川課鬼怒川
流域緊急対策推進室

係長 皆藤　開平

水戸気象台 防災管理官 渡辺　徹

所長 里村 真吾

副所長 須藤 純一

調査課 調査課長 伊藤　克雄

専門員 平出 亮輔

国土交通省
関東地方整備局
下館河川事務所

茨城県

学識者

常総市

常総地方広域市町村
圏事務組合消防本部

資料２



第3回マイ・タイムライン検討会に関するアンケートへのご協･のお願い

今後の取組みの参考とさせていただくため、皆様のご意･をお聞かせください。 

１．今回の検討会の内容は理解できましたか。
【マイ・タイムラインの作成】 

□理解できた □概ね理解できた □分かりにくかった □全然分からなかった 

２．１．の質問で「分かりにくかった」、「全然分からなかった」と回答した･にお聞きします。

特に分からなかった部分に対して、･由なご意･をお聞かせください。 

→ 

３．本･の検討会に参加して分かったことや気づいたこと、今後どのように役･ちそうか、

･由にご意･をお聞かせください。

→ 

４．第２回検討会に参加された･にお聞きします。

  前回の検討会後におこなったことをお聞かせください。（複数回答有り） 
□･宅でノートを･返した □家族で話し合った □近所の･と話し合った 

□ノートに記載されている参考資料等をパソコン等で･ら確認した 

□市役所または河川事務所に問い合わせた □その他 

→ 

５．第２回検討会に参加された･にお聞きします。

  配布されたノート以外で、欲しい資料や情報等がありましたら、お聞かせください

→ 

資料３



６．３回の検討会を通してのご感想をお聞かせ下さい。

□今後の役に･つ内容だった    □少し難しかったが、参考になった 

□役に･つ内容ではなかった 

その他、感想を･由にご記載ください。 

→ 

7．この検討会を通じて感じた気持ちに近いものを選んでください（ちょうどよいと思われ

た場合はチェック不要）（複数回答有り）

□検討会の回数が多すぎる          □検討会の回数が少なすぎる      

□検討会の時間が･すぎる          □検討会の時間が短すぎる 

□検討会の説明が難しすぎる        □検討会の説明が易しすぎる 

□グループ討議の･数が多すぎる   □グループ討議の･数が少なすぎる 

□ノートの内容が多すぎる      □ノートの内容が少なすぎる 

□ノートの内容が難しすぎる     □ノートの内容が易しすぎる 

□･分で記載する項･が多すぎる   □･分で記載する項･が少なすぎる 

□もう洪･について考えたくない   □これからも洪･について考えていきたい。 

その他、感想を･由にご記載ください。 

→ 

＊ご･･のことをお尋ねします。差･えのない範囲で、以下についてご回答ください

■お名前 （            ） ■お住まい（    地区     ･治会） 

■ご 年 齢 （１０代未満 １０代 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 ６０代 ７０代以上） 

■ご 職 業 （                  ）   

■家族構成 （     ）･ ※ペットを含まない･数を記･願います。 

□曽祖･・曽祖･  □祖･・祖･･  □･・･  □･供（中学･以上）  

□･供（中学･未満） □乳幼児 □ペット（     ） 

■･の有無  □有（     ）台    □無
アンケートへのご協･、ありがとうございました。





３日前 ○テレビの天気予報を注意

２日前

１日前

○携帯電話の充電

水防団待機水位到達

はん濫注意水位到達

○携帯電話の充電

○川の水位をインターネットで確認

○移動に時間のかかる人は、市内の
　 指定避難所への避難の開始を判断

○市内の高台への避難の開始を判断

-5h 避難判断水位到達 ○川の水位をインターネットで確認

○市内の指定避難所への避難を判断

-3h はん濫危険水位到達 ○川の水位をインターネットで確認

○市内の高台への避難を完了

○市内の指定避難所への避難を完了

○テレビで洪水予報の確認

○携帯メールで緊急速報メールを受信

○自宅内の浸水が想定されない場所
　 で身の安全を確保

0h 氾濫が発生

○携帯メールで緊急速報メールを
　 受信

半日前

○家族全員の今後の予定を確認

○隣町の親戚の家に家族みんなで
　 避難することを電話

○通行止め情報がないかインターネット
　 で確認

○家族全員の今後の予定を再確認

○家の周りに風で飛ばされない
　 ようなものはないか確認

○テレビ、インターネット、携帯メール
　 等で雨や川の様子に注意

○１週間分の薬を病院に受け取りに
　 行く

○ハザードマップで避難場所、避難手段を
  確認

○台風予報

○台風に関する栃木県、
　 茨城県気象情報(随時)

◇大雨注意報・洪水注意報

○台風に関する今後の見通し

◇大雨警報・洪水警報

上流域（日光等）での大雨特別警報

○携帯メールで避難勧告、避難指示
　 （緊急）を受信

○要支援者施設に洪水予報
　（はん濫注意情報）を伝達

○避難所の開設

◇大雨特別警報　(緊急速報メール)

◇暴風警報

○避難勧告又は
避難指示(緊急)を発令

○避難準備・高齢者等避難開始
を発令

○テレビで洪水予報の確認

○マイ・タイムラインを確認
○防災グッズの準備（不足があれば買い
　 出しへ）

○テレビで洪水予報の確認

○携帯メール等で避難準備・高齢者等
　 避難開始の受信

○隣町への避難完了

○隣町への避難の開始を判断

住民等（例）

作成年月日 年 月 日常総市 地区 家 鬼怒川マイ・タイムライン
行政情報

（黒：気象・水象情報青：下館河川事

務所 緑：常総市）

遠出をする予定がある場

合は、 今後の気象情報に

注意しましょう。場合に

よっては、 予定のキャン

セルも視野にいれて行動

しましょう。

事前に準備しておきましょ

う。

風でとばされそうな植木

鉢、自転車、 農機具の片

づけ、 ビニールハウスの

点検などはすませておき

ましょう。

避難する場所が遠い場合

は、早めに避難行動を開

始することも考えましょ

う。

避難を開始する前に、交

通情報や渋滞情報、地域

の浸水情報などを収集し

ましょう。

移動中も市からの情報を

常に収集しましょう。

防災行政無線や広報車な

どでも情報は提供されて

います。

避難が完了しても、 情報

は収集するようにしま

しょう。

移動中に情報を収集でき

るように、携帯電話等の

充電をしておきましょう。

洪水予報(はん濫危険情報)発表

緊急速報メール

（河川氾濫のおそれがある情報）

洪水予報(はん濫発生情報)

緊急速報メール

（氾濫が発生した情報）

作成のポイント

雨
風
が
強
く
な
る
前
に
行
う
べ
き
事
項
を
す
ま
せ
て
お
く
時
期

水
位
等
の
状
況
を
把
握
し
つ
つ
避
難
に
要
す
る
時
間
に
応
じ
て
避
難
行
動
を
開
始
す
る
時
期

身
の
安
全
を
確
保
す
べ
き
時
期

必要なものを確認しま

しょう。

また、 最初に戻って作成

したマイ・ タイムライン

を確認しましょう。

洪水予報(はん濫警戒情報)発表

洪水予報(はん濫注意情報)発表



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 4-3-3  

第３回根新田地区マイ・タイムライン検討会 

使用した機材・備品及び配席図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

■配席図： 

 

 



 

 

■使用した機材および備品： 

映像・音響機材 

音響機器一式 スクリーン プロジェクター ノートパソコン 

マイク 延長コード   

備品 

ボールペン サインペン 名札（4 種類） 机・椅子 

三角プレート 指し棒 レーザーポインター ポップスタンド 

ホワイトボード    

 

 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 4-3-4  

第 3 回根新田地区マイ・タイムライン検討会 進行表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



■
進

行
表

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

<第
３

回
根

新
田

地
区

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

検
討

会
> 

時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
：

00
 

１
．
開
会

 
里
村
事
務
所
長

 
ス
ラ
イ
ド
２

 
会
議
名
表
示

 

・
そ
れ
で
は
、
定
刻
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
た
だ
い
ま
よ
り
、
常
総
市
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
検
討
会
（
根
新
田
地
区

）
第
３
回
検
討
会
を
始
め
ま
す
。

 
・
進
行
を
務
め
ま
す
、
国
土
交
通
省
下
館
河
川
事
務
所
長
の
里
村
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
お
配
り
し
て
い
る
「
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
に
沿
っ
て
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

 
・
ま
ず
、
１
．
開
会
と
い
う
こ
と
で
、
常
総
市
長
に
ご
挨
拶
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

10
：

02
 

市
長
挨
拶

 
神
達
常
総
市
長

 
ス
ラ
イ
ド
３

 
常
総
市
長
名

 
・
ご
挨
拶

 

10
：

05
 

議
事
進
行

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
そ
れ
で
は
、
本
日
の
進
め
方
を
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

 

～
 

10
：

10
 

２
．
本
日
の

 
 
 
進
め
方

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
も
う
一
度

、「
本
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
現
在

、「
２
．
本
日
の
進
め
方
」
で
す
。

 
・
こ
の
あ
と

、「
３
．
前
回
ま
で
の
お
さ
ら
い
」
へ
進
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

 
・
そ
の
後
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
ノ
ー
ト
の
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
３
「
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
」
に
進
み
ま
す
。

 
・

こ
こ

で
は

、
皆

さ
ん

が
作
成

し
て

い
る

「
マ

イ
・

タ
イ

ム
ラ
イ

ン
」

に
つ

い
て

、
グ

ル
ー

プ
ご
と

に
意

見
交

換
を
し

て
い

た
だ

き
、

理
解

を
深

め
て

い
た

だ
く
予

定
で
す
。

間
で

休
憩

も
入

れ
た
い

と
思

っ
て

い
ま

す
。

そ
し

て
、
各

グ
ル
ー
プ
の
様
子
を
共
有
す
る
「
全
体
発
表
」
を
行
い
ま
す
。

 
・
最
後
に

、「
と
り
ま
と
め
」
と
し
て
、
本
日
の
流
れ
を
振
り
返
っ
て
お
開
き
の
予
定
で
す
。

 
 ・
ま
た
、
一
つ
お
願
い
が
ご
ざ
い
ま
す
。

 
・

こ
れ

ま
で

の
検

討
会

で
も
ご

説
明

し
ま

し
た

が
、

こ
の

マ
イ
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

検
討

会
は

、
全
国

で
も

初
め

て
の
取

組
で

、
こ

の
根

新
田

と
若

宮
戸

の
２

地
区
を

モ
デ
ル
地

区
と

し
て

行
っ

て
い
ま

す
。

今
後

、
こ

の
検

討
会

を
市
内

の
み

な
ら
ず

流
域

、
さ

ら
に

は
全

国
へ

展
開
し

て
い
く
た

め
、

皆
様

が
マ

イ
・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
を

作
ら

れ
た

後
に
、

皆
様
の
ノ
ー
ト
を
一
旦
お
借
り
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
・

本
日

、
検

討
会

が
終

わ
っ
た

後
に

、
ご

自
宅

で
マ

イ
・

タ
イ
ム

ラ
イ

ン
を

完
成

さ
せ

て
い

た
だ
き

、
机

の
上

に
お
い

て
あ

る
茶

色
の

封
筒

で
事

務
局

へ
お

送
り
い

た
だ
き
た

い
と

思
っ

て
お

り
ま
す

。
茶

色
の

封
筒

の
中

に
は

、
も
う

一
つ

封
筒
が

入
っ

て
い

ま
す

。
こ

ち
ら

は
、
事

務
局
か
ら

の
返

信
用

封
筒

で
す
。

宛
名

に
、

ご
自

宅
の

ご
住

所
を
書

い
て
、
同
封
願
い
ま
す
。

 
・
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
恐
縮
で
す
が
、
２
月
２
６
日
ま
で
に
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。 
 ・
皆
様

の
ノ

ー
ト

を
参

考
に
、

全
国

へ
広

げ
る

た
め

の
「

マ
ニ
ュ

ア
ル

・
手

引
き

書
」

を
作

り
た
い

と
思

っ
て

お
り
ま

す
。
よ
い
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
い
「
手
引
き
書
」
に
な
る
よ
う
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 
 ・
そ
れ
で
は
、
早
速

、「
前
回
の
お
さ
ら
い
」
に
進
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
常
総
市
 
溝
上
室
長
、
お
願
い
し
ま
す
。

 

  



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:1

0
～

 
10

:1
5 

３
．
こ
れ
ま
で
の
 

 
 お

さ
ら
い

 
溝
上
室
長

 
ス
ラ
イ
ド
６

 
検
討
会

 

・
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
ノ
ー
ト
の
目
次
を
開
い
て
く
だ
さ
い
。

 
・

11
月

20
日
の
第
１
回
目
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
１
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
区
の
洪
水
リ
ス
ク
を
知
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

 
・

1
月

29
日
の
第
２
回
目
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
２
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

 
 ・
２
２
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
下
さ
い
。「

洪
水
時
に
得
ら
れ
る
情

報
と
読
み
解
き
方
」
で
は

、
台
風
、
雨

、
水
位
、
避
難
の

順
に
情
報
を
と
る
こ
と
や
、
そ
の
情
報
を
知
る
手
段
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
 ・
２
６
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
下
さ
い
。「

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
考
え
方
」
で
は
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
く

と
と

も
に

、
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

平
常

時
と
災

害
時
の
役

割
と

し
て

、
作

成
し
て

い
く

過
程

で
地

域
の

コ
ミ

ュ
ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン
の

輪
が

広
が

る
こ

と
や

、
い

ざ
と
い

う
と
き
の

防
災

行
動

の
チ

ェ
ッ
ク

リ
ス

ト
に

な
る

こ
と

な
ど

を
知
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
・
ま
た
、
２
８
ペ
ー
ジ
に
あ
る
と
お
り
、
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
使
用
時
の
心
得
と
注
意
点
に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

 
 ・
３
０
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
く
だ
さ
い

。「
洪
水
時
の
自
ら
の
行
動
を
想
定
」
で
は
、
は
じ
め
に
ご
家
族
の
必
需
品
な
ど
に

つ
い
て
、
記
載
し
て
い
た
だ
き
、
各
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
・

必
需

品
と

し
て

、
薬

や
眼
鏡

の
他

に
、

携
帯

電
話

と
充

電
器
、

赤
ち

ゃ
ん

が
居

る
世

帯
で

は
お
む

つ
、

ペ
ッ

ト
を
飼

っ
て
い
る
世
帯
で
は
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
と
い
っ
た
意
見
が
出
て
い
ま
し
た
ね
。

 
 ・
そ
し

て
、

避
難

に
は

４
パ
タ

ー
ン

あ
る

と
い

う
こ

と
で

、
①
ご

自
宅

の
２

階
な

ど
で

身
を

守
る
屋

内
安

全
確

保
、
②

市
の
指
定
避
難
所
、
③
市
内
の
浸
水
し
な
い
高
台
、
④
隣
接
市
町
へ
移
動
を
確
認
し
ま
し
た
。

 
 ・

最
後

に
、

３
４

ペ
ー

ジ
を
開

い
て

く
だ

さ
い

。
こ

こ
で

は
、
ご

自
身

の
避

難
の

方
法

に
つ

い
て
、

記
載

し
て

い
た
だ

き
ま

し
た

。
避

難
の

方
法

別
に

、
①

避
難
を

完
了
し
た

い
時

刻
、

②
移

動
に
要

す
る

時
間

な
ど

を
記

入
し

て
い
た

だ
き
、
こ
ち
ら
も
各
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 
・

こ
こ

で
は

、
指

定
避

難
所
で

あ
る

水
海

道
中

学
校

の
他

に
、
会

社
に

と
ど

ま
る

や
、

つ
く

ば
市
や

牛
久

市
の

親
戚
の

家
へ
避
難
す
る
や
、
多
目
的
ト
イ
レ
が
あ
る
豊
岡
公
民
館
な
ど
に
避
難
す
る
な
ど
様
々
な
避
難
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た

。
ま

た
、
遠

く
へ

避
難

す
る

方
は

、
渋

滞
を
考

慮
し
て
早

め
に

避
難

を
完

了
し
た

い
な

ど
の

、
ポ

イ
ン

ト
も

共
有
さ

れ
ま
し
た
。

 
・

そ
し

て
、

要
す

る
準

備
と
し

て
、

先
ほ

ど
挙

げ
た

必
需

品
の
準

備
の

他
に

、
自

宅
の

ブ
レ

ー
カ
ー

を
落

と
し

て
か
ら

避
難
を
開
始
す
る
な
ど
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

 
 ・

前
回

の
検

討
会

を
欠

席
さ
れ

た
方

な
ど

３
４

ペ
ー

ジ
が

記
入
さ

れ
て

い
な

い
方

に
つ

き
ま

し
て
は

、
後

ほ
ど

の
グ
ル

ー
プ

単
位

で
検

討
会

を
進

め
て

行
く

中
で
、

事
務
局
メ

ン
バ

ー
が

サ
ポ

ー
ト
し

ま
す

の
で

、
お

声
を

お
か

け
く
だ

さ
い
。

 

   



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:1

0
～

 
10

:1
5 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・
こ
こ
ま
で
が
、
こ
れ
ま
で
の
お
さ
ら
い
で
す
。

 
・

前
回

の
検

討
会

で
、

ど
こ
の

雨
量

観
測

所
を

見
た

ら
よ

い
か
わ

か
ら

な
い

と
い

う
質

問
を

頂
き
ま

し
た

。
本

日
、
水

位
、
雨

量
観

測
所

を
示

し
た

図
面
を

配
布

さ
せ

て
頂

き
ま

し
た

。
鬼
怒

川
で

あ
れ

ば
、

上
流

の
日

光
な
ど

の
雨

量
を

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

 
・
他
に
皆
様
か
ら
何
か
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
か
？

 
・
前
回
参
加
さ
れ
た
際
の
感
想
で
も
結
構
で
す
。
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

 
・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
よ
ろ
し
い
で
す
か
。

 
・
そ
れ
で
は
、
早
速
で
す
が
、「

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
作
成
」
に
は
い
り
ま
す
。
前
回
の
検

討
会
で
実
施
し
た
「
洪

水
時
の
自
ら
の
行
動
」
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
整
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
・

最
初

に
、

避
難

の
タ

イ
ミ
ン

グ
を

整
理

し
た

い
と

思
い

ま
す
。

４
０

ペ
ー

ジ
を

お
開

き
く

だ
さ
い

。
４

０
ペ

ー
ジ
は

A
3
の
大
判
ペ
ー
ジ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
４
０
ペ
ー
ジ
を
引
き
出
し
、
３
４
ペ
ー
ジ
と
あ
わ
せ
て
開
い
て
く
だ
さ

い
（
や
っ
て
み
せ
る

）。
 

・
そ
れ
で
は
、
説
明
に
入
っ
て
い
き
ま
す
伊
藤
調
査
課
長
お
願
い
し
ま
す
。

 

10
:1

5
～

 
10

:2
0 

４
．
マ
イ
・
タ
イ

  
  

  
ム
ラ
イ
ン

 
 
の
作
成

 
伊
藤
課
長

 
ス
ク
リ
ー
ン
に

 
Ｐ
３
４
と
Ｐ
４
０
を

投
影

 

・
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

 
・

４
０

ペ
ー

ジ
は

、
３

４
ペ
ー

ジ
の

「
洪

水
時

の
自

ら
の

行
動
」

を
、

時
間

軸
に

沿
っ

て
整

理
す
る

た
め

の
ペ

ー
パ
ー

に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
・

４
０

ペ
ー

ジ
に

は
、

４
分
割

で
同

じ
図

が
書

か
れ

て
い

ま
す
。

こ
の

う
ち

、
上

の
２

つ
、

黄
色
く

塗
っ

た
も

の
は
例

で
す
。

左
側

の
例

１
は

、
避

難
の
場

所
が

「
○

○
小

学
校

」
と

な
っ
て

い
ま

す
。

こ
れ

は
、

３
４

ペ
ー
ジ

の
上

の
例

（
例
１
）
に
対
応
し
ま
す
。

 
・
こ

の
例
１
は
、
３

４
ペ
ー
ジ
の
「
①

避
難
を
完
了
し

た
い
時
刻
」
が
３

時
間
前
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
氾
濫

が
発

生
す
る
３
時
間

前
ま
で
に
は
○
○
小
学
校
へ
た
ど

り
着
い
て
お
き
た

い
と
い
う
こ
と

で
し
た
ね
。
こ
の

「
①
避

難
を

完
了
し
た
い
時

刻
」
が
、
４
０
ペ
ー
ジ
で
い
う
一

番
下
、
同
じ
「
①

避
難
を
完
了
し

た
い
時
刻
」
の
欄

に
書
い

て
あ
り
ま
す
。

 
・

そ
し

て
、

３
４

ペ
ー

ジ
の
「

②
移

動
に

要
す

る
時

間
」

の
３
０

分
は

、
同

様
に

、
下

か
ら

２
番
目

の
「

②
移

動
に
要

す
る
時
間
」
の
と
こ
ろ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。

 
・

こ
れ

は
、

氾
濫

が
発

生
す
る

３
時

間
前

に
は

○
○

小
学

校
へ
着

い
て

お
き

た
い

が
、

歩
い

て
３
０

分
か

か
る

と
い
う

こ
と
で

す
。

と
な

る
と

、
家

を
出
る

時
刻

は
い

つ
に

な
る

か
と

い
う
こ

と
で

、
①

と
②

の
時

間
を

足
し
て

３
時

間
半

前
と
な

る
の

で
す

が
、

少
し

余
裕
を

見
て

４
時

間
前

と
書

い
て

い
ま
す

。
こ

れ
が

、
下

か
ら

３
番

目
の
「

③
避

難
場

所
へ
避
難
を
開
始
す
る
時
刻
」
で
す
。

 
・
そ
し
て
、
そ
の
上
に
「
要
す
る
準
備
」
を
書
き
写
し
ま
す

。「
持
ち
出
し
品
」
と
「
戸
締
り
」
で
す
ね
。
こ
れ
で
例
１

の
整
理
が
で
き
ま
し
た
。

 
・
同
様
に
、
例
２
も
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
・
例
２
は
遠
く
の
親
戚
で
し
た
。
一
番
下
の
「
①
避
難
を
完
了
し
た
い
時
刻
」
が
４
時
間
前
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 
・

そ
し

て
、
「

②
移
動

に
要

す
る

時
間

」
は

６
０
分
と

い
う
こ

と
で
、
「
③

避
難

場
所

へ
の

避
難
を

開
始

す
る

時
刻

」
は

５
時
間
前
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 
・
要
す
る
準
備
は
、
祖
父
の
薬
と
戸
締
り
で
す
ね
。

 
・

こ
の

よ
う

に
、

４
０

ペ
ー
ジ

で
は

、
３

４
ペ

ー
ジ

に
書

き
出
し

た
こ

と
を

、
下

か
ら

順
に

、
時
間

を
さ

か
の

ぼ
っ
て

書
き
込
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

 



 
 

時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:1

5
～

 
10

:2
0 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

前
回

出
席

で
き

な
か

っ
た
方

な
ど

３
４

ペ
ー

ジ
が

記
入

が
終
わ

っ
て

い
な

い
方

は
、

事
務

局
の
サ

ポ
ー

ト
メ

ン
バ
ー

が
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
声
が
け
く
だ
さ
い
。

 
 

・
た
だ
い
ま
の
伊
藤
調
査
課
長
の
説
明
で
ご
質
問
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
お
願
い
し
ま
す
。

 
 

＜
質
疑
＞

 
 

・
そ
れ
で
は
、
記
入
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
ス
タ
ッ
フ
や
グ
ル
ー
プ
の
方
と
相
談
し
て
い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

10
分

間
を
め
ど
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

10
:2

0
～

 
10

:3
0 

４
０
ペ
ー
ジ
記

入
時
間

 
（
３
４
ペ
ー
ジ

記
入
）

 

 
 

・
各
自
記
入
 
事
務
局
サ
ポ
ー
ト

 

 
４
．
マ
イ
・
タ
イ

ム
ラ
イ
ン

 
の
作
成

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
で
き

ま
し

た
か

？
そ

れ
で
は

、
い

よ
い

よ
、

今
整

理
し

た
防
災

行
動

と
タ

イ
ミ

ン
グ

を
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

に
書

き
込
ん

で
い
き

た
い

と
思

い
ま

す
。

今
書
い

て
い

た
だ

い
た

４
０

ペ
ー

ジ
と
、

本
日

配
布

し
た

記
入

用
の

マ
イ
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン
を
お
開
き
く
だ
さ
い
。

 
・
そ
れ
で
は
、
伊
藤
調
査
課
長
、
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

10
:3

0
～

 
10

:4
0 

 
伊
藤
課
長

 

ス
ク
リ
ー
ン
に

 
記

入
用

タ
イ

ム
ラ

イ
ン
を
投
影

 
Ｐ
２
９
を
投
影

 
     Ｐ

４
０

と
記

入
用

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
投
影

 

・
ま
ず
は
、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。

 
・

ノ
ー

ト
の

後
ろ

に
も

つ
い
て

い
ま

す
が

、
本

日
、

線
が

入
っ
た

も
の

を
お

配
り

し
て

い
ま

す
。
こ

れ
が

、
皆

さ
ん
の

避
難
行

動
を

書
き

込
む

マ
イ

・
タ
イ

ム
ラ

イ
ン

で
す

。
２

９
ペ

ー
ジ
に

あ
っ

た
、

行
政

の
タ

イ
ム

ラ
イ
ン

を
基

に
作

っ
て
い

ま
す

。
２

９
ペ

ー
ジ

と
同
じ

よ
う

に
、

上
か

ら
下

へ
時

間
が
流

れ
、

一
番

下
が

氾
濫

発
生

で
す
。

２
９

ペ
ー

ジ
で
は

、
台

風
や

雨
、

川
な

ど
の
自

然
が

グ
レ

ー
、

河
川

事
務

所
が
青

、
市

役
所

が
緑

と
分

け
て

細
か
く

書
い

て
い

ま
し
た

。
で

す
が

、
こ

こ
で

は
、
そ

の
全

て
を

ま
と

め
て

、
ま

た
、
行

政
内

部
の

や
り

と
り

な
ど

は
省
い

て
、

住
民

の
皆
様
が
触
れ
る
も
の
だ
け
に
絞
っ
て
、
一
番
左
に
ま
と
め
て
い
ま
す
。

 
・
そ
し
て
、
真
ん
中
に
例
や
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
、
グ
レ
ー
の
矢
印
な
ん
か
が
あ
り
、
一
番
右
に
空
白
の
欄
が
あ
り
ま
す

。
こ
の
空
白
の
欄
に
、
皆
さ
ん
の
避
難
行
動
を
書
き
込
ん
で
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
・
そ
れ
で
は
、
４
０
ペ
ー
ジ
に
整
理
し
た
逃
げ
方
か
ら
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
例
１
の
「
指

定
の
避

難
所

へ
逃

げ
る

」
と

い
う
逃

げ
方

を
使

っ
て

実
際

に
書

き
込
ん

で
み

た
い

と
思

い
ま

す
。

こ
こ
で

も
下

か
ら

順
番
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

 
・
ま
ず

、「
①
避
難
を
完
了
し
た
い
時
刻
」
を
書
き
込
み
ま
す

。
４
０
ペ
ー
ジ
で
は
３
時
間
前
で
し
た
。
書
き
込
む
の
は

一
番
右
に
な
り
ま
す
。
左
の
時
間
軸
で
－
３
ｈ
と
な
る
あ
た
り
に
、
書
き
込
み
ま
す

。「
○
○
小
学
校
へ
の
避
難
完
了

」
と
書
き
込
み
ま
す
。

 
・

次
に

、
４

０
ペ

ー
ジ

の
「
③

避
難

場
所

へ
避

難
を

開
始

す
る
時

刻
」

で
す

。
例

１
で

は
、

４
時
間

前
で

し
た

。
左
の

時
間
軸
で
－
４
ｈ
と
な
り
ま
す
が
、
４
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
－
５
ｈ
と
－
３
ｈ
の
間
あ
た
り
に
、
書
き
込
み
ま
す

。
「
○
○
小
学
校
へ
の
避
難
開
始
」
と
書
き
込
み
ま
す
。

 
・

そ
し

て
大

切
な

の
は

、
そ
の

時
の

左
端

、
行

政
か

ら
の

情
報
で

す
。

－
５

ｈ
と

－
３

ｈ
の

間
に
は

「
避

難
勧

告
又
は

避
難
指
示
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
避
難
指
示
は
、
今
回
の
名
称
変
更
で
「
避
難
指
示
（
緊
急

）」
と
変
わ
っ
て
い
ま
す

が
、
こ

れ
ら

は
市

役
所

か
ら

発
令
さ

れ
る

避
難

の
情

報
で

す
。

そ
の
た

め
、

市
役

所
か

ら
の

情
報

に
注
意

が
必

要
と

い
う
こ
と
で
す
。

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:3

0
～

 
10

:4
0 

４
．
マ
イ
・
タ
イ

  
 
ム
ラ
イ
ン

 
の
作
成

 
伊
藤
課
長

 
ス
ク
リ
ー
ン
に

 
Ｐ
４
０
と
記
入
用
タ

イ
ム
ラ
イ
ン
を
投
影

 

・
２
５

ペ
ー

ジ
に

も
あ

り
ま
し

た
が

、
市

役
所

か
ら

の
避

難
情
報

は
、

防
災

行
政

無
線

、
市

防
災
メ

ー
ル

、
広

報
車
で

発
信
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
常
総
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
、
茨
城
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
・
次
に
、
４
０
ペ
ー
ジ
の
「
要
す
る
準
備
」
で
す
が
こ
こ
で
は
２
つ
書
い
て
あ
り
ま
す

。「
持
ち
出
し
品
」
と
「
戸
締
り

」
で
す
ね
。
市
役
所
の
避
難
勧
告
を
確
認
し
た
ら
、
す
ぐ
に
自
宅
か
ら
避
難
で
き
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
を
済
ま
せ
て
お

き
ま

し
ょ

う
。

例
え

ば
、
「
戸

締
り
」
に

つ
い

て
は

、
逃

げ
だ

す
玄
関
と

周
囲
の

様
子

を
確

認
す

る
た
め
の

自
分

が
い
る
部
屋
の
窓
以
外
は
、
済
ま
せ
て
お
く
方
が
よ
い
と
思
い
ま
す
。
二
階
、
倉
庫
や
離
れ
の
鍵
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
避
難
勧
告
を
聞
い
て
か
ら
こ
れ
ら
を
確
認
し
て
い
る
と
１
０
分
や
１
５
分
の
時
間
が
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
。
家

の
大
き
さ
な
ど
に
も
よ
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
１
時
間
前
の
－
５
ｈ
に
は
始
め
て
お
く
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で

、
－
５
ｈ
の
と
こ
ろ
に
「
戸
締
り
の
確
認
（
倉
庫
も
忘
れ
ず
に
！

）」
と
書
き
込
ん
で
み
ま
す
。

 
・
そ
し
て
同
様
に
、
－
５
ｈ
の
時
に
行
政
の
情
報
は
何
か
？
と
左
端
を
見
ま
す
と

、「
避
難
判
断
水
位
到
達
」
と
書
い
て

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す
。
こ
の
若
宮
戸
地
区
の
鬼
怒
川
は
、
筑
西
市
に
あ
る
「
川

島
」
と
い
う
水
位
観
測
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

 
・
こ
の
水
位
観
測
所
の
デ
ー
タ
を
河
川
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
お
き
、
避
難
判
断
水
位
に
到
達
し
た
ら

、
戸
締
り
の
確
認
を
始
め
、
並
行
し
て
常
総
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
れ
ば
、
自

宅
を
出
て
避
難
を
開
始
す
る
と
い
う
流
れ
に
な
り
ま
す
。

 
・
こ
の
よ
う
に
、
要
す
る
準
備
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
後
手
に
な
ら
な
い
よ
う
準
備
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
記
入
し

、
そ
の
時
の
行
政
情
報
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
ぴ
っ
た
り
の
行
政
情
報
が
な
け
れ
ば
、
少
し
早
め
に
始
め
る
の
が
よ

い
で
し
ょ
う
。

 
・
同
様
に
例
２
も
書
き
込
ん
で
み
ま
す
。

 
・
例
２
は
遠
く
の
親
戚
で
し
た
。

 
・

ま
ず
、
「
①

避
難
を

完
了

し
た

い
時

刻
」

が
４
時
間

前
で
す

。
先

ほ
ど
、
「
○

○
小

学
校
へ

の
避

難
開

始
」

と
書

い
た

あ
た
り
で
す
ね

。「
遠
く
の
親
戚
へ
の
避
難
完
了
」
と
書
き
込
み
ま
す
。

 
・
次
に

、「
③
避
難
場
所
へ
避
難
を
開
始
す
る
時
刻
」
は
、
５
時
間
前
で
し
た
。
左
の
時
間
軸
で
－
５
ｈ
と
な
り
ま
す
。

先
ほ

ど
、「

戸
締

り
の

確
認

（
倉

庫
も
忘

れ
ず

に
！

）
」
と

書
い

た
あ

た
り

で
す
ね

。
こ

こ
に

、
「
遠

く
の

親
戚

へ
の

避
難
開
始
」
と
書
き
込
み
ま
す
。
行
政
の
情
報
は

、「
避
難
判
断
水
位
到
達
」
で
す
ね
。

 
・

そ
し

て
、
「

要
す
る

準
備

」
で

す
が

、
こ

こ
で
は
「

祖
父
の

薬
」

と
「

戸
締

り
」

で
す

ね
。
「
戸

締
り

」
か

ら
考

え
ま

す
が
、
例
１
と
同
様
に
考
え
る
と
１
時
間
前
の
－
６
ｈ
に
し
ま
し
ょ
う

。「
戸
締
り
の
確
認
（
倉
庫
も
忘
れ
ず
に
！

）」
で

す
ね
。

そ
し

て
、「

祖
父
の

薬
」
で
す

が
、

こ
れ

は
、

お
医

者
さ
ん
で

処
方
箋

を
も

ら
っ

て
、

薬
局
で
も

ら
わ

な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
氾
濫
発
生
前
の
～
と
か
避
難
開
始
前
の
～
で
は
な
く
、
雨
風
が
強
く
な
る
前
に
、

お
医
者
さ
ん
や
薬
局
も
普
通
に
空
い
て
い
る
と
き
に
、
準
備
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

3
日
前
と

2
日
前
の
間

ぐ
ら
い
に
書
い
て
お
き
ま
す
。

 
・
４
０
ペ
ー
ジ
か
ら
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
作
る
方
法
の
説
明
は
以
上
で
す
。

 

    



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

10
:4

0
～

 
10

:5
5 

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
記
入

 
 

 
・

8
分
程
度
経

過
時
点
で
、
声
掛
け
 
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
意
見
交
換

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
そ
ろ

そ
ろ

、
書

け
ま

し
た
で

し
ょ

う
か

？
各

グ
ル

ー
プ

で
意
見

交
換

を
始

め
ら

れ
そ

う
で

し
ょ
う

か
？

そ
れ

で
は
、

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
だ
書
い
て
い
る
方
は
書
き
な
が
ら
で
結
構
で
す
。

 
 

意
見
交
換

 
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

 
 

 
10

:5
5

～
 

11
:0

0 
休
憩
（
５
分
）

 
 

 
・
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
休
憩
を
と
り
ま
す
。

11
時
か
ら
も
う
一
度

、
全
体
の
説
明
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

11
:0

0
～

 
11

:0
5 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
こ

こ
で

、
も

う
一

度
、

全
体
の

説
明

を
行

い
た

い
と

思
い

ま
す
。

今
書

き
込

ん
で
い

た
だ
い
た
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
充
実
さ
せ
る
考
え
方
で
す

。
先
ほ
ど
の
例
で
は
、
例
１
は
、
指
定
避
難
所
の
○

○
小
学
校
へ
逃
げ
る
逃
げ
方
、
例

2
は

、
遠
く
の
親
戚
を
頼
る
逃
げ
方
で
し
た
。
皆
さ
ん
は

、
こ
れ
ら
が
別
々
の
人

を
想
定
し
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
実
は

、
こ
の
例
を
作
る
と
き
は
、
同
じ
人
を
想
定
し
て
い

ま
し
た
。
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
で
は
、
伊
藤
調
査
課
長
に
説
明
を
お
願
い
し
ま
し
ょ
う
。

 

 
 

伊
藤
課
長

 

Ｐ
３
０
を
投
影

 
    

記
入
用
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
 

例
１
と
例
２
を
並
べ

て
投
影

 

・
は
い
。
説
明
し
ま
す
。

 
・

先
ほ

ど
作

成
し

た
例

１
は
、

指
定

避
難

所
の

○
○

小
学

校
で
す

か
ら

、
３

０
ペ

ー
ジ

の
表

で
い
う

と
上

か
ら

２
つ
目

の
パ
タ
ー
ン
。
同
じ
く
例
２
は
、
遠
く
の
親
戚
で
す
か
ら
４
つ
目
、
一
番
下
の
パ
タ
ー
ン
で
す
。

 
・

洪
水

は
自

然
現

象
な

の
で
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
の

と
お

り
に

進
行
す

る
と

は
限

り
ま

せ
ん

。
逃

げ
道
は

、
一

本
よ

り
も
二

本
、
二
本
よ
り
も

三
本
の
方
が
、
逃
げ
切
れ
る
確
率
が
高
く
な
り
ま
す
。
一
つ
目
の
逃

げ
道
が
閉
ざ
さ
れ
て
も
、
次

の
逃
げ
道
が
あ
れ
ば
、
逃
げ
切
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 
・
例
１
と
例

2
で
具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。
あ
る
人
が
、
私
は
「
遠
く
の
親
戚
を
頼
る
」
と
例
２
で
整
理
を
し
て
い
た

と
し
ま
す
。
し
か
し

、
ア
ク
シ
デ
ン
ト
で
－
５
ｈ
の
避
難
開
始
に
遅
れ
て
し
ま
っ
た
と
し
ま
す
。
逃
げ
始
め
よ
う
と

し
て
い
た
ら
避
難
勧
告
が
発
令
し
て
し
ま
い
、
－
４
ｈ
に
進
ん
で
し
ま
っ
た
状
態
で
す
。
こ
の
と
き

、
そ
の
ま
ま
急

い
で
逃
げ
る
の
か

、
そ
れ
と
も
、
次
の
逃
げ
道
と
し
て

、
指
定
避
難
所
の
○
○
小
学
校
へ
逃
げ
る
の
か
、
こ
れ
は
例

１
に
乗
り
換
え
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
そ
ん
な
判
断
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

 
・

そ
う

考
え

る
と

、
例

１
で
も

例
２

で
も

「
要

す
る

準
備

」
と
な

っ
て

い
た

「
戸

締
り

」
に

つ
い
て

は
、

共
通

で
す
の

で
、
－
６
ｈ
の
１
つ
だ
け
書
い
て
お
く
と
い
う
ふ
う
に
、
書
き
込
ん
だ
防
災
行
動
を
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 
・
こ
の
よ
う
に
、
一
度
防
災
行
動
を
並
べ
て
み
た
後
に
「
調
整
」
を
行
う
こ
と
で
、
よ
り
防
災
力
が
向
上
し
ま
す
。

 
・

調
整

の
観

点
を

も
う

一
つ
申

し
上

げ
ま

す
。

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

の
、

今
、

皆
さ

ん
に

書
き
込

ん
で

い
た

だ
い
た

欄
の

一
つ

左
に

グ
レ

ー
の

矢
印
が
あ

り
ま
す

。
こ

の
矢

印
は

３
つ
あ
り

、
そ
れ

ぞ
れ

下
か

ら
、
「
身

の
安
全

を
確

保
す

べ
き

時
期

」
、
「

水
位

等
の

状
況

を
把
握

し
つ

つ
避

難
に

要
す

る
時

間
に

応
じ

て
避

難
行

動
を

開
始

す
る

時
期

」
、

「
雨
風
が
強
く
な
る
前
に
行
う
べ
き
事
項
を
す
ま
せ
て
お
く
時
期
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ご
自
身
の
記
入
し
た
防
災

行
動
が
、
ど
の
よ

う
な
行
動
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
き

、
調
整
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
例
え
ば
、
要
す
る
準
備
が
外

出
を
伴
う
も
の
で
あ
れ
ば
、
一
番
上
の
矢
印
の
間
に
行
う
こ
と
が
望
ま
し
い
で
す
の
で
、
も
し
二
つ
目
の
矢
印
に
か

か
っ
て
い
た
場
合
は
、
も
う
少
し
早
め
の
時
間
に
移
動
さ
せ
る
と
い
っ
た
形
に
な
り
ま
す
。

 
・

そ
の

ほ
か

、
マ

イ
・

タ
イ
ム

ラ
イ

ン
作

成
の

ポ
イ

ン
ト

を
も
う

一
つ

左
の

黄
色

い
欄

に
吹

き
出
し

で
書

い
て

あ
り
ま

す
。
こ
れ
も
参
考
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

 
・
以
上
で
す
。

 

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

い
か

が
で

し
ょ

う
か

？
少
し

応
用

編
で

し
た

。
一

気
に

す
る
の

は
難

し
い

か
も

し
れ

ま
せ

ん
。
そ

の
場

合
は

、
ひ
と

つ
ず
つ
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
良
い
と
こ
ろ
は
、
続
け
れ
ば
続
け
る
ほ
ど
、
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ

ど
、
防
災
力
が
向
上
す
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
日
で
す
べ
て
を
や
り
あ
げ
て
し
ま
う
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 
・

ま
た

、
こ

の
根

新
田

地
区
で

は
、

ホ
ッ

ト
メ

ー
ル

な
ど

、
自
治

会
と

し
て

の
防

災
行

動
も

と
ら
れ

て
い

ま
す

。
そ
れ

を
盛
り
込
む
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
ね
。

 
・

で
は

、
今

の
説

明
を

踏
ま
え

て
、

マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
を
充

実
さ

せ
ま

し
ょ

う
。

グ
ル

ー
プ
で

意
見

交
換

も
お
願

い
し
ま
す
。

 
11

:0
5

～
 

11
:1

0 

マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
充
実

 
 

 
・

5
分
程
度
経

過
時
点
で
、
声
掛
け
 
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
の
意
見
交
換

 

11
:1

0
～

 
11

:2
0 

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
そ
ろ

そ
ろ

、
書

け
ま

し
た
で

し
ょ

う
か

？
各

グ
ル

ー
プ

で
意
見

交
換

を
始

め
ら

れ
そ

う
で

し
ょ
う

か
？

そ
れ

で
は
、

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
だ
書
い
て
い
る
方
は
書
き
な
が
ら
で
結
構
で
す
。

 

 
意
見
交
換

 
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

 
 

 

11
:2

0
～

 
11

:5
5 

全
体
発
表

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
そ

れ
で

は
、

各
グ

ル
ー

プ
の
グ

ル
ー

プ
ワ

ー
ク

を
共

有
し

た
い
と

思
い

ま
す

。
各
グ

ル
ー
プ
か
ら
お
一
人

、
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
お
見
せ
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

。
そ
し
て
、
グ
ル
ー
プ

リ
ー
ダ
ー
さ
ん
か
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
の
意
見
交
換
で
出
て
き
た
意
見
な
ど
を
共
有
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 
 

グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー

 
 

（
各
グ
ル
ー
プ
５
分
 
６
グ
ル
ー
プ
）

 
 ※

ま
ず

は
、

マ
イ

・
タ

イ
ム
ラ

イ
ン

を
一

つ
見

せ
て

も
ら

う
。
そ

れ
を

画
面

で
表

示
、

里
村

が
、
そ

れ
を

確
認

し
な
が

ら
作
成
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
。

 
 
 
・
気
に
し
た
ポ
イ
ン
ト
は
あ
り
ま
す
か
？

 
 
 
・
避
難
の
手
段
は
、
車
で
す
か
？
徒
歩
で
す
か
？

 
 
 
・
ど
な
た
と
逃
げ
る
お
つ
も
り
で
す
か
？

 
 
 
・
な
に
か
、
昨
年
の
関
東
・
東
北
豪
雨
の
体
験
を
踏
ま
え
て
工
夫
し
た
こ
と
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

 
※
こ
こ
ま
で
、

2
分
で
。

 
※
そ
の
後
、
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
へ
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
、
３
分
程
度
で

2
度
の
意
見
交
換
内
容
を
共
有
。

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
も
う
一
度
、
皆
さ
ん
に
拍
手
を
お
願
い
し
ま
す
。

 
・
関
係
機
関
か
ら
ご
発
言
は
あ
り
ま
す
か
？

 
・
そ
れ
で
は
、
学
識
者
の
先
生
方
か
ら
お
一
人
ず
つ
講
評
を
い
た
だ
き
ま
す
。

 

 
 

白
川
先
生

 
川
島
先
生

 
 

・
講
評

 

 
 

里
村
事
務
所
長

 
 

・
あ
り

が
と

う
ご

ざ
い

ま
し
た

。
マ

イ
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

で
き
そ

う
で

す
か

？
ご

自
身

で
「

と
り
あ

え
ず

・
・

・
」
と

思
え

る
も

の
が

で
き

れ
ば

、
一

番
上

に
、
常

総
市
・
根

新
田

地
区

●
●

家
、
そ

し
て

右
側

に
日

付
を

記
入

し
ま
し

ょ
う

。
そ
し

て
、

そ
こ

が
ス

タ
ー

ト
で

す
。
マ

イ
・
タ
イ

ム
ラ

イ
ン

は
訓

練
や
実

践
で

使
っ

て
、

ご
家

族
の

状
況
が

変
わ

っ
て
、

何
度

も
何

度
も

変
わ

り
ま

す
。
書

き
込
ん
で

、
想

像
し

て
、

調
整
し

て
、

ま
た

書
き

込
ん

で
・

・
・
。

繰
り

返
し
た

分
だ

け
、

防
災

力
が

向
上

し
ま
す

。
鬼
怒
川

の
そ

ば
に

お
住

ま
い
の

あ
い

だ
、

是
非

、
続

け
て

い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 



 時
間

 
進

行
 

概
要

 
担

当
 

ノ
ー
ト

 

ス
ラ
イ
ド

 
内

容
 

11
:5

5
～

 
12

:0
0 

５
．
と
り
ま
と
め

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
長
時

間
お

疲
れ

様
で

し
た
。

最
後

の
議

題
の

と
り

ま
と

め
で
す

。
資

料
３

の
ア

ン
ケ

ー
ト

を
記
入

し
な

が
ら

お
聞
き

く
だ
さ
い
。

 
・

今
日

は
、

ご
自

身
に

合
っ
た

マ
イ

・
タ

イ
ム

ラ
イ

ン
作

成
し
て

い
た

だ
き

ま
し

た
。

こ
れ

を
機
会

に
、

日
頃

か
ら
防

災
に
対
す
る
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
困
ら
な
い
よ
う
な
行
動
と
判
断
を
身
に
つ
け
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

 
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

の
記

入
用
紙

が
必

要
な

方
は

、
皆

さ
ん

の
テ
ー

ブ
ル

に
余

分
に

お
い

て
あ

り
ま
す

の
で

、
お

持
ち
帰

り
く
だ
さ
い
。
不
足
す
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
下
館
河
川
事
務
所
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
し
、
常
総
市
、

下
館
河
川
事
務
所
に
言
っ
て
も
ら
え
れ
ば
お
渡
し
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

 
・
最
後
に
も
う
一
度
、
ノ
ー
ト
を
お
借
り
す
る
件
に
つ
い
て
、
お
願
い
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 
・

こ
れ

ま
で

の
検

討
会

で
も
ご

説
明

し
ま

し
た

が
、

こ
の

マ
イ
・

タ
イ

ム
ラ

イ
ン

検
討

会
は

、
全
国

で
も

初
め

て
の
取

組
で
、
こ
の
根
新
田
と
若
宮
戸
の
２
地
区
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後

、
こ
の
検
討
会
を
市
内
の

み
な
ら
ず
流
域
、
さ
ら
に
は
全
国
へ
展
開
し
て
い
く
た
め

、
皆
様
が
マ
イ
・
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
を
作
ら
れ
た
後
に
、
皆

様
の
ノ
ー
ト
を
一
旦
お
借
り
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

 
・

本
日

、
検

討
会

が
終

わ
っ
た

後
に

、
ご

自
宅

で
マ

イ
・

タ
イ
ム

ラ
イ

ン
を

完
成

さ
せ

て
い

た
だ
き

、
机

の
上

に
お
い

て
あ
る
茶
色
の
封
筒
で
事
務
局
へ
お
送
り
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
茶
色
の
封
筒
の
中
に
は
、
も
う
一

つ
封
筒
が
入
っ
て
い
ま
す

。
こ
ち
ら
は
、
事
務
局
か

ら
の
返
信
用
封
筒
で
す
。
宛
名
に

、
ご
自
宅
の
ご
住
所
を
書
い

て
、
同
封
願
い
ま
す
。

 
・
お
忙
し
い
と
こ
ろ
を
恐
縮
で
す
が
、
２
月
２
６
日
ま
で
に
ポ
ス
ト
へ
投
函
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

。 
・

皆
様

の
ノ

ー
ト

を
参

考
に
、

全
国

へ
広

げ
る

た
め

の
「

マ
ニ
ュ

ア
ル

・
手

引
き

書
」

を
作

り
た
い

と
思

っ
て

お
り
ま

す
。
よ
い
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
よ
い
「
手
引
き
書
」
に
な
る
よ
う
に
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

 
閉
会

 
里
村
事
務
所
長

 
 

・
３
回
に
わ
た
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
・

で
も

こ
れ

で
終

わ
り

と
い
う

わ
け

で
は

あ
り

ま
せ

ん
。

常
総
市

さ
ん

、
下

館
河

川
事

務
所

を
は
じ

め
、

協
議

会
の
関

係
機
関
も
、
学
識

者
の
先
生
方
も
、
こ
の
根
新
田
地

区
が
安
全
な
地
区
に
な
る
よ
う
に

、
引
き
続
き
、
住
民
の
皆
様

と
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

 
・
最
後
に
、
皆
さ
ん
一
緒
に
記
念
撮
影
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ん
正
面
に
集
合
を
お
願
い
し
ま
す
。
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携帯電話やスマートフォンをお持ちの方は、

会場内ではマナーモードに切り替え、

通話はお控えください。

お手元の名札に名前を書いてください。

～みんなでタイムラインプロジェクト～

第３回 マイ・タイムライン検討会

根新田地区

平成２９年２月１９日

常総市役所



神達 岳志 常総市長

挨 拶

鈴木 孝八郎 自治区長

開 会



本⽇の進め⽅
1. 開会

2. 本日の進め方

3. これまでのおさらい

4. マイ・タイムラインの作成

意見交換

休 憩

意見交換

5. 全体発表

6. とりまとめ

7. 閉会

これまでのおさらい



これまでのおさらい

各段階のテーマ 項 目 ページ

【ＳＴＥＰ１】

・自分たちの住んでいる地区の洪水リスク
を知る

はじめに １

１.地区の特性 ２～3

２.過去の洪水から学ぶ 4～５

３.地形の特徴から学ぶ 6～9

４.最近の雨の降り方と傾向 10～11

５.「想定最大規模の雨」で鬼怒川 が氾濫したら 12～21

【ＳＴＥＰ２】

・洪水時に得られる情報を知る

・タイムラインの考え方を知る

６.洪水時に得られる情報と読み解き方 22～25

７.タイムラインの考え方 26～29

８.洪水時の自らの行動を想定 30～37

【ＳＴＥＰ３】

・マイ・タイムラインの作成
９.マイ・タイムラインの作成 38～40

マイ・タイムラインの作成

お手元の

「マイ・タイムラインノート」をご覧

ください



■避難の方法

みんなでタイムラインプロジェクト
34

避難の方法と必要となる準備を記入してみましょう。早めの
避難の完了を目指しましょう。

気づく

避難の方法
場 所
又は

住 所
手段

①
避難を完了
したい時刻

②
移動に

要する時間
要する準備

（例１）
指定の避難所

○○小学校 徒歩 ３時間前 30分

持ち出し品
戸締り

・
・

（例２）
遠くの親戚

△△市 自家用車 ４時間前 60分

祖父の薬
戸締り

・
・

自宅

指定
避難所

市内の高台

遠くの
親戚

その他
（職場など）

40

３４ページで書いた時間を参考に整理していきましょう。
一番下の①から時間をさかのぼってかいてみましょう。

■避難のタイミングの整理

①
避難を完了
したい時刻 3 時間前

③
避難場所へ移動を

開始する時刻 4 時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

30 分

要する準備

・持ち出し品

・戸締まり

・

・
分

○○小学校（例１）避難の場所

①
避難を完了
したい時刻 4 時間前

③
避難場所へ移動を

開始する時刻 5 時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

60 分

分

△△市（遠くの親戚）（例２）避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動を

開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

分

避難の場所

①
避難を完了
したい時刻

時間前

③
避難場所へ移動を

開始する時刻

時間前
（①＋②）

②
要する時間
（移動時間）

分

分

避難の場所

要する準備

・祖父の薬

・戸締まり

・

・

要する準備

・

・

・

・

要する準備

・

・

・

・

○○小学校への避難完了

○○小学校への避難開始

戸締まりの確認
（倉庫も忘れずに！！）

遠くの親戚への避難開始

遠くの親戚への避難完了

戸締まりの確認
（倉庫も忘れずに！！）

（例１）○○小学校 （例２）遠くの親戚



意見交換

休 憩（５分）



意見交換

全体発表



講 評

とりまとめ



アンケートへのご協力をお願いします。

回収ボックスを受付に準備しておりますので、記
入後のアンケート用紙を入れてください。

貸出ししている筆記用具、名札も合わせて返却
お願いします。

『マイ・タイムラインノート』の送付
（2月26日まで）にご協力をお願いいたします。


